


は　し　が　き

奈良教育大学教育学部附属自然環境教育センターは平成6年6月24口付けで発足した。本学の附属農場・

演習林を改組して、時代の要請に応える自然教育ないし自然環境教育の新しい施設をっくる計l軸ま、平成

元年以来の概算要求に盛り込まれてきたが、ここにようやく実現したのである。発足とともに、かっての

附属農場は同センターの奈良実習園、附属演習林は奥吉野実習林という名称に変更された。名前だけでな

く、両施設の内容も今後、センターの口的にそった新しいものに改変される予定である。

同センターの設立に関して、本学の先生がたから温かいご協力をいただいた。また、本学の事務局は概

算要求の立案や文部省との折衝などでたいへんな努力を払ってくださった。全学的な支援のもとに設立さ

れたこのセンターは今後、各種の事業を活発に遂行し、内外の人々の期待に応えなければならない。名実

ともに、地域におけるl‘l然環境教育の中核的な役割を果たす施設にならなければならない。そのためにも、

本学の学生、附属学校の生徒、児童、幼児や教職員はもちろん、他大学の人たちや一般市民もできるだけ

自由に利川できる楽しい有意義な施設になることを願っている。

国立の教育大学・学部では、省令で認められたこの種の施設は少なく、信州大学教育学部、東京学芸大

学、京都教育大学に次いで、本学の自然環境教育センターが第4番目のものである。本学のセンターは、

奥吉野の山岳地域に什然林のよく発達した176haに及ぶ広大な実習林をもっことが大きな特徴である。そ

こにはブナやミズナラの森林が発達し、カモシカやニホンザルが生息している。

センターとしては、多くの人たちに奈良実習園と奥吉野実習林の自然について知ってもらいたいと願っ

ている。さいわい、教育研究特別経費により、平成元年度に『奈良教育大学の自然』の、翌2年度に『奈

良教育大学附属演習林の自然』のガイドブックを発行することができた。これは大学のキャンノヾスをはじ

め、附属中学校、附属農場、附属演習林の自然（主として動植物）について報告したものである。しかし、

そのガイドブックは需要が多く大いに利用され、両方とも残部が少なくなった。

そのため、自然環境教育センターの開設に当たって、新しい冊子をつくることになった。まず、『奈良

教育大学の自然』と『奈良教育大学附属演習林の自然』のうちから、センターに関係する地域の、平易に

読める「ガイド・解説編」の部分だけを抜きrIHノて、編集しなおした。それぞれについては、修Il二や追加

を行って正確を期した。また、『自然と教育』の既刊号に発表された5編の記事を転載した。さらに新た

に稿を起こした若十の記事を収録して欠を捕った。

本冊子にはまたセンターの将来像のイメージスケッチを載せた。センターの設置準備委員会の段階から、

将来、施設をどう改変するか、どのような事業をどのような方法で行うについて議論を重ねてきた。発足

後は運営委員会や事業推進委員会を設けて、さらに冥体的な検討を行っている。これらの検討を通じて得

られた将来像を学生諸君がスケッチに描いてくれた。それは夢のある、楽しい共同作業であった。センター

の施設がスケッチに描かれた形で　つ］も早く実現することを願っている。

（北川尚史）



自然環境教育センターの自然
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奥吉野実習林山地部の

自然環境教育センターとしての

環境整備計画
（イメージイラストの1）

標高800mのシャクヤク沢に山小屋を作り、高

地での数日の宿泊を可能にし、高地や沢を中心と

した実習や研究などに役立てる。ここは常時シャ

クヤク沢の水が利用でき、長期滞在も可能である。

尾根すじ（標高1100m～1180m）に避難小屋を

作り、シカやカモシカなど大型動物や原生的ブナ

帯での諸活動など観察拠点とする他、天体観測が

できるようにする。天然の水の便がなく、各自が

持ち上げるか、雨水を利用するしかなく、避難小

屋ていどの短期滞在用である。

標高680mの十坪平に避難小屋を作り、リスな

ど小型動物の観察拠点にする。天然の水の便がな

く、各自が持ち上げるか、雨水を利用するしかな

く、まさに避難小屋ていどの短期滞在用である。

各所にムササビ、モモンガ、リス、ヤマネ、フ

クロウ、および他の中・小型の烏が住みつける空

間をもった格を作る。

急斜面でも気持ちよく登れるように、ベンチの

設置を始め、気分を変えることが可能な案内板や、

木登りや木の穴探検など各種の体験が試みられる

ような配慮をした実習林林道にする。

森林の機能を体感してもらうために、間伐し、

枝打ち、F刈りなどの林業実習、および土壌動物

学実習、森林生態系実習などをする。

奥吉野実習林平地部の

自然環境教育センターとしての

環境整備計画
（イメージイラストの2）

川、湿地、池を平地部に復活させ、魚を始め、

各種の水に関する生き物が捕獲できたり、観察で

きるようにする。

実習林山地部に見られる標高別の植生を川に沿っ

て作り、それを観察できる遊歩道を設け、山に登

らなくても山地部の植生がわかるようにする。

標高800m～900m付近までのかっての人手が入

る以前の原植生である照葉樹林を一部に復活させ

る。

土地造成後まったくの裸地である一部をそのま

ま放置し、自然状態での植生遷移状況やそれへの

動物関与についての観察、研究コーナーを設ける。

大塔村緑地公園側からの灯りが実習林に洩れな

いように成長の早いスギ人工林を公園側に作ると

ともに、あわせて各種の針葉樹コーナーを作る。

実習林を訪れた学生その他の人に必ず木を植え

てもらう植樹コーナー、ドングリなどの実植えコー

ナーを裸地に確保する。

裸地に古代家屋、堀立て小屋、ログハウスなど

を作製するコーナーを確保し、できあがったもの

を湿地や池の動物観察小屋にする。

自然生態系復元空間（ビオトープ）を作る。

現在のクヌギ、コナラ林にそれら、あるいは別

の樹木の倒木や生木、ワラや堆肥を配置して、よ

り多くのクワガタムシやカブトムシなどが繁殖で

きるように、あるいは誘致できるようにする。



奥吉野実習林のセンター前広場の

自然環境教育センターとしての

環境整備計画
（イメージイラストの3～5）

山から木を切りだして平地部に下ろし、小さく

して薪を作り、自作のかまどで炊飯する。また、

それらの間伐材を利用して、テーブルやイス、ベ

ンチなども製作する。炭焼き窯があるので自前の

炭も焼ける。

住いはテント、あるいは自前で作った堀立て小

屋、あるいは樹上家屋、時間と技術があれば種々

のレベルのログハウスもできる。

時間に余裕があれば、野山に生息するかわいら

しいノネズミを観察できるアポデムスボックス、

ムササビが生息し、それを観察できるムササビタ

ワーなど人工的に各種動物を誘致するように作ら

れた手作り施設で動物の観察や研究をする。

また、ふんだんにある自然を利用した各種の遊

びや試みを行なう。清流での箱眼鏡（のぞき眼鏡）

を利用したり、直接水に潜っての各種魚の観察、

手綱を使って魚と直接対決して捕まえることによ

り、食卓用のおかずとする。

流れのある中での水泳の試み、またイカダを作

成、あるいは丸太乗りをするなどの体験が可能で

ある。

奥吉野実習林の赤谷河川敷の

自然環境教育センターとしての

環境整備計画

いくつかの池をセンター独自で掘る。洪水で埋

れたらまた掘る。もともとの自然はこのようであっ

た。川が蛇行し深みができ、それが本流から離さ

れて池になる。しかし、次の洪水でそれが埋まる

が、またそのうち、自然に池ができる。これを人

の手で作りだそうというのである。

下流部では少し大きく深く掘れば水が貯まり、

池ができる。これに周辺からカェル、サンショウ

ウオ、トンボを始め各種水生昆虫が集まって繁殖

し、やがてそれらを餌にする鳥類、哺乳類などの

動物たちが集まってくるようになる。また、水辺

の植物や水生植物も自然に繁茂するようになるし、

洪水の時に魚も侵入してくる。このような所を数

か所作り、1か所は子供や学生たちが水に入り、

水に親しみ、オクマジャクシや魚などを捕って遊

ぶ場所とし開放する。

少し上流部のやや自然堤防らしい平地部があり、

そこが小潅木に覆われている場所を探し、そこに

小型の池を掘る。ここは水の自然状態での惨みだ

Lが考えられないので、底にシートを張り、池に

する。ここにもカエル、サンショウウオ、トンボ

を始め各種水生昆虫が集まって繁殖し、やがてそ

れらを餌にする鳥類、噛乳類などの動物たちが集

まってくるようになる。また、水辺の植物や水生

植物も自然に繁茂するようになる。ここは動物た

ちの安心して避難し、利用し、繁殖できる聖域と

し、人間はそばには近寄れないようにし、ただ静

かにそれらを少し離れた所から観察できるように

周辺を整備する。



奥吉野実習林の植生図



奥吉野実習林の景観

標高約900mの落葉樹林　（1990年5月27日撮影）



奥吉野実習林の植物

ヤマアジサイ（1990年6月17日撮影）
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ミヤマシキミ（1990年10月14日撮影）



奥吉野実習林の動物

3．タゴガェル

5．ルリクワガタ属

上　ルリクワガタ（左、中♀・右♂）

左下　コルリクワガタ　♀

右下　ホソツヤルリクワガタ　♂
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左上　大津市産　　右上　奈良市産

下　実習林産

6．ヒメツチハンミョウ（左♀・右♂）

ヽ

7．トゲグモ　♀



奈良実習園での活動スナップ

赤米　穂が赤く長芭

機械を使っての田植え

サツマイモの植え付け
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黒米　穂が黒く長だ

票毎

堅l－≡萱頑確

帯．露1騨i

ム

田植え　生まれて初めての人が多い

幼稚園のジャガイモ掘り



実験用稲の種まき　幼稚園の子供が集まってきた

ナスの植え付け

キュウリの支柱立て
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ミニトマトの手入れ

はじめてのキュウリの収穫



サツマイモの収穫

正月のもちつき
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トウモロコシの収穫

足踏み式で脱穀





奈良実習園の自然環境教育センター

としての環境整備計画

（イメージ）

稲、麦、イモ、野菜、ツタなど栽培実習や体験

ができるようにする。

古代作物等（古代米、ヒエ、アワ、ソバ等）に

ついても同じようにする。

収穫体験や収穫した作物を加工したり、調理し、

そこで食べたりできるようにする。

身近な自然にふれられる環境作りをし、そこで

観察会ができるようにする。

里山のような身近な自然を作りだす（ビオトー

プ）。池を作り、トンボを始め水生昆虫、カエル、

イモリ、カメなどを呼び寄せる。魚などは隣の池

から移住させる。水生植物も自然に生えてくるの

をまつ他、一部を移植する。なお、池の片側は淵

から徐々に傾斜をっけ、子どもたちが中に入って、

各種の小動物を捕ったり、ふれあうことができる

ようにする。

石積みや木積みをあちこちに作り、トカゲ、カ

ナヘビ、ヘビ、イタチなどの動物が住み着くよう

にする。

シイタケのはだ木のような腐った木やわら・枯

章を集めて積んでおき、クワガタムシやカブトム

シなどが自然に発生するようにする。

コウモリやハチ類を始め、各種の動物たちが住

み着くことができるいろいろな穴や隠れ家をもっ

た占い納屋を作り、動物を呼び寄せる。
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いろいろな樹木、特にクヌギ、コナラなどを植

えて、クワガタムシやカブトムシなどが集まって

くるようにする。

各種の実のなる木を植えて、鳥などが集まる、

および巣を作るような環境を作りだす。

かつての人里の植物と現在のおびただしい帰化

植物の侵入している人里の植物を比較するコーナー

を作る。

園芸植物園や樹木園、果樹見本園、ロックガー

デンを作る。

岩井川に下りるような階段を作り、そこで川の

魚や流れのあるところを好む水生昆虫が捕れたり、

観察できるようにする。

奈良教育大学構内の

自然環境教育センターとしての

環境整備計画

学生がいつも見たり、ふれたりできるのは大学

構内であり、ここで自然環境教育をするのが最も

教育的効果が期待できるという観点から、構内に

以下のようなセンターの施設を作る。

動物飼育舎を作り、ヤギ、ヒツジ、ニワトリ、

ウサギなど小動物を飼育し、その世話を学生当番

とする。そして、それから生まれた乳、毛、卵、

肉などを色々な形で各々利用する。これにより、

生き物は我われ人と同じように生きており、した

がって病気にもなるし、手間がかかるし、やがて

は死ぬものであるが、新しい命もまたそこから生

まれてくるということを体験する。場合によって

は、人は彼らを食べ物として殺して利用している

ということも身をもって知ることができる。



自然環境教育センターの概要

奈良教育大学教育学部附属自然環境教育センター

は平成6年6月24日に開設した。

かっての附属演習林および附属農場を改組して、

時代の要求にマッチした新しい教育・研究の施設

とすべく、平成元年以来、概算要求を続けていた

ものである。当初は旧附属演習林を「奥吉野自然

教育実習施設」に改変する構想であったが、平成

4年には、旧附属農場を含めた総合的な自然教育

の施設を目指して「自然教育実習センター」とい

う名で要求を行った。地球の環境問題が深刻な状

態になった現在、本学が構想している新しい施設

も「環境」を表に出すべきであるとの判断から、

平成6年度の概算要求では「自然環境教育センター」

という名にかえた。

これらの概算要求は、かつての附属農場及び附

属演習林運営委員会が対応してきた。しかし、平

成5年の秋に見通しが明るくなり、「】然環境教育

センター設置準備委員会をつくることになった。

同委員会規程は12月15日の教授会にかけられ、習

16日に施行される運びになった。そして、平成6

年2月14日に文部省から同センター成立の内示を

受けて、自然環境教育センター規則および同運営

委員会規程を制定し、純増人事の公募条件等が検

討された。この規則および規程は、3月22［1の教

授会で承認され、センター発足の6月24日から施

行された。同時にかつての附属農場規則、附属演

習林規則、同運営委員会規則は廃止された。

センターの第1回運営委員会は7月4日に開か

れ、今後の活動方針が検討され、その大筋が決定

され、自然環境教育センター運営規程が制定され

た。また、7月11日には、同運営規程のもとづく

推進委員会が開かれ、今年度の貝体的な活動計画

が検討された。

自然環境教育センターの開設と同時に、かつて

の附属演習林は奥吉野実習林に、また附属農場は

奈良実習園という名称にかわった。両施設の概要

は下記の通りである。
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北　川　尚　史

奥吉野実習林

所在地・面積

位置　北緯34006′～08′、東経135043′～44′。

大塔寮の住所　〒637－04　奈良県吉野郡大塔

村大字活永字赤谷199番地の1電話（07473）6－

0456

面積1，758，937㌦（約176ha）　建物（宿泊施

設「大塔寮」）218nf（約30人の宿泊が可能）

沿革

昭和22年4月、奈良青年師範学校に林業科が新

設された。翌23年、地元の篤志家、竹原幸八郎氏

（大塔村大字辻堂5番地）から林業実習の場とし

て、500町歩の山林が貸当・され、同年4月1日に、

70年間の地上権設定契約が行われた。昭和24年5

月31日、学制改革により奈良青年師範学校は奈良

師範学校と合併して奈良学芸大学となり、lH林業

科は職業科の職業第四講座と改められ、旧演習林

は同学附属演習林と改称された。翌年、3月31H

に、同演習林の管理のための事務所と林業実習の

ための宿舎（199Iが、附属施設を合わせて205．43

ポ）が新設された。

貸与を受けていた演習林は、昭和30年に竹原氏

より、500町歩のうち、175．9haを寄賠するとの申

し出があり、6月30日に提出された寄付採納願が

12月7日に受理・承認された。翌31年1月5日に



所有権移転の登記が行われて、正式に入学の所fJ．

になった。

昭和60年に木造の旧宿舎を解体、新たに鉄筋コ

ンクリートの建物（宿泊施設「大塔寮」、199nf、

IH施設と同じ面積）が同年3月27日に落成した。

平成元年に19Iがの収納庫を建て、建物の総面積は

218Idになった。

昭和41年4月1Ljに奈良学芸大学は奈良教育大

学と改称され、同時に中学校教員養成課程・職業

科が廃止され、旧職業科は中学校課程・理科の一

専攻（農業）として位置づけられることになった。

その専攻も昭和48年に廃止され、以来、演習林は

林業実習の場としての性格を失ったが、生物学や

地学の野外実習、生活科の実習のフィールドとし

て、また、各サークルの研修の場として広く利用

されてきた。

赤谷林道から望むスギ植林地

（1990年1月26円）

交通　大和八木駅前から新宮行き又は川場行き特

急・急行バスにて、大和高田市、御所市、五傑市

を経由、国道168号線を南下し、大塔村の「宇井」

で下車（この間、2時間余り）。そこから川原樋

川沿いの県道を徒歩にて約1時間（約4km）で大

塔寮に到着する。

大学から大塔寮までの、車による走行距離（バ

イパスなどを利用した最短距離）は約90km、所要

時間は通常の交通状況で約2時間半である。

地勢・地質

奈良県の西南端に位置する高峯、伯母子岳（標

高1，344m）から北東に延びる山稜と、その山麓

部を流下する赤谷川との問に介在する。山麓（宿

舎所在地点）の標高は395．5m、山頂（清水峰の

三角点）は1，186．2mであり、その比高は約800m

である。山腹は概ね北北西に傾斜し、赤谷川に臨
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冬の落葉樹林

（1990年1月26日撮影）

む山麓部は急峻であるが、中腹から山頂にかけて

は比較的、緩やかな傾斜をなしている。林内には

多くの谷が走るが、特に2本の谷が深い。その奥

の方の谷（崩れ谷）は大きく崩壊しており、手前

の谷（ワサビ谷）は流量の変化が少なく、標高60

0mの箇所に落差約20mの滝（隠れ滝）が存在す

る。

地質は秩父古生層の砂岩、珪岩、及び粘板岩を

基岩とし、山麓部の土壌は礫質砂及び礫質粘土で、

その深度は浅く腐植質も少ない。中腹から山頂に

かけては、粘質壌土または礫質壌土に被われて土

壌の深度は深く腐植質に富み、地味は良好である。

なお、大塔村の緑地公園の建設に伴い、平成2

年から4年にかけて赤谷川の護岸t事が行われた。

これによって、かつて河川敷であった実習園の敷

地が埋め立てられ、大塔寮の西側に隣接する約7200



誠の、囲り也が造成された。埋め＼工ては、ド成6年7

月の現時点でまだ完成していない。

人工林

昭和25年から28年、および44年から50年まで、

毎年、スギ・ヒノキの植林が行われた。現在、ス

ギは17．9ha、ヒノキは2．1ha、計20haの人丁二林が

存在する。宿舎の周囲には植栽されたクヌギとコ

ナラの小さな林がある。

自然林

山頂部及び南の境界の稜線沿いによく保存され

た自然林が残っている。その他の地域は、戦時中

の昭和19年から20年にかけて伐採が行われたため、

その後に伐採跡に発達した二次林によって被われ

ている。

その他／上や植物相および動物相の詳細は本報告

書に言己載されている通りである。

奈良実習園

所在地・面積

住所　〒630　奈良市白老寺町

電話（0742）26－1404

面積110．35a（3337坪）

建物（管理棟その他）4．73a

耕作地　84．2a、花壇・池　3．Oa、ガラ

ス温室0．68a、パンライトハウス0．92a、

農道その他19．77a。

沿革

本学は昭和24年5月に奈良学芸大学として開学

するにあたり、前身の奈良青年師範学校の附属農

場を引き継いだ。当時の農場はl司師範学校の位置

する高市郡八木町中房（現在の橿原市小房町）に

あった。奈良青年師範学校の最後の生徒（農業科、

林業科および女子部）が卒業した昭和26年3月末

日をもって同師範学校は廃校となり、農場の全施

設が奈良学芸大学の附属農場のものになった。

奈良学芸大学は昭和33年10月に現在の高畑町に

校舎を移転した。また、昭和41年4月に奈良教育
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大学と改称され、1胡射こ中学校教員養成課程職業

科が廃正され、旧職業科は中学校課程・理科の一

専攻（農業）として位置づけられることになった。

その後も元の農場（八木農場と呼ばれていた）が

農業関係の実習の場として利川されていたが、農

業関係の教官・学件が少なくなり、遠隔の地の大

きな農場を管理・維持することが次第に困難になっ

た。そのため、同農場を売却して、昭和44年3月

に奈良市自重寺町の現在地に移転することになっ

た。

昭和41年4月1日に奈良学芸大学は奈良教育大

学と改称され、同時に中学校教員養成課程・職業

科が廃止された。一学年の学／主定員がわずかに3

名の理科（農業）も昭和48年に廃けこされ、その後

は、技術科の栽培関係の講義・実習、理科・／主物

学関係の講義・実習をはじめ、附属学校のなどに

利用されている。
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紀伊半島中心部の地形と地質

はじめに

この度発足した奈良教育大学自然環境教育セン

ターの二施設は、大きくとらえると紀伊半島の中

軸に沿い、中央構造線をはさんだ対象的な位置に

ある。紀伊半島中央部はまた地質学的には海洋性

プレートであるフイリッピン海プレートと大陸性

プレートであるユーラシアプレートの古くからの

衝突の場として注目され、付加体として陸地の－・

部に取り込まれた地層が広範囲にみられる日本列

島の西南部を代表する地域である。

地質の上から紀伊半島中央部は、吉野川に沿っ

てほぼ東西に走る中央構造線を挟んで内昔と外帯

に分けられる。センターの奈良実習園は内帯側に、

奥吉野実習林は外帯に位置する。両者の立地は地

質の上からも地形からも大きく異なり、当然そこ

に棲む動物や生えている植物も第四紀を通じて大

きく規制されてきた。このように本センターは多

様な環境に囲まれ、その位置は自然環境に関わる

教育の上からも研究の上からも有意義な立地条件

にある。ここではセンターを含む紀伊半島奈良県

域の地形と地質を概観する。

奥吉野の地域は地形が険しく交通が不便で調査

が充分に行き届かず、長い間地質の不明な地域と

してほとんど放置され、「末詳中生層」などとし

て一括して塗色されてきた。また、ここでは申年

界と秩父帯を境する仏像構造線が特異な屈曲を示

し、その南方への突出部は人峯衝上体として注目

されてきたが、最近の10年間にその詳細な層序と

ともに形成機構も少しづっ解明されてきている。

さらに最近の地球科学の進展から、この末詳中生

層はプレート境界にできた付加体が、広範囲に陸

化したものとの見解が生まれ、一躍世界的にも脚

光を浴びるようになってきた。演習林の宿舎を基

地にした隣接地域の微化石層序学的な調香で、上

記の仮説を実証する最近の成果の一端も併せて紹

介する。

奈良の地形

西　田　史　朗

紀伊半島中央部の地形は紀ノ川（t里劉ID　を境

に、その両側と北側で大きく異なる。地形のちが

いはその地域をっくる地質とその構造によって大

きく支配され、気候や植生、産業や人々の生活に

まで関係している。地質を大きく規制する境界線

を構造線と呼ぶが、吉野川に沿っては西南H本を

内帯と外晋に　二分する中央構造線（MedlanTec－

tonicLine、以上ではMTLと略称する）がほぼ

東西に走る。

MTLは西日本の地質を特徴づける大断層帯で、

一億年近くも前から間欠的に動いてきた。ある時

は両側の地層がトド方l軸こ、ある時は水平方向に

ズレて動き、現在は水平成分の優勢な動きを示す。

ここではMTLの北側の内帯、南側の外帯、MT

Lに沿った吉野川河谷を中央帯として区分する。

内帯の地形

内帯の地形は南北に伸びる盆地と両地の繰り返

しとして現れ、両地の片側が第四紀の断層活動で

持ちしげられた傾動地塊である。したがってこの

ような両地では、傾斜の急な斜面と緩やかな斜面

からなり、急斜面側は断層活動による崩落崖であ

る。また両地周辺の丘陵部は、最上部新生界であ

る大阪層群に覆われるが、展盤をっくる領家複合

告類の動きが地形を大きく支配している。生駒山

地や六甲山地に断片的に残った大阪層群の研究か

ら、第四紀になってからの盆地と山地の相対的な

変位量は上500～2，000mに達すると見積もられて

いる。

内帯の基盤は領家複合岩類からできているが、

奈良盆地では600～700mの申新枕ないし更新続が

覆っている。大和高原には領家複合告類が露出す

るが、開折がすすみ北部は準、出京に近い地形を示

す。しかし南部は中新世の室生占火山が放出した

室生溶結凝灰岩を載せ、ビュート形の急峻な火山

岩類の侵食地形を見せる。
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図2　調査地をめぐる地質配列

中央帯の地形

MTLの活動による弱所を侵食して吉野川が流

れ、北側は領家帯の圧砕岩類などから、吉野川に

沿った低地部には三波川変成岩類が断続的に分布

し、吉野山地は四万十累層群に属する付加体の堆

積岩体からできている。巨勢・竜門山塊の南側斜

面はMTLの断層崖が見事に展開する。吉野川は

第四紀になって度々ダムアップし河谷を埋積し、

決壊してきた。そのため吉野川の両岸には河成堆

積物からできた見事な河岸段丘が広がる。

南側の吉野山地北縁部、すなわち紀ノ川水系と

新宮川水系の分水嶺までの地域は、奥吉野の南北

性の地形配列に直交して東西性の山列を見せる。

付加体としての四万十累層群の最先端部がMTL

の運動に規制されてこのような配列になった、あ

るいは付加体の原構造が保存されているとも考え

られる。

外帯の地形

外帯は地質の上からは東西方向の帯状配列を示

す付加体である。しかし地形の上からは壮年期を

24

鈴木編図（1987）に加筆

示す東から台高山地・大峯山地・高野竜神山地の

三列の南北性の山地からなる。雄大なⅤ字谷と著

しい河川の蛇行の保存は、第四紀になってからの

2，000mに達する急激な隆起を示している。大峯

山地と台高山地南部では中新世に酸性岩類の貫入

があり、このことも紀伊半島中央部の地形発達と

大きく関係しているものと思われる。

奈良の地質

内帯の地質

近畿地方ではMTLの北側は花崗岩や花崗片麻

岩類などの地下深くでできた岩石が基盤岩（図1

凡例13；領家複合岩類）となっている。その上に

新しい時代の火山岩類（凡例11；室生溶結凝灰岩

など）や堆積岩層（凡例1；完新統～最上部更

新統で奈良盆地表層と山間谷底平野を埋積、2；

更新統～鮮新統で大阪層群で佐保丘陵・矢田丘陵・

馬見丘陵や盆地周辺の山麓部に露出する、3；鮮

新統～中新統で室生層群・二上層群と海成中新統



⑳緑色岩・チャート
㊨砂岩・頁岩・砂岩頁岩互層

●　cc－Pl群集産出地点
●　Ap－At群集産出地点

図3　調査地の地質概略と放散虫化石識別地点（山本原図）

の藤原層群・山辺層群・山柏層群）を薄く載せる。

ここでの土地の動きは基盤岩の動きに支配され、

被覆層がその動きに引きずられた形で現れる。大

和高原や生駒・葛城金剛・巨勢竜門山地では基盤

岩が地表に現れ、室生・宇陀山地では基盤岩の上

に薄く被覆層を載せる。内帯の被覆層には堆積岩
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層と火山岩類を含んでいる。堆積岩層は海底や湖

底にたまった地層であることが化石から確認され

る。

奈良盆地では弾性波探査から、最も深いところ

で600～700mで基盤岩にあたり、その上に海成層

や火山岩層が重なり、さらに周辺の丘陵地で見ら
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図4　調査地域の総合柱状図と放散虫化石分帯（山本原図）

れる新しい時代の軟らかい地層が覆っている。ボー

リング調査では盆地の中心部の地下20～30mでア

ズキ火山灰層が発見され、奈良盆地では90万年以

降には地層の堆積はほとんどなかった（西田、

1992など）。

中央帯の地質

中央帯を特徴づける地質は、内帯側の領家複合

岩類（図1凡例13；領家複合岩類）が各所で破砕・

圧砕されていること、それに接して和泉層群（凡

例5；白亜系和泉層群）が断続的に分布するこ

と、三波川帯（凡例14；変成岩類）の緑色岩や黒

色片岩が見られることで、MTLの運動による広

域変成作用が大きく支配している地域である。

従来、三波川変成岩類がMTLに沿って広く分

布していると考えられてきたが、東部では三波川

帯を欠いて四万十累層群が領家帯と直接すること
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が分かってきた。同様に御荷鉾帯と呼ばれた弱変

成の黒色片岩帯もほとんどが四万十累層群に帰属

することが分かってきた（大和大峯研究グループ、

1994）。

外帯の地質

MTLの南側では最上部古生界ないし白亜系が

厚く重なる。地層の配列は、東西方向に連なる地

層が南側へ傾く覆瓦構造を示す（図1凡例6；砂

岩がち白亜系舟ノ川層群・上野地層群など、7；

泥岩がち白亜系平谷層群など、8；ジュラ～トリ

アス系天辻層群・伯母峰層群など）。これらの地

層中には深海底の海底火山活動によってできた枕

状溶岩や顕微鏡的なプランクトン化石を含んだ赤

色泥岩などが挟まれ、日本列島の誕生にも関わる

重要な手がかりを秘めている。

さらに山上ケ岳の中腹以上では、下部より一段



と古い時代の地層が重なり（凡例9；中生界～上

部古生界の秩父系）、その成立ちが古くから注目

されてきた。

大峯山脈では申軸部に中新世になって酸性岩類

（凡例12；大峯酸性岩）の貫入があり、地形発達

の＿1二からも無視できない影響を与えている。

稲村ケ店の頂＿日寸近には囲結のすすんだ礫岩層

が局部的に分布し古第二系とされてきた。「津川

流域の高津や谷瀬では、半田結角礫岩層が山腹に

局在する。これらの礫岩層の年代を知る証拠はな

いが、地形発達史の上からも興味深い。

奥吉野実習林周辺の最近の地質学的知見

1993年度卒業研究として、特別教科（理科）教

員養成課程地学専攻・山本俊哉氏が大塔村赤谷か

ら野迫川村上壇内にかけての地質を放散虫化石層

序学の観点から追究し、新しい知見を示した。こ

こでは氏の卒業論文「奈良県野迫川村周辺の地質

と放散虫化石群集」の一一端を紹介する。

この地域は伯母予両地の北半部で、高野・竜神

の稜線を境として和歌山県と接する。県境の両側

は急峻な両地で、地質研究も流域に沿ってド流の

日高川と川原樋川の両側から別個に進められ、こ

の地域は空自に近い状態にあった。また、両側の

地質層序を延長して考えると、屑序と時代論の上

でいくぱくかの不調和が存在することが分かって

いた。

すなわち屑序の上では、和歌山県側でなされた

研究（例えば紀州四方上川研、1986）と「津川流

域での層序（志井「rlはか、1989）の対比は必ずし

も充分な一一致をみないできた。時代論にしても、

和歌山県側で栗本（1982）は花園村のいわゆる秩

父古生層から白亜紀後期の放散虫化石を発見した。

そして岩相の特徴と併せて考え四万一日昔に帰属さ

せ、コニアシアン～カンパニアン世の花園層を記

載し東方に延長するものと考えた。　ム方、大和大

峯研究グループ（1980、198日　は、猿谷ダム周辺

の調査で放散虫化石を発見しセノマニアン世とし

てきた。

調査地域の地質は告相から北部・南部・南端地

域に分かれる。北部地域は野迫川村池津川より北

で、主に砂岩頁岩互層と貢告層からなり緑色岩と

チャートを挟む。池津川から南へ、同村北股にか
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けての南部地域は貢岩層と砂岩頁岩互層のほかに

緑色岩とチャートの岩体が大きく露頭する。北股

以南の南端地域には塊状の砂岩層が発達するが、

南限は確認されていない。

調香地域の地層は一般的な傾向として、東北東一

西南西の走向と北傾斜を示す。池津川以東では西

北西1東南東の走向、L垣内付近など一部では南

傾斜を示すことが観察される。北部地域と南部地

域の境に池津川断層が、南部地域と南端地域を画

すものとして辻堂構造線がある。そして辻堂線は

梁瀬断層に連続するものと考えられる。また、北

部地域には」ヒ方から連なる富貴断層の南方延長部

が現オしる。

放散虫化石の抽出は泥質岩とチャートを対象と

した。調査地域全域からおよそ250点の試料を採

取し、100点あまりから放散虫化右を得ることが

できた。図3の小さな赤点は放散虫化石が検出で

きた試料採取地点、大きな赤と黒の点は時代識別

に有効な放散虫群集を産した地点を／Jこしている。

また産出した放散虫を地点ごとに告佃を区別して

表1に示した。従来、放散虫化石は赤色珪質告か

ら多くf帖lされてきたが、ここでは黒色真打か主

体であるのが注目される。

その結果、北部地域はAmphipyndaxps（、udor

conulus－Amphipyndax tyl（〕tuS群集として、

南部地域はerucellaeaC、hellSis一一Pseudoauloph0－

cuslentlCulatsu群集として特徴づけられること

が分かった。時代的には南部地域が古く、北部か

新しいことになり、コ二アシアン世からカンパ二

アン世を示す。
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奥吉野実習林登山路の植物案内

自然環境教育センター・奥吉野実習林は広大な

面積を占め、林内には幾筋もの登山路があるが、

ここでは、崖崩れなどがあって危険な道や、けも

の道のようなはっきりしない道を避けて、通常の

登山コースの植物について説明する。また宿舎の

大塔寮を訪れる多くの人が、宿舎から赤谷川沿い

の林道を散策するので、実習林の対岸の林道沿い

の植物についても触れる。

1）宿舎の周辺

川原樋川の鉄橋を渡って、奥書野実習林内の敷

地に入ると、まず両側にクヌギの林がある。それ

ぞれの木の幹は樹皮がハ回して、癖があったり、

裂けたりして、かなり傷んでいる。このクヌギ林

には夏の夜にカブトムシやクワガタムシが樹液を

求めて集まってくるが、付近の住民がそのことを

よく知っており、樹液を【11すために樹皮をナタで

切りつけるためである。

宿舎の玄関前にモミとエンコウカエデとウバメ

ガシのかなり大きな木が寄り添うように生えてい

る。これは、占．くからこの地点に生えているもの

で自然木である。このモミは最近、勢いがなく、

幹の上部は枯れている。宿舎の背後にはコナラの

林がある。コナラはこの付近の低地の二次林（雑

木林）を構成する代表的な種であり、標高、約70

0m以j二では近縁のミズナラに取って代わる。

大塔寮の背後に山が迫り、その斜面はスギ林で

覆われている。宿舎に面しているスギ林は、附属

演習林が発足した当初に植林されたものであり、

樹齢40年を越えて、大きく育っている。スギ林の

縁にシャクナゲが放生するが、これは植えたもの

であり、4月から5月にかけて花を咲かせる。宿

舎の周辺に植えたシダレザクラもかなり大きくなっ

てきた。

大塔寮の前を流れている赤谷川の護岸⊥事が3

年前から行われ、1992年に完成した。その‾丁二事に

伴って、大塔寮の前のかつての赤谷川の河川敷は

埋め立てられて、約7，200n封こ及ぶ広い平地になっ
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た。現在、まだ、埋め立ては完了しておらず、中

央部に大きな凹地がある。この埋め立てによって

生じた裸地に種々の雑草が生えている。1994年6

月23日の時点で、いちばん多いのはオオイヌタデ

で、とくに凹地の湿った部分に大きな群落をなし

て旺盛に／I三育している。オオイヌタデは一昨年か

ら目立っていたが、大きな群落をなして生えたの

は今年がはじめてである。アメリカセンダングサ

も埋め立て地一帯にたくさん生えている。

その他の比較的多い雑草はヤブマオ、クサマオ

ウ、ブタクサ、ヨモギ、ツユクサ、ノバカタカラ

クサ、コブナグサである。ヒロバギシギシ、イタ

ドリ、ヨウシュヤマゴボウ、ハコベ、ケアリタソ

ウ、ドクダミ、ナワシロイチゴ、ニガイチゴ、ヤ

ブマメ、ノブドウ、へクソカズラ、オオバコ、ホ

タルブクロ、カモジグサ、エノコログサなども少

数ながら生えている。

2）植林地

山頂へ到るコースは、まずこのスギ林の中のジ

グザグ道を登っていく。植林地内には所々にウラ

ジロガシやツクバネガシの小木や稚樹が見られ、

この場所の潜在自然植生が常緑性のカシ林、つま

り照莫樹林であることを示唆している。アラカシ、

ユズリハ、ツバキなどの常緑樹とともに、ズイナ、

タムシバ、クロモジ、マルハアオダモなどの落葉



樹も多いが、下刈りの影響でいずれも大きく育た

ず、小木である。コアジサイ、ヤブウツギ、ツク

バネウツギ、ヤブコウジなどの低木も多い。神仏

に供えられる植物のサカキ、ヒサカキやシキミも

揃って出てくる。

標高500mの地点にベンチがあり、そこからな

おも植林内を登る道と赤谷川に沿って山裾を巻く

コースに分かれる。この分岐点の近くにツクバネ

ガシのかなりの大木（樹幹の直径25cm、高さ15m）

がある。幹の基部に樹洞があり、古くからそこに

「山の神」と呼んでいる小さな嗣（はこら）が置

いてあるが、現在は朽ちて、ほとんど消滅してい

る。このツクバネガシの周辺にはその椎樹やサカ

キが多い。

赤谷川を見下ろし、標高約500mの等高線に沿っ

て続くこのコース（赤谷田廊）は他の植林地へ通

じているが、一部に崖崩れがあって通るのは危険

であり、また、進むに従って次第に道が曖昧にな

り、やがて消え失せる。この道にはウバメガシ、

ウラジロガシなどの常緑樹の他にイヌシデ、ヒメ

ヤシャブシ、イロバカエデ、キブシ、ズイナなど

の落葉樹も多い。やや珍しい草本のティショウソ

ウやヒオウギも生えている。

山頂への登山路はなおもスギ林を通り、尾根に

近くなると部分的にヒノキの植林地がある。植林

地内にモミやツガが生えているが、スギやヒノキ

の生育にとって有害であるため、その一部は樹皮

を剥いで立ち枯れさせている。

標高560mの地点で再び道が二つに分かれる。

尾根に沿って登る道と山腹を巻く道である。後者

は後に述べるトチノキの大木の下へ通じているが、

はっきりしない道であり、通らない方がよい。尾
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根道をたどると、しばらく植林地が途絶え、自然

林となる。このあたりにはシャクナゲが多い。尾

根沿いにはアカマツの大木が点在する。

このあたりも本来は照葉樹林帯であり、常緑の

ウラジロガシが目立っ。ソヨゴやユズリハ、ツク

バネガシ、カナメモチ、サカキ、ヒサカキなど、

他の常緑樹も多い。ホオノキ、タムシバ、ネジキ、

イヌシデなどの落葉樹も出てくる。やがて再びス

ギとヒノキの植林地となり、標高650m付近まで

植林が続く。

3）十坪平

標高680mの地点に平粗な狭い広場があり、ベ

ンチが設えてある。この広場はかつて、伐採した

樹木を搬出するためのロープウエイの起点であり、

当時の鉄の滑車が残っている。「坪平と名づけら

れたこの広場は休憩場所として恰好の場所であり、

休憩のためのベンチが設えてある。

この上坪平を取り巻いて、ミズメ、イヌブナ、

ホオノキ、イイギリ、リョウブ、クリ、ユズリハ、

シャクナゲ、ソヨゴ、アセビ、ヒイラギなどが生

えている。平坦な部分には2本のヤシャブシが寄

り添って立っている。

ミズメはシラカバやダケカンバと同属の樹木で

あり、樹皮が平滑で皮Hがサクラのように槙に長

く、樹皮を剥ぐとサロメチールの匂いがするので、

葉や花を見なくても同定できる。イヌブナはこの

付近から出現し、標高900m付近まで多く生えて

いる。この種はブナに似ているが、柴の脈が多く、



菓柄に毛が多いので区別は容易である。また、イ

ヌブナはブナと異なり、幾本かの樹幹が集まって

株になる傾向が強い。低木ではアセビが多い。ア

セビはこの部分ばかりではなく、尾根筋に沿う、

いたるところに生えている。

4）尾根道

標高700mのところに株立ちになったソヨゴが

生えている。いちばん太い幹は胸高直径が20cmで、

ソヨゴにしてはかなりの大木である。標高720m

の地点で、道から外れた林の中に2本の大きなウ

バメガシ（胸高直径約20cm）が寄り添って生えて

いる。海岸生のこの常緑のカシにとって、このあ

たりが生育の上限であろう。

林床にはミヤマシキミが多くなる。このミカン

科の植物は中腹から山頂までの尾根筋に多く、秋

から冬にかけて赤い実が美しい。この付近からミ

ズナラとイヌブナが目立って多くなってくる。78

0mの地点に胸高直径が84cmに達するミズナラの

大木があり、その枝にシノブが着生している。隣

の民有地との境界にコシアブラの大木も生えてい

る。

標高約800mの地点で、さらに尾根筋を登るコー

スと山腹を巻くコース（トチノキ回廊）に分かれ

る。ここでは尾根筋を登ることにしよう。この付

近にはミズナラとイヌブナが多いが、やがてブナ

が出現し、次第にイヌブナと交代する。ブナは落

葉樹林帯の代表的な種であり、紀伊半島では標高

約800m以上に／L肯している。ミズナラやブナに

交じって生えている、樹幹が平滑・赤褐色でよく

目立っ樹木はヒメシャラである。中腹から山頂に

かけて多いツバキ科のこの落葉樹は、その特徴的

な樹皮によってすぐに分かる。

ミズナラの葉

（コナラに比して鋸歯が粗く葉柄がほとんどない）
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5）新道

標高950mから道は尾根を外れて、山腹を緩や

かに登る。以前は隣の民有地との境界の尾根筋を

直登する急な道であったが、1990年の春に迂回す

る新道がつくられた。

この付近には常緑樹は低木のソヨゴ、アセビ、

針真樹のモミ、ツガなどだけで、大部分が落葉樹

である。ブナとミズナラが多く、他にイヌブナ、

アカシデ、ミズメ、ホオノキ、ヒメシャラ、オト

コヨウゾメ、アワプキ、ヤマザクラ、カエデの数

種なども出てくる。ヤマザクラは山中に点々と分

布しており、春には山腹を華やかに彩る。また、

秋にはコパウチワカエデ、イタヤカエデ、ウリバ

グカエデなどのカエデの紅葉が、ブナやミズナラ

などの黄葉とともに錦繍を織りなす。

道は標高約1000mの地点で別の道に出会う。左

へ進めば、9号鉄塔から両軸こ向かう上り道であ

る。右に進めば、8号鉄塔を経てシャクヤク谷へ

下る道である。

実習林内に立っ4基の鉄塔（6～9号）は関西

電力が1985年に建設した送電用のものである。標

高1080mの地点に立っ9号鉄塔の周囲は、伐採跡

の独特の植生が発達している。ススキが繁り、ア

セビ、ネジキ、ソヨゴ、クサギ、タムシノヾ、カナ

クギノキなど、明るい場所を好む植物が多い。ま

た、ニガイチゴ、クマイチゴ、エビガライチゴ、

サルトリイバラなどのトゲのある植物も繁茂して

いる。

鉄塔からしばらく登ると標高1100mに達して主

稜の尾根に出る。伯母子岳から続く稜線である。

この付近にはブナ、ミズナラの他に、ネジキ、ホ

オノキ、ヒメシャラ、コパウチワカエデ、アカシ



デ、オトコヨウゾメ、リョウプ、トサノミツバツ

ツジ、ナガバノコウヤボウキなどが多く、林床は

ミヤコザサとミヤマシキミで覆われている。

6）山頂部

この地点から山項まではなおも50分はどの道の

りで、緩やかな傾斜を上ったり卜ったりする。こ

の尾根筋の道はあまりはっきりしないが、樹幹に

テープを巻いていたり、切り株があったり、何ら

かの人の通った痕跡があるのでそれを目印に歩け

ばよい。道は尾根を大きく外れることはないので

尾根またはその近くを歩けば間違いがない。

山頂までのコースの3カ所にスズタケの群落が

発達している。スズタケの群落は、紀伊半島など、

太平洋側のブナ林に発達し、スズタケーブナ群落

（群集）と呼ばれる典型的な温帯林の植生を構成

する（日本海側ではチシマザサがブナに随伴する）。

このタケはミヤコザサと異なり、丈が高いので、

その群落を通り抜けるには難渋するが、さいわい、

1990年の春に登山路を整備した際に、道沿いのス

ズタケを刈りとったので歩きやすくなった。

山頂近くには堂々たる貫線のブナの大木が生え

ている。しかし、山頂自体は平凡な場所であり、

入水はなく、また林の中でほとんど展望がきかな

い。清水峰の三角点の標識とそのそばに小さな岩

があり、確かに山頂であると分かるが、高い山に

登ったという感激はない。

山頂の植生は先に記した尾根筋のそれとはぼ同

様であり、ブナ、ミズナラ、コパウチワカエデ、

アカシデ、アセビ、ネジキが多く、ヒメシャラ、

モミ、ウラジロノキ、オオカメノキ、リョウブ、

ガマズミなども生えている。樹木には、しばしば

ツタウルシが絡んでいるので気をつけなければな
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らない（アレルギー体質の人はツタウルシに触れ

るとかぶれる）。林床の植／主はミヤコザサが優占

し、また、ツシマママコナ、チゴユリ、ヒカゲノ

カズラなども生えている。春には山頂部一帯に数

種のスミレやフデリンドウが可愛いらしい花を咲

かせる。

7）シャクヤク沢

山頂から引き返し、9号鉄塔から8号鉄塔へ下

る。その間の植物相は先に記したものと大差がな

い。8号鉄塔（標高980m）の周囲の植生は9号

とはぼ同様であり、数種のキイチゴ属の他、クサ

ギ、ソヨゴ、カナクギノキ、ヤマツツジ、ネジキ

などが目立っ。

8号鉄塔からは沢沿いに下る。この谷は珍しい

ヤマシャクヤクの群落があるのでシャクヤク谷、

またその沢はシャクヤク沢と名付けられた（ヤマ

シャクヤクについては43ページを参照）。渓流に

沿って、フサザクラやトチノキなどとともに渓畔

林を構成するサワグルミの大木が生えている。イ

イギリ、クマノミズキ、アワブキ、ヤハズアジサ

イなどもこの谷に多い。珍しい寄生植物のキヨス

ミウツボ（45ページを参照）もこの沢で発見され

た。この沢沿いに限らないが、腐生植物のギンリョ

ウソウやアキノギンリョウソウも腐植の多い林床

に点々と生えている。

沢沿いの林床にはヤマジオウ、ヤマルリソウ、

ハエドクソウなどとともに、サワルリソウという

近畿地方ではかなり珍しいムラサキ科の草本も生

えている。この沢にはミカエリソウの群落が発達

し、それに交じってギンバイソウも点々と生えて

いる。ギンバイソウは通常、葉の先端部が矢筈形

に二つに割れているので花がなくても容易に同定

ができるが、実習林内の個体群では葉の先端がほ

とんど割れておらず、ミカエリソウの葉によく似

ており、花のない季節には両種の区別が紛らわし

い（前者では、葉の表面に粗い毛が生えているの

で葉だけでも区別できる）。この沢沿いの斜面に

も規模は小さいがスズタケの群落が局地的に発達

している。

8）トチノキ回廊

シャクヤク谷を下れば、標高830m付近で、山

腹をほぼ同じ高さでトラバースする道に出会う。



この道はトチノキの巨木に因んで、トチノキ回廊

と呼ばれている。その回廊を左（西）に進めば、

やがて、7号鉄塔へ通じる道が分かれている。まっ

すぐ進む方の道はやがて曖昧になり、崩れ谷の上

部に達して途絶える。険しくて、崖崩れのある危

険な場所であるので、その先を進んではならない。

7号鉄塔の周囲の植生は先に述べた8号鉄塔と

ほぼ同じであるが、カナクギノキ、クサギ、リョ

ウブなどの涯木やニガイチゴ、ナガバノモミジイ

チゴ、カラスザンショウ、タラノキなどのトゲを

もった低木が特に多く、タケ二グサ、シロツメク

サ、チドメグサなどの草本も生えている。また、

赤谷川沿いの河川敷に多いフジウツギがこの地点

までLってきている。トチノキ回廊から7号鉄塔

の道筋にはキハダの大木が点在している。キハダ

の樹皮は胃腸薬の陀羅尼助（だらにすけ）の原料

である。

7号鉄塔から山憤への新しい道が1991年の春に

できた。しかし、この道はまだ完成しておらず、

標高約1050mで終わっている（途中、二つの小さ

な沢を渡る）。道の終点の少し手前の林の中にト

チノキの巨樹がある。樹幹の胸高直径が1．6mの、

樹勢のよい、堂々たる買線の大木であり、実習林

内で2番Hに大きいトチノキである。道の終点か

ら山頂へ行くには、まず急斜面を登ることになる。

この斜面は雨の後などはよく滑るので注意が必要

である。すでに、多くの人がこのコースを登って

おり、ルート沿いの樹木にビニールテープを巻い
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ているのでそれを目印に登る。やがて、主稜の尾

根に出る。このあたりは、ミズナラが粗林をなし、

林床には背丈の低いミヤコザサが茂っている。こ

の明るい尾根筋にはアカマツの大木が生えて、風

景にアクセントを与えている。尾根沿いになおも

登ると、山頂に達する。このように、7号鉄塔か

らのルートは途中から道がなくなるので、はじめ

ての人は登らない方がよい。

シャクヤク谷との出合いからトチノキ回廊を東

に進むとすぐに小さな沢に着く。これはシャクヤ

ク沢の下流であり、フサザクラとガクウツギが多

く、周辺にはカラスザンショウ、キブシ、アワブ

手、オオウラジロノ手、エゴノ手、コバノガマズ

ミなどが生えている。ツルウメモドキもこのあた

りの沢沿いに多い。有毒植物のハシリドコロもこ

の沢沿いに生えている。

沢を渡って進むと、やがて道の左手に2本のト

チノキの大木が現れる（44ページを参照）。道の

下の急斜面に他の樹木を圧倒して筆立する巨人な

老樹である。特に、雨の日、霧の中に浮かぶ姿は、

鬱然とした存在感があり、森の王者といった質感

を具えている。ド側のトチノキは特に大きく、胸

高直径が2mを越え、それにツルアジサイ、ツル

マサキ、サルナシの太い蔓が絡んでいる。高い枝

にはナカミシシランやシノブが着生している。年

によっては、晩秋にたくさんの果実が林床に落ち

ているが、種自ま見つからない。動物たちが食べ

てしまうのであろう。トチノキの周辺にはチドリ

ノキ、オオモミジ、りリノキ、ガクウツギ、コガ

クウツギ、クロモジなどが生え、その林床にはミ

カエリソウ、ヤマシャクヤク、ミヤマクマワラビ

の群落が発達している。寄生植物の稀種キヨスミ

ウツボを発見したのもこの林床である。

トチノキの場所を通り過ぎてまもなく、道路の

左手にツガの大木がある。胸高直径が1．2m、樹

高が約15mである。このツガにもサルナシが絡ん

でいる。冬には周辺の樹木が落葉するため、常緑

のこの針葉樹は目立ち、赤谷沿いの林道からもよ

く見える。ツガの周辺にはミズナラ、イヌブナ、

ヒメシャラ、アカシデ、リョウブ、アセビ、コパ

ウチワカエデなどが多い。

イイギリ（45ページを参照）はトチノキ回廊沿

いに大木が多く、雌木には晩秋から冬にかけてナ

ンテンのような赤い実がなる。すでに、他の場所
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で述べた、モミ、ミズメ、ヤマザクラ、ホオノキ、

ソヨゴ、シキミ、コアジサイ、ヤマアジサイ、ヤ

ブムラサキ、ミヤマシキミなども多い。ケケンポ

ナシ（45ページを参照）もこの道沿いに見られる。

ミズナラの樹冠（1990年5月5H撮影）

この回廊沿いには蔓性の植物も多い。トチノキ

の巨樹の項で述べたツルアジサイ、ツルマサキ、

サルナシの他にも、ミツバアケビ、ツルウメモド

キ、サンカクゾル、ケオクマヤナギなどが樹木に

絡んで生えている。サルナシは中国原産のシナサ

ルナシ（その実が果物のキウイである）と近縁の

種であり、秋にキウイを小さくした同じ味の果実

をっける。サンカクヅルはギョウジャノミズとも

いい、蔓を切ると水が流れ出るので、一昔、行者が

水が得られない山道で、この蔓を切ってのどをう

るおしたという。ツルウメモドヰは高い梢に絡ん

で、秋から冬にかけて、橙色の美しい実をつける。

ケオクマヤナギは稀であるが、茎が黒く、特に雨

に濡れると真っ黒に見えて、その異様な姿がよく

H立っ。

トチノキ回廊は標高800mで、元の尾根筋の道

に出合う。

9）赤谷林道

大塔寮の川向かいに、最近、大塔村がテニスコー

ト、ノヾンガロー等のリゾート施設を建設した。林

道は大塔寮の前から、赤谷川に架かる新しい橋を

渡り、大塔村の施設の間を通り抜け、赤谷川に沿っ

て進む。林道の入口付近は伐採跡に発達する植／仁

が見られる。アカメガシワ、ヌルデ、クサギ、ネ

ムノキなどの落莫性の陽樹が多く、その植生は奈

良市付近と同様である。伐採跡の植生の遷移が進

むつれてコナラやアラカシが出てくるのも奈良市

付近と同様であり、両種はこの林道沿いにも多い。
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赤谷林道をさらに進むにしたがって、ウバメガ

シ、ウラジロガシ、ダンコウバイ、ユズリハ、フ

サザクラなど、本来、この地に生えていた樹木が

現れてくる。谷に近いところでは、ズイナ、コク

サギ、キブシなどの潅木が繁っている。

モチツツジの花（赤谷林道にて）

（1990年5月6日撮影）

谷と反対側の崖にはモチツツジ、キハギ、、ウ

ツギ、マルハウツギ、コアカソなどが多い。この

林道沿いにオウギカズラが転々と分布しており、

春に紫色の花を咲かせる。これはかなり稀な種で

近畿地方からの記録は少ない。オトコエシ、ホタ

ルブクロ、イワニガナなどの草本も多い。

この林道では春にはタラノキとともに、フキ、

イタドリ、ゼンマイなどの山菜採りができる。秋

にはヤクシソウ、シロヤマギク、ミヤマハハコ、

ノコンギク、リュウノウギク、アキノキリンソウ、

ヨシノアザミなどのキク科の植物が花を咲かせて

賑やかである。ミヤマハハコと同属のカワラババ

コは大塔寮前の川原に非常に多かったが、河川工

事で河川敷が荒れて少なくなった。

谷川の水が流れ落ちる濡れた岩にはイワタバコ

が多く、夏に紫色の可憐な花を咲かせる。濡れた

岩に大きな群落をつくって生えているコケはジャ

ゴケとフタバネゼニゴケである。道の左側は谷川

へ落ちる急な斜面であり、上砂の落ち着かない部

分にはヒメヤシャブシやカラスザンショウが多い。

前種はハゲシバリともいい、裸地に生えて根を張

り、崩れる土砂を安定させる働きがある。

ワサビ谷の向かいあたりの林道から望む対岸は、

見渡すかぎり、すべて本学の実習林である。しか

し、山頂の清水峰やそれに続く稜線は奥に隠れて

おり、実習林の全貌は林道からは見えない。林道

から見渡す、実習林の景観は四季折々に変化し、



赤谷林道から望むスギ植林地

（1990年5月6［］撮影）

春のタムシバやヤマザクラ、秋のブナ、ミズナラ

の黄葉や各種のカエデの紅葉は見事である。

この林道は赤谷川沿いの国有林の伐採・搬出用

につくられたもので、奥へ奥へと伸び続けて、現

在は伯母子岳の麓に到っている。したがって、こ

大塔寮の向かいの岩壁

（1990年5月6H撮影）

の林道の仝ルートを徒歩で行くのは難しく、散策

には、実習林の境界あたりまで行き、そこから引

き返すのが適、11であろう。崩れ谷の先の尾根が実

習林と隣の国有林との境界であり、国有林側には

スギが植林されている。
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奥吉野実習林登山路の動物案内

実習林は、奈良県南東部の山岳地帯である伯母

子山系の北東に位置する。東部の大台ケ原・大峰

山系に比べて、動物については未知の部分が多い

ところである。

もちろん、実習林の動物相の研究はまだ始まっ

たところである。以下のように恵まれた環境にあっ

て、動物の専門的な研究の場として大いに活用し

たいところである。

実習林は全体的に急斜面で険しいが、登山路は

最近整備され、利用しやすくなっている。

麓の宿舎のところから、三角点のある清水峰

1，186mまで高度差が約800mにもなる。宿舎周辺

（標高400m）のクヌギ・コナラ林にはじまり、ス

ギ・ヒノキの植林地（標高400～600m）、落莫広

葉樹林地（600～800m）、そしてブナ林（800m以

上）と宿舎裏から始まる尾根遺沿いにおいても植

生が変化していく。

また、1，000m近くに源流をもっシャクヤク沢

は800m辺りまで年中、流れが絶えない。その後、

崖になっており、滝（隠れ滝）となって落ち（崖

の手前で伏流することもある）、ワサビ谷に続く。

この水系の水質は松並博（1990年9月1日17時

の測定値）によれば、水温16．0℃、pH6．81、溶存

酸素量6．8mg／l、塩素イオン濃度4．OClPmg／l

であった。中性で貧栄養の清らかな水であり、飲

料用にもなる。そして、この谷の流れはやがて赤

谷川に注ぐ。

赤谷川は宿舎付近では伏流することも多いが、

上流方向へ500mほど行けば伏流することもない。

赤谷川の水質は松並（1990年9月2日10時の測定

値：標高550m）によれば、水温17．9℃、PH7．40、

溶存酸素量9．8mg／l、塩素イオン濃度4．OCl mg

／lであった。ややアルカリ性だが溶存酸素良も

多く、貧栄養である。

このように、動物相がかなり期待できる環境で

ある。すなわち、低山帯から亜高山帯の森林榛の

動物、シャクヤク沢をはじめとする赤谷川水系の
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井　上　龍　一

渓流にすむ動物とに出会うことが可能である。

ここでは、尾根遺・トチノキ回廊・シャクヤク

谷から頂上への登山路でよく見られる動物につい

て案内したい。合わせて赤谷川沿い・赤谷林道で

見られる動物についても触れた。なお、＊印のつ

いている動物については「注目すべき動物」を参

照してほしい。

1）宿舎下のクヌギ・コナラ林

宿舎周辺にはクヌギ・コナラ林がある。夏季

（6月～8月）に樹液が出ている樹木にクワガタ

ムシ類やカブトムシ、カナブンなど、樹液を食べ

る昆虫が集まる。クヌギとコナラとでは、クヌギ

のはうがよく樹液が出るようである。樹幹が随分

傷ついた樹木が多い。この傷は昆虫が樹液を食べ

るときにつけるばかりでなく、クワガタムシ類と

カブトムシを取りに来る地元の人が樹液を出させ

るためになたなどで傷つけたものらしい。10年前

には、樹幹を蹴るとポクボタ落ちるぐらい集まっ

ていたが、近年は樹液の出る量も減り、その個体

数は激減している。

クワガタムシ類では、ミヤマクワガタ・コクワ

ガタが多い。ノコギリクワガタ・アカアシクワガ

タ（写真）・スジクワガタなども見られる。ミヤ

マクワガタはこの「tJではもっとも大型で、体長50

mm（大あごを除く）にも達する。また、スジクワ



ガタがもっとも小型で20mm前後（大あごを除く）

である。

クワガタ類はその年に羽化するか、前年の秋に

羽化したものがそのまま朽木の中で越冬して、そ

の年に出現する。次の年を待たずに産卵後に死ぬ

ものと、コクワガタ・スジクワガタのように成虫

で数年間生きることができる種もいる。成虫の出

現時期は、前者では早くとも6月中旬くらいから

で、後者では5月下旬に見られることもある。

カブトムシはクワガタムシ類より出現時期は遅

く、7月中旬から8月にかけてである。一口の飛

来数はときに30頭を越えることもある（写真）。

カナブン類は、カナブン・アオカナブンなどが

見られる。カナブンは体を守っている硬い鞘麹を

開けずに持ち上げて下麹を出して飛ぶ点で飛翔す

る点においてはカブトムシなどよりうんとすぐれ

ている。よく、前胸と胸腹部の問に糸をくくりつ

けて飛ばせる遊びをしたものである。

写真2クヌギの樹液をなめるカブトムシ

樹液に集まるものはクワガタムシ類・カブトム

シだけではない。大型のものでは、ヘビトンボ類

やシタバ・スズメガなどのガ類、甲虫のマイマイ

カブリなども見られる。時折、毒針をもっオオス

ズメバチや毒牙をもっムカデ類も見られる。また、

足元にはマムシもいることがあるので、合わせて

注意したい。

2）尾根沿いのアカマツ林

スギーヒノキの植林地の急傾斜がおさまる頃

（550mm以上のところ）の尾根沿いにアカマツが

帯状に分布する。この辺りには、ニホンリスの食

痕が多く見られる。アカマツの球栗の種鱗を噛り

とったもので、おおよそ円垂状になっている（写
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貞）。（他に、400～500mの間のアカマツの樹下に

も球巣の食痕を見っけることができるが、わずか

である。）モミの球架の食痕もたまに見つかるこ

ともある（写真）。

ここでニホンリス「1身の姿を見るのは極めて難

しいが、じっくりと待てばその姿に出会うことが

できるかも知れない。最近、実際に見ることがで

きた報告も聞くようになった。

8月中旬には、「チッチッチッチッ・・・」と

単調な鳴き声が声が植林地からこの辺りにかけて

響いてくるが、これはチッチゼミである。日本最

小のセミで、このセミが鳴いてセミのシーズンは

終了する。奈良盆地では9～10月に鳴いているが、

実習林では少し早い。

ニホンリスの食痕（アカマツの球果）

3）イヌブナなどの落葉広葉樹林

標高600m前後から落葉広葉樹林が始まり、森

林下は明るくなってくる。比較的樹木高が低いと

ころは特に周りの見通しも良い。

ニホンリスの食痕（モミの球果）

このようなところでは、5月頃に盛んに飛翔す

るセンチコガネ類をを容易に見つけることができ



る。木もれ日に照らされた体が美しい輝きを呈す

る。飛翔する高さは低く、腰から卜ぐらいの高さ

である。もちろん、この時期にはここだけでなく

実習林の広い範囲に飛翔する姿が見られる。

体色が金褐色のセンチコガネ、金縁～金紫色の

オオセンチコガネの2種が確認されている。どち

らも金属光沢をもっている。

センチコガネ類の雌雄は、後腿節後縁に1本の

頼状の突起があるかないかで見分けられる。頼状

の突起があるほうが♂である。

オオセンチコガネは色彩変異が大きく、多くの

地方型があると考えられ、亜種・変種として命名

されたことがある。特に奈良県・三重県・和歌山

県の一部に分布するといわれている青紫～縁紫色

の金属光沢をもっものをルリセンチコガネ、京都

中南部（音羽山塊）に分布する金緑色のものをミ

ドリセンチコガネとして区別されることもある。

実習林内のオオセンチコガネの体色は金赤・金

縁・金紫と幅広い色彩変異が見られるが特に金紫

色が多いようである。

センチコガネ類は食糞群のコがネムシで、よく

哺乳類などの動物の死骸や糞に集まる。

実習林内では9月にトチノキ回廊のでホンドギ

ツネの糞に群がる集団を見ることもできた。糞は

ごく短時間に分解されていった。糞が地表に直接

ある場合、その直下に坑道を掘る性質がある。坑

道に水を入れると這い出してくると聞く。集まっ

てきたセンチコガネ類の腹側を見ると動物から移っ

たものらしいダニ類が脚の付け根などに群がって

いるものが多い。

また、9月頃にはカジカガェルの1cmはどの幼

蛙が林床の枯れ枝などに多く見られる。赤谷川で

育ったものが変態して、くらしの場である森林へ

上がっていく姿である。

カジカガェルは森林稜のカエルで、産卵期に渓

流に集まる。6月下旬から7月下旬が産卵期で、

産卵のために赤谷川に下りる。

分類上ではアオガェル科であるが、カジカガェ

ルは体色が灰褐色で、同科のモリアオガェルやシュ

レーゲルアオガェルのように「アオ色」（黄緑～

青緑色）でなく、一見すると「アオガェル」らし

くない。特に幼蛙は暗褐色～褐色でアカガェル種

群のカエルと間違いやすい。アカガェル科との大

きな違いは樹上生活のために指先が吸盤状になっ
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ている点である。アカガェルのような肢では高い

ところに登ることはできない。

4）トチノキ回廊

標高800mに分岐点があり、ここで尾根沿いに

登るコースと等高線沿いに行くトチノキ回廊に分

かれる。

トチノキ回廊は落莫広葉樹の豊かな森林が続く

中を進み、30分ほどでシャクヤク沢に達する。ブ

ナ林との境界にあたり、亜高山帯に棲む動物が期

待できるコースである。

5月頃の雨の日には、たくさんのナガレヒキガ

エルがこの付近で排御していた。ヒキガェルの仲

間はいわゆるカェル跳びは得意でなく、山の斜面

の枝などの障害を乗り越えるような場面では、足

を交互に動かす歩行をする。ふつうのヒキガェル

と違って色鮮やかで、鼓膜は半［」j状で不明瞭であ

る。

分岐点から20分ほどのところのトチノキの大木

付近（標高820m）では、11月中旬の午後8時頃、

ムササどの成獣を見ることができた。風の強い日

で気温は0℃をさしていたが、ムササビは行動的

で落葉した広葉樹の樹枝を行き来していた（11ペー

ジの1）。実習林内には樹渦のあるような大木が

いくつかある。それらをねぐらに相当数のムササ

ビが生息するものと思われる。

さらにここから約10分でシャクヤク沢に達する。

この谷に巻き込む辺りで11月中旬に留歯目のホヒ

メネズミ1豆白、食虫目のキヒミズ2頑を捕獲した。

付近は岩場でありながらも、落莫層が比較的、発

達したところである。ヒミズについては宿舎付近

でも見っけらている（前田）。

このほかに留歯目ではⅠスミスネズミが赤谷川

沿いで（前田）、食虫目ではポジネズミが宿舎付近

で見つけられている（前田）。

トチノキ回廊沿いは、全般的に林床の視界も良

く、野鳥の観察にも適したところでもある。夏季

には姿こそ見えないが、オオルリ・キビタキなど

の夏鳥の美しいさえずりが聞こえてくることもあ

る。落莫後の11月ごろには留鳥のシジュウカラ・

コガラ・ヒガラ・ヤマガラ・エナガなどの群れに

出会うことも多い。また、この辺りでは比較的標

高の高いところで見られる　＊ゴジュウカラが樹

幹を行き来する姿にも出会うことができる。



また、この標高まで上がると、7～8月ごろに

「ギィ一一一一」とエゾゼミの鳴き声が聞こえて

くる。鳴いている樹木がわかれば、樹幹を蹴ると

よい。他のセミと違って、まっすぐに落ちてくる

らしい。

5）シャクヤク沢

800mの分岐点から30分で、シャクヤク沢に達

する。この沢は、年中流れが絶えることがない沢

である。急傾斜で岩が露出し、階段状に流れて小

滝の集まりのようである。所々に滝つぼ状の溜り

場がある。

この辺りは涼しく、夏でも凌ぎ易い。飲料水も

補給できる水場としては最も高いところである。

ただ、この沢には、毒草のヤマトリカブト、ハシ

リドコロがたくさん生えているのが気掛かりであ

る。

ここでは6月に、　＊オオダイガバラサンショ

ウウオの成体を発見した。

9月にもサンショウウオ類の幼生を溜りごとに

見ることができる。9月頃の幼生はすでに前後肢

が出そろっているが、エラが露出している（外鯉）

ところで成体とは容易に区別できる。幼生はオオ

ダイガバラサンショウウオか、プチサンショウウ

オのものと思われる。両種ともに渓流に棲むサン

ショウウオ類であり、幼！1二は止水型の特徴である

バランサーを持たない。

上流に棲むサンショウウオにはオオダイガバラ

サンショウウオ、ハコネサンショウウオとプチサ

ンショウウオがいるが、幼生は互いによく似てい

て区別が難しい。オオダイガバラサンショウウオ

の幼生の尾びれは背面で胴の真ん中かそれより前

から始まり、尾びれの幅が広いが、ハコネサンショ
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ウウオはでは尾びれは背面で後肢の上郡から始ま

る。

また、この沢では6月～9月、水際の岩のLに

ナガレヒキガェルの姿も見ることができる。鮮や

かな体色をしており、灰青色が出ることもある。

これはふつうのヒキガェルに見られない体色であ

る。鼓膜は不明瞭で半丸のものが多い（写真）。

このほか、水中にはサワガこ、ヨコエビ類、

＊ムカシトンボの幼生やカワゲラ・カゲロウ・ト

ビケラ類などの水棲昆虫も見られる。

9ノjにトチノキ回廊との合流点の溜りなどで針

金が練れたような格好で、ザラバリガネムシ類

（袋形動物fl【巨線形類）の成体がコロニーをっくっ

ているのも見られた（写貢）。ザラバリガネムシ

類はカマキリの体内で成長し、成体になれば、水

L函こ出て産卵する寄生虫である。

ザラハリガネムシ頬のコロニー

また、大型動物にとっても格好の水飲み場になっ

ているらしく、イノシシの足跡も多く見られる

（写真）。合流点から少し登った沢の右岸の赤土の

ところはぬた場みたいになっている。

雪上に残るイノシシの足跡



7月の沢沿いはミソサザイのさえずりで賑やか

である。「チョツイツイツイツーペチルル」と聞

こえるという。

この賑やかさも夏までで、冬（11月頃）には落

葉した広葉樹林の林床（標高800m付近）や下部

の植林地の開けた明るいところ（標高500m）に

移動していく。「ツェッツェッ」とウグイスに似

た地鳴きが森林に響くようになる。

6）ブナ林

シャクヤク谷沿いのブナ林には　＊ルリクワガ

タ属の2樺が見られる（11ページの5）。

ブナの朽木を丁寧に見ていく。産卵痕が見つか

れば、その中に幼虫や成虫（11月～）を確実に見

つけることができる。

ルリクワガタ属は棲み分けており、倒れた朽木

にはコルリクワガタが、立ち枯れの朽木にはルリ

クワガタが見られる。

朽木の中から　＊プチサンショウウオが見つか

ることもある。谷に面した斜面にある、よく朽ち

て手でほぐせるぐらい柔らかな朽木がよい。11月

には渓流から20mはど隔てたところのブナの朽木

の巾から見つかった（11ページの2）。

さらに登ると、標高970mの鉄塔から憤Lにか

けては比較的緩斜面である。見晴らしもよく、ニ

ホンジカの姿を目にすることもできるようになる。

ニホンジカは実習林内に広く分布し、赤谷匝l廊沼

いの標高500m付近ではその糞が多く見られ、シャ

クヤク沢（標高900m）では♂シカの頭骨の上、Il

部も見つかっている。

ニホンカモシカにも出会う可能性がある。崩れ

谷からニホンカモシカの死体が見つけられたこと

もあり、注意してみたいところである。

また、1，100mの鉄塔付近のススキ群落には　＊

ホオジロが見られる。鉄塔を作ったためにできた

草地がホオジロの格好のすみかになったものと思

われる。

7）赤谷林道沿い

赤谷川沿いの林道または川沿いも手軽な観察場

所になる。

夜間に散策すると運が良ければ、林道に出てき

たノウサギ・ホンドタヌキ・ホンドギツネなどを

見ることができる。特にタヌキ・キツネは実習林
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宿舎界隈まで排桐しているらしく、宿舎の生ゴミ

をあさっているタヌキやキツネに出会うケースも

ある。

また、林道から実習林へ灯りを向けて灯火採集

をしたときに、灯火に集まるガ柱にコウモリ類が

飛来することもあった。コウモリ類は超音波（40

kHzぐらい）を使って空間を認識して捕食飛翔

するが、時に超音波でない鳴き声「チャンチュン」

が時々聞こえる。川筋を飛ぶものがいるようであ

る。コウモリは「川守り」がなまったものだとい

うが、この習性からだろう。

6～7月には、カジカガェルが産卵のために赤

谷川に集まってくるのが見られる。宿舎付近は伏

流していることが多いが、500mほど上流へ行け

ば流れに出会えるだろう。産卵場には産卵に来る

メスを待って盛んに鳴く姿が見られる。「フィー

フィーフィーフィークックッ」と爽やかな鳴き声

が一日中聞こえてくる。メスは鳴かないが、夜間

にオスの鳴き声に誘われて出てきた個体をオスの

そばに見つけることができるもある。メスはオス

よりはるかに大きく、体長は7cmに達する（図）。

堰掟のトによく集まっている。

河原には、石とそっくりの灰色で、飛ぶと水色

の超が美しいカワラバッタが多く見られる。5月

ごろには幼虫が多く、7月ぐらいから成虫が飛び

始める。都市近郊の大きな河川の河原から姿を消

しつつあるバッタだけにここから下流への分布状

況を調べるとおもしろい。

また、宿舎付近の開けた谷では5月にはジュウ

イチ、ヤブサメの鳴き声が、7月の夜にはヨタカ

の鳴き声が響きわたる。



奥吉野実習林の注目すべき植物

セッコク　Dendrobium moniliforme（ラン

科）

セッコクは中部地方以南に分布し、岩上や老木

に着生するが、演習林内では中腹のミズナラなど

の老木に稀に着生している。一般に出回っている、

大型の華麗な花を咲かせる熱帯原産の園芸植物、

デンドロビュウムと［司じ属である。

セッコクは通常のデンドロビュウムに比して植

物体が小さく、茎は通常20cm内外、多数の茎が叢

生し、5～6月にI′l色の美しい花を咲かせる。そ

の可愛らしく、清楚な姿が好まれて、Iしくから栽

培が行われている。すなわち、セッコクは長／主蘭

という名で江ノ川寺代以来、長い栽培の歴史をもっ

音相身芸柄物の－一つであり、さまざまな撞I芸品種

が／しまれている。野生種も珍重され、最近は各地

で乱獲され少なくなり、絶滅危惧植物の一つであ

る。

実習林でもごく稀であり、大木の幹の高いとこ

ろに生えているので発見は難しく、また簡単には

採れないので、採ろうと思わないでいただきたい。

セッコクの名は漢名の右酌に由来する。

ウバメガシ　Quercus phillyraeoides（ブナ

科）

ウバメガシは関東以西に分布する海岸生の常緑

樹で、特に瀬戸内海地域や紀伊半島に多い。小さ

な艶のある柴を密／主する樹形が好ましく、また、

l」照りに強く、刈り込みに対して強い萌芽力を示

すので、各地で庭木や／IJ亘として植栽され、奈良

市内でもごく普通に見られる。

ウバメガシは本学の構内にもたくさん生えてお

り、けっして珍しい植物ではないが、実習林内で

野生していることが興味深い。本来は海岸に甘生

するこの種がI・津川沿いに奥地まで入りこんでお

り、実習林内ではごく普通に見られるからである。

特に赤谷沿いに多いが、山麓から標高700m付近

まで白生しており、かなりの大木もある。

ウバメガシの材は非常に重くて堅く、備長炭
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北　川　尚　史

（ぴんちょうたん）の原木である。備長炭は、互

いに打ちつけると金属のような音をたてる高級な

炭であり、火力が強く、鰻の蒲焼用などに珍重さ

れる。

ヤマシャクヤク　Paeoniajaponica（ボタン

科）

ボタン（牡fl）やシャクヤク（萄薬）と同属の

美しい多勺ソ1二草本。ボタンとシャクヤクは占い時

代に中ItミIから渡来した園芸植物であり、日本には

野生しない。しかし、ヤマシャクヤクは」ヒ海道か

らノL州までの山中に広く分れするが比較的稀であ

る。

実習林には標高700m以上の谷沿いの木陰にや

や普通に産する。美しいこの植物にl人lんで名付け

た「シャクヤク谷」にはかなり大きな群落をなし

て／主えている。花はシャクヤクに比して小さく清

楚であり、直径が4～5cmで、花弁はl′】色、5JJ

に咲く。果実は植物体についたまま、アケビのよ

うに中央で裂け、瑠璃色を帯びた黒い種r・と赤い

肉質の部分が鮮やかなコントラストを示す。後者

は胚珠がそのまま発達して色づいて多肉となった

もの（不稔の種子う　であり、このような性質をも

つ植物は少ない。



ワサビ　Wasabiajaponica（アブラナ科）

北海道から九州まで広く分布し、深山の清流に

沿って生育する。多年生草本で茎は毎年新しい柴

を密に生じ、次第に太くなる。葉は秋に枯れるが

柴痕が残り、茎の表面はごっごっしている。春に

花茎が高く伸び、多数の小さく白い花をつける。

花が終わった後、花茎が倒れて伸長し、地面を長

く細旬し、種子が広くばらまかれる仕組みになっ

ている。

香辛料として店で売っている生ワサビは茎が太

くなる特別の品種を水の冷たい谷川のワサビHで

栽培したものである。野生のワサビはかなり稀で

あり、また、茎が細くて貧弱で食用としては栽培

樺に劣る。

実習林では、「ワサビ谷」の突き当たりに位置

する、標高700mの「隠れ滝」の両側の絶壁に群

落をなして生えている。その場所は水に濡れて滑

りやすく、近づくことも危険であり、近づいたと

しても高さ10mを越える垂直の壁面に生えている

赤谷の川原に生えたワサビ

（1990年5月6日撮影）

ワサビはとうてい採ることができないので注意さ

れたい（採れるものはすでに採られている）。こ

の群落から種子が供給され、水に流されるのであ

ろう、その滝の下の沢ぞいや、赤谷川との合流点

付近にもワサビが見つかることがある。

トチノキ　Aesculusturbinata（トチノキ科）

トチノキは全国に広く分布し、奈良県でも山間

部の渓流沿いなどに多く、けっして珍しい植物で

はない。本学の実習林内にもかなり多く生えてい

るが、標高800mの地点の急斜面に生えている1

本のトチノキはその巨大さで特筆すべきものであ

る。1988年8月16日に私が測定したデータによれ
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ば、樹幹は西」との方向に約400傾き（約350傾い

た、その地点の地面に対してはぼ垂直に生えてい

る）、樹幹の太さは高さ1．3mのところで、周囲6．

77m、高さは約25m（目測）、枝張りは西北から

東南の方向に約20mである（樹幹の先端部は枯れ

て失われているが太い枝が広く張っている）。す

でに勢いが衰えた老樹であり、樹幹の基部に大き

な空洞がある（入口は人間がようやく入れる程度

であるが小は広い）。

この樹にはツルアジサイ、ツルマサキおよびサ

ルナシの蔓が絡んでいるが、その蔓がまた巨人で

ある。樹幹や枝には種々の着生植物も生えている。

トチノ手は元来、巨木になる性質をもっている。

そして、谷筋に発達する温帯林の構成種であり冷

涼の地を好む。したがって日本の中北部では成長

がよく、上記の大きさを越えるものが少なくない。

しかし、西日本では、巨樹は少なく、実習林のも

のは、少なくとも奈良県のトチノキの中で最大木

である。しかも群を抜いて大きく、樹勢が衰えて

いなければ、当然、県の天然記念物に指定されて

よいものである。なお、この巨樹の生えている地

点から約10m離れた場所にトチノキの第2の大木

がある。その樹幹は西北に約200傾き、その周囲



4．08m、高さは25mである。

ヨーロッパの街路樹としてよく利用され、特に

フランスで有名なマロニエはトチノキにごく近縁

な種である（前者は果実に刺が生えている点で後

者と異なる）。

ケケンポナシ　Hovenia tomentella（クロウ

メモドキ科）

ケンポナシは大きな丸い菓をもっ落莫高木であ

り、日本に広く分布する。果実は小さく、あまり

目立たないが、その柄（花序の軸）がふくれて肉

質になるという面白い性質がある。その肉質の部

分は甘くて美味しく、田舎ではかって子供たちが

菓子がわりに食べていた。中国の植物に詳しい私

の知人によれば、雲両省の市場では、日本と同種

と思われるケンポナシを晩秋に食用として売って

いるそうである。

果実は晩秋に柄とともに落ちるが、落ちてしば

らくの間はすこし渋味がある。冬になって霜や雪

に会うと渋味がとれ、甘くなると、大塔村で山仕

事をしている人から教えてもらった。その果実は

柄とともに哺乳類によって食べられ、その糞に混

じって、種子が散布するものと思われる。

実習林に自生するものは、ケンポナシそのもの

ではなく、柴がやや厚く、果実に毛が生えたケケ

ンポナシである。ケケンポナシはケンポナシの変

種または別種と見なされるが、別種の場合は上記

の学名が用いられる。実習林では山麓から中腹の

林内に稀に生えているが、大塔寮の北側、赤谷川

の向こうの岩壁の下にも数本がかたまって生えて

いる。

ケケンボナシの果枝（果実の柄が肥大する）
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イイギリIdesiapolycarpa（イイギリ科）

西日本の山地に稀に自生する落葉高木である。

ナンテンのように房状につけた多数の赤い果実が

垂れトがるので、ナンテンギリ（南天桐）の別名

があり、庭木として用いられる。実習林内では標

高700～900mの山腹に多く、かなりの大木もある

（H通りが1．5mに達するものもある）。

イイギリの果枝

樹形が特徴的で、幹は真っ直ぐに伸び、枝が輪

状に出る傾向がある。また樹皮にも特徴があり、

灰褐色で平滑、皮口がよく目立っ。したがって、

柴や花を見なくても樹形と樹皮によって同定が可

能である。

雌雄異株で5月に花が咲くが、高い梢に咲くの

で目立たない。しかし、その季節に山を歩くと受

粉を終えた雄花がたくさん林床に落ちている。晩

秋から冬にかけて、葉を落とした梢にぶら下がる

赤い果実がたいへん美しいが、赤熟するとすぐに

野鳥に食べられてしまう。

キヨスミウツボ　Phacellanthus tubiflorus

（ハマウツボ科）

キヨスミウツボは小さな全寄生植物である。植

物体は葉緑素を欠き、白色で（古くなると少し黄

色くなる）、小さく（高さが5～10cm）、群がって

生え、一見、キノコのように見える。

北海道から九州まで点々と分布しているが、こ

く稀である。奈良県では昭和10年に春日山で発見

されたという記録が残っているが、その後、長ら

く再び記録されたことのなかった稀種である。と

ころが、1987年6月12日に、本学の当時の学生、

大久保雅弘君によって、春日山（月日亭の奥の林



内）で再発見された。

私は、1989年6月29日に、思いがけず、本学演

習林でこの珍種を発見した。標高800mの林内

（先に述べたトチノキの巨樹の近くの林床）と

「シャクヤク谷」の標高930mの地点の林床の2か

所で、この寄生植物が群生していた。梅雨どきの

ごく短期間に出現するので発見が難しいが、その

時期に丹念に調べれば、奈良県の他の地域でも見

つかるであろう。キヨスミウツボは清澄靭の意l味

であり、千葉県の清澄両で初めて発見されたウツ

ボの意味である。ウツボは花穂の形が矢を入れる

靭に似ているため。

ヤマウツポ　Lathraeajaponica（ゴマノバグ

サ不斗）

前種と同様に全寄生植物であり、関東以西の山

地にごく稀に生育している。記録によるかぎり、

奈良県内での産地は室生山だけであった。植物体

は白色、花茎は直立し、高さ15～20cm、基部に鱗

月1犬の柴を密生するが、上部は全体が花序（花の

集まり）である。演習林内では、1990年5月5日

に、標高1100mの稜線沿いに発達したミズナラ林

に生えているアカシデの根元で3個体が発見され

た。
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ぜひ観察したい奥吉野実習林のセキツイ動物

オオダイガバラサンショウウオ（サンショウウ

オ科）Pachypalaminusboulengeri

最上流に棲むサンショウウオで、標高200m～

1，750mの問で分布が確認されている。ふつう400

m以上の高地に多く、原／上林や天然林や渓流に棲

んでいる。

実習林内では、6ノ川1旬にトチノキl口樋伍と合流

するシャクヤク沢の溜り見つけられた（標高830

m）。溜りの底の石の下または、へりに寄り添う

ようにしていたのが、右をのけられたために泳ぎ

出してきたのである。

サンショウウオは夜行性なので、昼間は溜りの

縁に引っ掛かって流れずにいる落ち葉や枝などの

41や石の下に潜んでいる。

泳ぎ出た姿は、まさしく魚類から進化したこと

を思わせるが、これは両／上類有尾口にふつうに見

られる特徴である。四肢を体側に寄せて、尾と全

身を左右に鞭状に振って泳ぐ。

見つけられた個体の体長は7．5cmであったが体

色は青みがかった黒色で斑紋はなく腹側はやや淡

い色合いである（写真）。

この種としては小ぶりだが、サンショウウオ科

では最大級でふつう全長は20cmに達する。

この種は1912年にThompsonによって、奈良

県大台ケ原山産の標本に泉づいて記載されたもの

である。

同じ沢にいるプチサンショウウオに代表される

Hynobius属の流水性サンショウウオと生態的に
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（両生・哺乳類）井　上　龍　一

（鳥類）　　　　幸　田　保　雄

似た点が多いが、頭骨の構造（涙骨は鵬著で露出

している）や肺の発生過程が違うために別属とさ

れるようになった。

紀伊半島、四囲両地、大分県机母両に帯状分布

する。中央構造線に沿った分布域を示すので、地

史や地質構造との関連性も考えられており、分布

日封1すべき種である。

二重県・奈良県では本種を県指定の天然記念物

である。

プチサンショウウオ（サンショウウオ科）

Hynobiusnaevius

西日本に分布する代表的な流水性サンショウウ

オで、止水性のカスミサンショウウオとならび、

よく知られている種である。

しかし、奈良県でも三重県側の分布がわずかに

報告されているだけである。

標高10～700mにおよぶ広い範囲に分布しふつ

う300m以上で見られる。

実習林では成体がシャクヤク沢右岸の渓流から

20mほど隔てたブナの朽木の中から（11月中旬：

11ページの2）1頑、また、赤谷回廊と交差する

水の無い谷に横たわる朽木の中からも1頑、見っ

けられた（10月下旬）。

繁殖期以外は、偶然にこのような朽木の中や倒

木のト、岩の下に潜んでいる成体に出会うことが

あるが非常に発見しにくい。

この場合、コケ類の生えた比較的湿っていると

ころがポイントである。850m付近のシャクヤク

沢は申し分のない環境である。仝同的にも成体の

発見は朽木内が多いようである。

典型的な個体は背面の基色が紫がかった黒褐色

で、銀灰色の地衣類状につながる斑紋があるのが

分類上の特徴になっている。

本種は1838年にSchlegelによって記載された

ころから知られるようになった種で、分布域が広

く、形態には変異が見られる。しかも比較的よく

似ているヒダサンショウウオ・オキサンショウウ



オ・ベッコウサンショウウオとの分類関係につい

ても研究者によって見解が異なっている。

産卵は2～5月で伏流水になった部分や植物な

どで覆われた暗いところで行われる。幼生は4～

5週間でふ化し、8～9月に変遷するものと、幼

生越冬するものとがいる。

幼生は水生昆虫を食べ、サワガ二に食べられる

こともある。成体は小昆虫食である。

タゴガエル（アカガェル科）Ranatagoi

R本産のカエルの中では、比較的新しく発見さ

れた（1928年）種である。分布域は広く、奈良県

でも春日山周辺から大和高原、吉野山地に広く分

布しており、分布の点では決して珍しいカエルで

はない。しかし、地域によって形態や生態ともに

違いが見られるために非常に興味深い。

産卵期は年に2回ある場合もある。卵の大きさ

が3～4mmもあって、日本のカエルの中では最も

大きいことや幼生の発生は極めて速く、幼生時に

は何も食べずに短期間で変態するところは注口す

べき点である。

実習林での初記録は、トチノキ回廊のシャクヤ

ク沢手前の谷合いで伏流水中からの鳴き声を聞い

たことである（11月中旬）。その鳴き声は非常に

弱く、沢の水音に妨げられそうであった。

その後、93年6月には実習林内全域で、普通に

幼蛙を見ることができた。そして、94年5月には、

シャクヤク沢からワサビ谷までの岩陰でメイティ

ングコールが聞かれ、岩の隙間から流れ出した卵

塊を多く見ることができた。また、実習林最下部

の赤谷川の河原の右の下から冬眠する成蛙も見つ

けられている（1月）。

本種はアカガェル科に属し、ニホンアカガェル・

ヤマアカがェルとともにアカガェル種群といわれ、

目の後ろに褐色の三角形の帯があり、体色もよく

似ている。

他種との大きな違いは上唇と下顎に黒褐色の斑

点が散らばり、腹側から見ると、下顎全体から胸

部にかけて窯っぼくつながった斑紋が見られる点

である。

低山から2000mまで幅広く分布し、小さな渓流

近くの森林に棲む。産卵は近畿では1～2月と5

～6月の2回と言われる。地中の伏流水中や伏流

する岩の透き間などにオスが陣どり、盛んにメス
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を呼ぶ（11ページの3）。穴の中で鳴くことが多

いため、鳴き声が穴に共鳴して響いて聞こえる。

鳴き声は「グァッバッハッハ、グァッバッハッバッ

ハ」と不気味な笑い声のようである。

1匹の♀に2匹以上の♂が抱接することもある

が、ふつうは1：1の抱接である。産卵は伏流水

中であるので、幼生の食べ物が確保できない。し

たがって、多くの卵黄を含む大粒の卵を100粒ほ

ど産む。この卵黄だけを栄養にして変態まで育っ

ため、変態直後の幼蛙は非常に小さい。

クマタカ（ワシタカ科）Spizaetusnipalensis

全長72～80cm。日本に棲むタカの仲間では最大

である。他のワシタカ類に比べると翼の幅が広い

のが特徴で、翼開良はトビとあまり変わらないが

トビよりもはるかに重量感がある（写真）。

イヌワシと共に食物連鎖の頂点に立っ種であり

それだけに開発の影響を受けやすい。現在、特殊

鳥類に指定され保護されてはいるが、生息地を含

めた保護が必要である。奈良県内ではイヌワシは

近年激減し、絶滅寸前の状態である。しかし、ク

マタカは吉野郡や宇陀郡を中心にまだ相当生息し

ている。1年中ほぼ同一地域で暮らしているが行

動圏は広い。

実習林では調査中に上空を飛ぶ姿が観察されて

いるが、付近に定住しているものかどうか詳細は

分かっていない。

県内の例では、真冬の1月頃から繁殖の準備と

してのディスプレイ飛行が頻繁になり、2月には

巣作りが始まる。巣は針真樹に作られることが多

く、私が観察した中ではアカマツが最も多く、モ

ミ、スギ等にも作られていた。3月中頃に産卵し



4月未にふ化。5月の連休頃には純「1の羽毛につ

つまれたヒナが見られる。しかし、個体により半

月はどの差がある。巣立ちは7月末で、幼鳥は巣

立ち後もしばらくは巣の近くで生活している。

クマタカの獲物は、ノウサギ等の哺乳類、ヘビ

類、ヤマドリ等の鳥類など。クマタカが生きてい

くためには、これらの動物が棲む豊かな自然が必

要である。

ホオジロ（ホオジロ科）Emberizacioides

はぼスズメ大。顔の白黒模様が目立っ褐色の小

鳥で（写貞）、全国でごく普通に繁殖している。

奈良県では平地から比較的標高の高い山地帯ま

で分布しており、潅木林、草原のへり、河原等に

生息する。比較的明るい場所を好むため、林縁な

どに特に多い。

原生林には生息しないが、林道がっけられると

その周辺に生息するようになる。また、伐採跡に

も侵入し繁殖する。このように人為的に開けた環

境がつくられるとホオジロの生息が認められるこ

とが多い。このことから環境指標にもなる烏であ

る。

実習林では、稜線にある鉄塔付近で生息が認め

られた。鉄塔建設のために開けた環境がつくられ

たからであろうか。それとも、隣の植林地に伐採

後侵入していたものが木の成長に伴い、この部分

にだけ取り残されたのであろうか。いずれにせよ

今後鉄塔周辺の木が成長するに従い、ホオジロの

生息にどう影響していくか興味深い。

ゴジュウカラ（ゴジュウカラ科）Sitta
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eurOpaea

体はすずめ人で尾が短い。豆目上から体の上Ii吊ま

尿青色で腹は白く、下腹部はうすいオレンジ色。

黒色の過眼線と、そのL方に沿った細い白線が特

徴である。

奈良県では台高山脈、大峰山脈、伯母子山地な

どのブナ・ミズナラなどの落葉広葉樹の林に多く、

巨木の立ち並ぶ明るい林を好むようである。冬季

には多少低山地に標行するが低地までは卜りてこ

ない。実習林でも上部のブナ・ミズナラ林に／l二息

しているが、繁殖の確証は得られていない。

ゴジュウカラは木の幹に縦にとまるだけでなく、

幹のまわりをくるくると回ったり、頭を下にして

逆さになって木の幹を下りたりする（図）。この

動作だけでもゴジュウカラだと分かる。キツツキ

の仲間やキバシリも幹を垂直に上り下りするが、

頭を下にして逆さになって下りるという芸当はで

きない。

繁殖期は早く、まだ山に雪の残る3月からさえ

ずり始める。鳴き声は大きく、「フイフイ」と速

く鳴いたり、「フィーフィーフィー」とゆっくり

鳴いたりする。天然の樹洞やキツツキ類の古巣や

巣箱等を利用して営巣し、巣穴が大きすぎると、

入り口を泥土で固めて適当にふさぐこともある。

産卵期は4月から6月頃までで1巣の卵数は5～

8個である。抱卵後2週間あまりでふ化し、更に

23～25日ぐらいで巣立っ。巣立ちビナはしばらく

は両親から餌をもらっているが、羽毛がはえ揃い、

よく飛べるようになると自分で餌をとるようにな

る。

秋冬にはシジュウカラ、ヒガラ、コゲラなどと

混群を作っている。しかし、その数は他種に比べ

て少なく、2～5羽程度である。
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下向きにとまるゴジュウカラ



ソウシチョウ（ヒタキ科）Leiothrixlutea

1994年6月19日、ヒマラヤから中国南部ビルマ

などに分布するソウシチョウが、実習林内の標高

1，100m付近のスズタケの密生したブナ林で認め

られた。時期や行動から判断して、繁殖している

ものと患われる。

ソウシチョウは、姿や鳴き声がよいことから飼

い烏として古くから輸入されてきた。全長、15cm。

スズメよりやや大きめで、黄色い喉と赤い喋がよ

く目立っ。薮の中で行動することが多く、姿は見

づらいが、耳慣れない独特の鳴き声で存在を知る

ことができる。九州山地では、20年ほど前から増

えはじめ、現在九州一円に拡散しているという。

これまで奈良県での生息についてはほとんど記

録がなく、1980年頃、釈迦ケ岳の「津川側で観察

したと知人から聞いている程度であった。

それが、1990年頃より観察例が急増しはじめ、

現在は大台、大峰、伯母千山系に分布しているこ

とが認められている。主な生息環境はスズタケの

密生したブナ林で、この環境が本来の生息環境に

近いものと推測される。これらの環境には、ウグ

イス、ミソサザィ、コマドリ、コルリなどが生息

している。餌や繁殖環境が競合すれば、当然これ

らの日本の野鳥たちへの影響が考えられる。現に

九州では、ソウシチョウの増加にともなってコマ

ドリやウグイスに影響が出ているという。実習林

内でもウグイスとの競合が予想されることから、

今後の両種の繁殖分布の推移を見守る必要がある。

ヒミズ（モグラ科）Urotrichustalpoides

食虫目に属し、モグラに似るが、モグラよりは

るかに小さい・吻が細長い・前肢が小さくてその
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幅が狭い・爪が細いのがヒミズである。尾は長く

（頗胴長の1／3）バット状で良毛を生じ、歯は

36本である。

近縁に日本特産で1属1種のヒメヒミズ（ヒメ

ヒミズ属）がいるが、ヒミズより尾が長く（頑胴

長の1／2前後）、歯の数は38本で、ヒミズより

1対多い。ヒミズとの高度による棲み分けが見ら

れると言われており、興味深い。

ヒミズは県内では奈良盆地のような低地の畑

（標高100m）でも見つかっている。

実習林では宿舎と実習林との境目（標高450m）

で2立自（11月中旬）、シャクヤク沢手前の800mの

横道で2頑（11月中旬）見つけられた（写真：卜）。

実習林のどの高度まで分布するか、ヒミズの上

郎にヒメヒミズが分布するかは今後の研究課題で

ある。

全国的に見るとヒミズは低地から亜高山帯

（1，700m位まで）にかけて幅広く見られるが、ヒ

メヒミズは1，000m以Lの亜高山帯に多く見られ

る。最近はヒメヒミズも地域によっては100m前

後の低地からも見つかっているので、生息する高

度をl古1定的に見ることは避けたい。

ヒミズとは「LJ見ず」であり、その生活が日光

の差し込まない上中であることを意味する。モグ

ラのように1二としてトンネル内に生息するが、前

肢がモグラ（2kgの右をも動かす）はど掘るため

に発達しておらず、そのトンネルはモグラほど深

くはない。腐食－L層を中心に生活する。

ヒミズは多少雑食性である。捕獲にはシャーマ

ン・アライブトラップを使った（写貢）。ソーセー

ジを入れたトラップによくかかる。トラップに入っ

た個体はほとんど死んでいる。



ジネズミ（トガリネズミ科）

Crocidura dsinezume

トガリネズミ科に属し、ほとんど日本特産で、

北海道、本州、四国、九州、隠岐島、種子島、屋

久島、奄美大島、済州島に産する。トガリネズミ

属と比べて前腕が長く、トガリネズミより敏捷で

ある。尾は短毛に混じって長毛がまばらに／主ずる

点、歯の先端が赤染することはない点がトガリネ

ズミ属とは大きく違う。

ジネズミは6亜種に分けられているが、標本数

が少なく、その分類は外部形態の計測値だけでは

不可能に近い。したがってかなり便宜的なものと

して使っているようである。

特に紀伊半島での採集例は少なく、不明の部分

が多い。平地や低山のtとして草原・畑・雑木林

に生息し、亜高山帯以上にはほとんど生息しない

ようである。

実習林では宿舎と実習林との境界で見つかって

いる（写真）。墜落管を使って捕獲すると良い。

シャーマン・アライブトラップ
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ヒメネズミ（ネズミ科）Apodemusargenteus

純森林榛の尾の長いネズミで、森林があれば低

地から亜高山帯まで幅広く分布するといわれてい

る。

低地から低山にかけては同属のアカネズミが極

めて多いがこれは高山帯には稀で、比較的高いと

ころではヒメネズミが優占する。

実習林では標高800mのシャクヤク沢に面した

斜血で1頭、夜明けごろに捕獲された（11月中旬）。

気温は－3　であったが、このような低温化でも、

冬眠せずに活動している。採食活動は主に日没直

後の夜明け前に活発になる。

捕獲はシャーマン・アライブトラップを利用し

た。アルミニウム製の折畳み式の罠である（写真）。

他の小型の晒乳類も同じ方法で捕獲したものであ

る。

呼び餌にはサツマイモ・ピーナッツ・ソーセー

ジなどを使っている。サツマイモをよく食べる。

自然界では基本的には植物食で、主に堅果類を

食べている。ときには昆虫やミミズなどの動物も

食べるらしい。

ヒメネズミは樹上棲なので、よく樹木に登り、

枝渡りも甘意である。活動の中心は地表である。

したがって、トラップも樹木の根もとにかけると

よい。跳躍里のネズミで、行動は敏捷である。

また、本種はアカネズミ属で、アカネズミより

も小さく、足も比較的短い。∬介が大きく、尾が

長いのが特徴である。尾率は（頗胴長に対する尾

長の割合）94～127％に達する（図）。

尾の長いネズミはこの他に同属のアカネズミ

（尾率70～109％）、カヤネズミ（尾率60～117％）、

クマネズミ（尾率94～141％）、ドブネズミ（尾率

71～105％）などがいる。

ヒメネズミ



スミスネズミ（ネズミ科）

Eothenomys smithi

森林槙の尾の短いネズミで、圭に600m以上の

高地に分布する。

実習林内では実習林宿舎近くの赤谷川沿いの森

林（標高450m）で1頭のみ発見された。実習林

内で、どの高さまで分布するかは極めて興味深い。

富山県以西の本州・州玉1・九州など西日本に広

く分布するとされている。奈上封．とでも大峰山系で

の採集例を聞く。

スミスネズミはカゲネズミ属のネズミで、耳介

が小さく、尾はヒメネズミなどに比べるとずいぶ

ん短い。尾率は60％前後である（写真ニト）。

屋の短いネズミは他に、バクネズミ（罷率30～

42％）、ヤチネズミ（尾率53～70％）などがいる。

巨伸しで、活動の中心はTJ層（落葉屑）・F層

（腐食上層）から八層に牟る。孔内を行動する。

ヒメネズミのような跳躍力がないほふく型で、

ちょろちょろ歩く。行動はあまり敏捷でない。

ムササビ（リス科）Petauristaleucogenys

ムササビは国内の鶴歯日の中では最大級で頭か

ら尾先まで（全長）70cmを越える。モモンガに似

るが、はるかに大きい（モモンガは全長30cm前後）。

また、モモンガの尾が扁平で頭胴長より短いのに

対して、ムササビは尾が頭胴長と同じほど長く円

筒形である。ともに樹上櫨で、四肢の指にはする

どい爪があり樹皮にスパイクのように引っ掛けな

がら樹木を上り下りする。

樹木の芽や実、葉など圭に食べる植物食の動物

である。季節によって食べ物は変化するようであ

る。

奈良県でも奈良公園をはじめ、人里近くの森林

や社寺林などでもよく見られる種であるが夜行性

のために観察は夜1抑こなる。特に山林となれば、

観察ポイントもしぼりにくく出会いも偶然性が高

くなる。

実習林では800mの横道沿いのトチノキの大木

付近で見っかった（11ページの1）。トチノキの

樹洞が巣穴として利用されていれば、この辺りを

観察ポイントとして絞り込め、その行動を追うこ

とができるのではないかと考える。活動は日没と

ともに始まり、このころに出巣する。

ムササビはモモンガと同じく、最大の特徴は手

首から足首に達する飛膜があり、これを使って滑

空できることである。飛膜は、モモンガより発達

している。モモンガではほとんど見られない手首

から頚部、ド腿下部から尾の基部にも飛膜が見ら

れる。ふつう、樹木問や森林問の移動の時に滑空

する。200mはどの谷は容易に渡ることができる。

滑空の前には「ギギャーギギャーギャー」と鳴

いて頚をトトに振りながら目標を確かめるので、

この鳴き声には注目すべきである。

また、ムササビはり本本日こおいて生息地によ

り3亜種に分けられている。

東北地方には淡色系のニッコウムササビ、紀伊

半島にはさらに濃色系のワカヤマムササビ、四国・

九州にはキュウシュウムササビが分布するらしい。

紀伊半島にすむものはワカヤマムササビとされて

いるが、個体差が著しく、他の亜種との比較が必

要である。

初夏（5～8月）に2～3頭の千を産む。ムサ

サどの幼獣はモモンガと大きさが似ている時期が

あるが、噸（耳とHの間）に白い帯が見られるの

で簡単に区別できる。前述の尾の特徴と合わせて

分類の観点にしたい。
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ぜひ観察して欲しい奥吉野実習林の昆虫とクモ

金　野 晋

ムカシトンボ　Epiophlebiasuperstes（写真1）

「j本特産種で、」ヒ海道から九州のほとんど全国

に分布する。幼虫は山間の森林に囲まれた渓流に

生息するが、産地はかなり局地的である。奈良県

では南部の両地から多くの生息地が報告されてい

る。演習林では、シャクヤク沢で幼虫の／l三息を確

認した（1990年9月2日、3個体）。ムカシトン

ボはその形態に特徴がある。体型は不均麹亜口の

サナエトンボ類に似るが、麹脈は均遡亜日のイト

トンボ類に似る。そのため、ヒマラヤに分布する

他の1種とともにムカシトンボ科を形成し、さら

にこの科のみからなるムカシトンボ礎Hを形成す

る。ムカシトンボ亜目は、現在では世界中でこれ

ら2種しか知られていないが、申世代の　二畳紀と

ジュラ紀に栄えた古代トンボの一群である。それ

ゆえ、「生きた化石」と呼ばれている。

写真1　ムカシトンボの幼虫

ムカシトンボの成虫は演習林ではまだ採集して

いないが、発生期は5～6月頃と思われる。卵は、

流れの縁に牛肯している植物のやわらかい組織内

に生み込まれる。1カ月程で酵化し、幼虫は自力

で飛び跳ね、流れにはいる。幼虫は推定14齢を経

て成虫になるが幼虫期間はきわめて良く5～8年

である。
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中齢以降の幼虫は腹部第3～6節に発音器官を

備え（写貞2）、腹部を左右に動かしギュッギュッ

という音を発する。羽化の約1カ月前になると、

幼虫は流れを離れ、陸に上がり、落葉や右の下に

もぐりこむ。

オオセンチコガネ　Geotrupesauratus（llペー

ジの4）

奈良公園のシカの糞に多い種であるが、北海道

から屋久島にかけて広く分布する。色彩に個体変

異が多く、赤金色～濃紺色に見えるものまである。

地域によってある程度出現する色が決まっている

ようで、北方の物は赤っぽい色で南にゆくにつれ

て青い色が濃くなる。紀伊半島の物はルリセンチ

コガネと呼ばれる古～青紫色の物であるが、写真

にノJこしたように赤っぽいものや緑色がかったもの

もいる。これらの色彩変異がどのように決まるも

のなのかを調べてみるのもおもしろいのではない

だろうか。演習林では青緑色～青紫色の個体が多

いようである。

ルリクワガタ属　Platycerusspp．（11ページの5）

一見するとクワガタムシとは思えないが、ブナ

帯だけに生息する小型の美しいクワガタムシであ

る。日本にはルリクワガタ　P．delicatulus、コル

リクワガタ　P．acuticollis、ホソツヤルリクワガ

タP．kawadai、ニセコルリクワガタ　P．sugltai



の4種が分布する。演習林では、ルリクワガタ

（1990年12月31日、2♀4♂）とコルリクワガタ

（1990年11月12日1♀）を採集した。またコルリ

クワガタのものと思われる幼虫を多数観察してい

る。

ルリクワガタ以外の3種の成虫は、ブナやミズ

ナラなどの広葉樹が芽吹く頃、その新芽に飛来す

る。4種ともに、♀は卵を朽木に産み込むが、そ

の時特徴のある産卵痕を残す。ちょうど（）の

中に・がある形をしている（写真3）。・のとこ

ろに卵が産み込まれており、（）の部分は♀が産

卵後に人顎で傷つけたものである。この切り込み

は朽ち木の水分調節に役立っているという。この

産卵痕により幼虫と羽化後に嫡室の中で越冬する

新成虫の採集は比較的容易である。

写貞3　ルリクワガタ産卵マーク

日本産の種を最初に記載したのはイギリス人の

ルイスでルリクワガタでを1883年に記載している。

それ以後80数年間、日本産ルリクワガタ属はこの

1種だけと考えられていた。ところが1969年にル

イスの標本の中にもう1種混在していることが判

明し、黒沢がコルリクワガタとして記載した。続

いて1982年、藤田・市川が山梨県からホソツヤル

リクワガタを記載した。クワガタムシというポピュ

ラーな甲虫の中で、これまで1種と患われていた

ものが2種の混在で、さらに第3の種まで見つかっ

たことから、甲虫愛好家の注目を引き、さらに未

知の種を探そうという動きが全国的に高まった。

コルリクワガタは個体変異の大きい樺であったが、

その巾に一見したところ変異の幅に含めてしまう

ほどよく似た別の種が混在していることが判明し

た。これが第4の種のニセコルリクワガタである。

ルリクワガタの♀は色彩変異も豊富で口絵に示
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したようにやや赤みがかった個体とほとんど真っ

黒な個体を採集している。♂の方は比較的安定し

た青緑色である。コルリクワガタも変異が多い種

であるが今回は1個体しか採集していないため変

異を示すことができなかった。参考までにホソツ

ヤルリクワガタの写貞も示しておく。なお演習林

で確認した2種は前胸の後角がルリクワガタでは

丸いが、コルリクワガタではやや外側にとがって

いることから容易に区別できる。

ルリクワガタ属は種分化と種間関係を探る上で

興味ある甲虫である。ルリクワガタ属の分布は次

のようになっている。ルリクワガタは本州・四国・

九州のほぼ全域に、コルリクワガタは山形・宮城

両県以南の本州・四国（徳島県のみ）・九州北部

に、ニセコルリクワガタは本州では大台ケ原山系・

大峰山系・果無山系のみ、四国と九州でははぼ全

域に、それぞれ分布している。ホソツヤルリクワ

ガタは分布が最も狭く山梨県とその周辺にのみ分

布している。多くの地方でルリクワガタとコルリ

クワガタの2種が分布しているが、地方によって

は1樺のみのところもある。逆に、上記2種にニ

セコルリクワガタもしくはホソツヤルリクワガタ

を加えた3種が分布しているところもある。演習

林では先述したように、ルリクワガタとコルリク

ワガタの2極が分布している。紀伊半島のニセコ

ルリクワガタは標高1400m以上の場所でのみ採集

されていたため、演習林内の分布は難しいのでは

ないかと考えていたが、果無山系の標高1200m付

近でも分布しているため、演習林内での発見が期

待される。演習林はルリクワガタ属の生体研究の

良いフィールドになるかもしれない。

ミカエリソウノメイガ　Pronomis delicatalis

本種は本州、四国に分布する。平地から1，000

m以上の高原まで産地は多く知られているが、い

ずれの地域でも、あまり多産しない。食草は和名

にあるとおりミカエリソウである。幼虫はミカエ

リソウの葉を筒状に丸めそのなかで葉を食べてい

る。演習林ではトチノキ回廊にあるミカエリソウ

の群落で多くの巣（写真4）を見ることができる。

残念ながら成虫は採集できていない。

以下の4種は演習林内で晩秋から冬にかけてラ

ンタンを用いた灯火採集（写真5）で得られた蛾



である。身も縮む寒さの中で、ひらひらと飛翔す

る蛾もいるのである。

写真5　ランタンを用いた灯火採集

ナカオビアキナミシャク　Nothoporinia

mediolineata（写真6）

本州、四国、九州、屋久島に分布、成虫は、晩

秋から初冬にかけて発生し、平地にも山地にもご

く普通の種である。食草はリョウブである。演習

林では、初冬に最も普通にみられる蛾である。

写真6　ナカオビアキナミシャク

ニトベ工ダシャク　Wilemanianitobei（写真7）
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本州、四国、九州、中国、シベリア南東部に分

布する。先の種と同じように晩秋に発生する。♂

は灯火によく飛来するが、♀はまれにしかこない。

カバノキ、ブナなど13科32種の多食性。羽の模様

は特異で他種と間違えることはないだろう。

写真7　ニトベェダシャク

工ゾクシヒゲシャチホコ　Ptilophorajezoensis

（写真8）

北海道～本州中部の上として山地に分布、四国

では剣山、石槌山の高地で発見されている。また、

近畿地方では兵庫県の生野と京都府の佐々里で記

録がある。演習林では1990年11月11円に1♂が灯

火に飛来した。この記録は奈良県では初めてで、

近畿地方でも3度目の貴重な物である。食草はカ

エデ科の各種。前超の白い外横線が鮮やかで直線

状であるのが特徴。

写真8　エゾクシヒゲシャチホコ

クシt＝ゲシャチホコ　Ptilophora nohirae（写

真9）

北海道から九州にかけて分布する。前程と共棲

する地域ではやや遅く出現するというが、演習林

では同時に採集した。食草は前種と同じカエデ科。



本種は前週の外横線がやや薄く、途中で内側にお

れ曲がっているのが特徴である。

写真9　クシヒゲシャチホコ

注意して欲しい昆虫類

次の2種は有毒の昆虫なので素手で触ったりし

ないように注意して欲しい。

ヒメツチハンミョウ　Meloecoarctatus（11ペー

ジの6）

演習林ではヒメツチハンミョウが秋と春に多い。

とても甲虫とは思えないような形の昆虫である。

腹部はぶよぶよに膨れ飛ぶことはできないし、歩

くのもやっとのようにみえる。ツチハンミョウ類

は身体の中にカンタリジンという猛毒を持ってお

り、捕まえると、脚の関節から貞色い汁を摘す。

この汁が皮膚に付くとやけどをしたような水ぶく

れになる。また飲んだ場合は死亡することもある

ので要注意。

ツチハンミョウはハナバチの巣に寄生しハチの

卵と幼虫の餌である蜜や花粉を食べて成長するが、

その寄！L方法がユニークである。まず、成虫は卵

を土の巾に産み、酵化した第一幼虫が花の上など

で、ハチにしがみつき、その巣まで運ばれてゆく。

そして♀が産卵するときにその卵に乗り移るので

ある。卵までたどり着けるのは非常に幸運なごく

わずかの幼虫で多くはハナバチにしがみつけなかっ

たり、しがみついたハチが♂だったりして、卵ま

でたどり着けない。そのためか、ツチハンミョウ

の♀は大量の卵を持っており、腹部は人きく膨れ

ている。また幼虫は第一期から四期までまるで違

う形に変態する過変態で知られている。

日本産ツチハンミョウ属は7種だが、ヒメツチ

ハンミョウのみが秋に羽化し翌春産卵する種であ
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る。他には早春から初夏にかけて出現する4種と、

晩秋に出現する2種がいる。ツチハンミョウ類の

雌雄は触角の中程にある膨大部の有無で容易に判

別できる。触角の中程に膨大部のあるのが♂、無

いものが♀である。

オオスズメバチ　Vespamandarinia（写貞10）

体長4cmに達する大きなハチで、性格の狩猛さ

と毒性の強さで知られる。このハチに刺された場

合は刺された場所によっては命にかかわることも

あるので十分に注意して欲しい。特に巣に近づき

過ぎると集団で襲いかかってくるので危険である。

巣は土の中に作り、見つけにくい、巣の大きさは

筆者の経験では直径60cmの球状であった。巣に近

づくと数匹のハチが飛び出してきて周囲を飛びM

る、この時に人顎をかみ鳴らす「カチカチ」とい

う音を立てることがあるがこの時が巌も危険であ

る。これ以上巣に近づくなという讐箆である。そ

の位置から巣に近づくと多数のハチが襲いかかっ

てくるので、巣の方向を確認して静かに離れるこ

と。走ったり、たたき落としたりしてハチを刺激

してはいけない。晩秋の餌が少なくなった時期は

ハチもいらいらしており、少しの刺激で怒りだす

ので特に危険である。

巣から離れて単独で行動している場合はほとん

ど危険はない。直接つかんだりしない限り大丈夫

である。スズメバチは肉食で他の昆虫をかみ砕い

て肉団子にして巣にもって帰ったり、甘い樹液を

なめてもって帰ったりしている。樹液の周辺では

最強の虫で、周囲の虫を蹴散らしながら、樹液を

なめているのがみられる。カブトムシやクワガタ

ムシをも蹴散らす様子はみごとである。

写真10　オオスズメノヾチ



以上の他にもヘリグロツユムシPsyranajapo－

nica（写真11）やトビナナフシMicadinaphluc－

taenoides（写真12）も確認している。

写貞11へリグロツユムシ

クモ類

トゲグモ　Gasteracanthakuhlii（11ページの7）

腹部にトゲのある特異な形のクモである。トゲ

は♀では3対、♂は後方に伸びる1対。山地の樹

間に垂直円網を張る。体長は♀6．0～8．0mm、♂3．0

～5．0mm。写真は液浸標本のためやや色が薄くなっ

ている。

以下の4種は小型のクモで見落とされることが

多いが、宿舎の周りの崖や、赤谷林道の崖、演習

林内の小さな水流の周りに多い。いずれも変わっ

た形の網を張るもので、円網を張るコガネグモに

近縁のグループである。円網との関係からクモの

進化を考える上で重要なヒントを与えてくれる。

ヤマジグモ　Ogulniuspul1us（写真13）

生体時は赤茶色のクモで腹部が球形で体長は♀

1．5～2血m、♂1．0～1．2mm。l圧地の崖地や章の根

元にHの荒い同心円状の水平円網が崩れたような

桐を張る（写真14）。
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写真13　ヤマジグモ（左♀・イf♂）

ヨリメグモ　Conoculuslyugadinus（写真15）

生体はつやのある茶色のクモで、腹部に白い斑

紋がでる個体もある。体長は♀2．5過あら3．0mm、

♂1．8～2．5mm。山間部の渓流の上や水のある洞窟

lノ加こみられる。岩と水面との間に横糸を垂らした

水平円網を張る。横糸は水中に没していることも

あり、流れに引きずられ不規則桐のようにみえる

こともある。演習林ではシャクヤク沢に多い。

ユ7ギグモ科の一種　Symphytognathidaesp．

（写真16）

／l三体はつやのある黒褐色のクモで時に色の薄い

赤色に見える個体もある。非常に小型のクモで体

長は♀1月mm、♂0．5～0．8mm。♀は触肢が欠失して

いるのが大きな特徴である。最近になって発見さ

れた属種名は未定のクモで赤谷林道の崖に多い。

分布はかなり広く個体数も多いがあまりに微小で

あるため見落とされてきたらしい。一見するとシー

ト網に見えるような非常に目の細かい水平H網を



崖のくぼみに張る。

写貞15　ヨリメグモ（左♀・右♂）

とその網（下）

ナンブコップグモ　Mismenellajobi（写真17）

生体は窯っぽい灰色の腹部に白い斑点を持った

クモである。体長は♀1．0～1．5mm、♂0．7～1．0mm。

球状円網と呼ばれるボール状になった立体的な円

網を張る。初めは不規則桐ではないかと考えられ

てきたが、最近の研究で円網の変形したものであ

ることが明らかになった。
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写真16　ユアギグモ科の一種（左♀・右♂）

とその網（下）

写真17　ナンプコップグモ（左♀・右♂）

とその綱（下）



奥吉野実習林の注目すべきキノコ

キノコというとマツタケ、シイタケ、シメジ、

エノキタケ、マイクケ、ナメコなどが思い浮かぶ

のではないか。これらの内、マツタケ以外は大量

に栽培され、食卓にもよく登場すると思う。日本

人はたくさんのキノコを食べる。マツタケやホン

シメジの栽培はまだ難しいようで、食べられる機

会は少ない。また、シメジやホンシメジという名

で店頭に並んでいるのが、おがくずで栽培された

ブナシメジやヒラタケであることはあまり知られ

ていないようだ。

エノキタケ（写真1）、マイクケは実習林でも

確認されている。キノコ狩りのシーズンは秋とい

うのが一般的だが、そうとは限らない。エノキタ

ケは冬のキノコだ。雪の降り積もったところにも

顔を出す。英名をウィンター・マッシュルームと

いう。野生のエノキタケは茶色く柄にはビロード

状に毛が密生している。店に売っている白くひょ

ろ長いものは、暗所でもやし状に栽培されたもの

だ。

きりたんばには欠かせないマイクケも最近はお

がくず栽培されたものが出回っている。野生のも

のはブナ科の大木の根元に発生する。マイクケの

傘の裏面をよく見ると細かい穴がびっしりとある

のがわかる。マイクケは多孔商科のキノコでサル

ノコシカケのなかまだ。

キクラゲも中華料理でお馴染みのキノコだ。キ

クラゲやアラゲキクラゲが栽培され、乾燥品が売
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られている。このなかまでは、クマキクラゲ（写

真2）、ヒメキクラゲなどが確認されている。い

ずれも食用になる。

ここまで食．拝でも馴染みのあるキノコを取上げ

た。キノコは食べ物になる。しかし、怖いことに

少数の毒キノコもある。p－一体何のために毒を持っ

ているのかは、よくわからない。これら毒キノコ

を見分ける方法があるといいのだが、残念ながら

簡単な方法はない。柄が縦に裂けるキノコは食べ

られる、色の派手なキノコはだめで地味なのは食

べられるなど、よく言われるが、根拠のない迷信

を信じてはいけない。毒キノコのテングタケに含

まれるイボテン酸やハエトリシメジに含まれるト

リコロミン酸は毒成分であると同時にうまみの成

分でもあるそうだ。味でキノコを見分けることも

不可能だ。食べることで最悪の場合は死亡するの

だから、食べられる種類かどうか自信のない時は

日にしないことだ。

よく見かける毒キノコにニガクリタケがある。

実習林では執日通の崩れ正めに使ってある丸太な

どに群生して／fなえる（写真3）。このニガクリタ

ケを見っけたら少しだけかじって味をみてみよう。

名前の由来がわかるだろう。後で吐きだしておけ



ば間題はない。トチノキ回廊沿いでは猛毒のタマ

ンロオニタケも見られる（写貢4）。

キノコは薬や美術品にもなる。霊芝というのを

御存じだろうか。これはマンネンタケというキノ
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コのことで、杓子を逆さに／主やしたような奇妙な

格好をしている。中国では昔から不老長寿の薬と

して珍重され、日本でも幸菌（さいわいたけ）、

万年茸などと呼ばれて柴や飾り物として喜ばれて

きた。実習林ではマンネンタケの仲間で、針葉樹

の切り株などに／巨えるマゴジャクシが確認されて

いる（写真5）。

虫から生えるキノコがある。昔、中国で冬の問

は虫の格好をしていて夏になるとキノコ（草）に

なる変った生き物とされ、冬虫夏章と言われるよ

うになった。実習林ではこのなかまのカメムシタ

ケ（写貢6）がよく見つかる。その名の通りカメ

ムシの死体からオレンジ色のマッチ棒のようなキ

ノコが生える。



虫と仲良しのキノコもある。キイロスッポンタ

ケ（写貢7）が実習林で見つかったが、このなか

まは強烈な悪臭でハエや甲虫を集めて、胞子の散

布をしてもらっている。スッポンタケ科のキノコ

にだけ集まるという昆虫までいる。

キノコの［に生えるキノコがある。菌に寄生す

る歯なので、菌生菌などと呼ばれる。実習林では

タンポタケが確認された。タンポタケはツチダン

ゴというキノコから生える（写真8）。このツチ

ダンゴは面白い菌で、球形のキノコを地中に作る。

有名な珍味のトリュフも地中にできるキノコの1

種だ。実は日本にもトリュフはある。地卜つこキノ

コができるため発見が難しい。最近ぞくぞくと新

種が報告されているようだ。イノシシなどが掘り

返して食べているという。

キノコとはいったい何なのか。光合成はしない

し、動物でもない。胞子でふえるので植物のよう

だが、栄養は有機物を分解吸収して得るので動物

と似ている。今の分類ではキノコやカビは菌類と

され、植物でも動物でもない生物群としてとらえ

るのが普通だ。

キノコは高等菌類が胞子を散布するために作る

器官で、専門的にはf実体（しじったい）と呼ば
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れる。カビの作る子実体のうち、肉眼で確認でき

るくらい大きなものをキノコと言っている。

よく言われるたとえ話だが、キノコを「高等植

物の花にあたる器官」としてとらえると理解しや

すいようだ。普段は－1二壌や木材の巾で／生活してい

て、気温、水分などの条件がそろうと“開花′′す

る。1つのキノコの、、開花期間′′　は短い種が多い

が、コフキサルノコシカケのように子実体が何年

問も成長し続ける樺もある。

実習林のキノコについては、大井浩さんが1990

年に調べた記録がある。この調査では90種を採集

し、この内48樺を同定している。この調査の後も、

これら48種以外のキノコがいくつか確認されてい

る。しかし176hqもある実習林のこと、もっとた

くさんの種類が見っかるはずだ。

キノコはさまざまな場所に／主えるが、とくに林

に多い。キノコの栄養源が豊雷なためだ。キノコ

は他の／主物が食べることのできない木材成分を食

べることができる。逆に考えると、キノコがいな

い森は樹木の死体で埋もれてしまうのだろう。

キノコと樹木には深い関係があって、林の樹種

によって生えるキノコの種構成もかわってくると

言われている。実習林には、スギ・ヒノキ植林、

ミズナラ林、ブナ林などいろいろなタイプの林が

ある。発生するキノコはかなりの種類になると思

われるが、記録はまだまだ少ない。

実習林に限らず林に入る機会があったら、キノ

コにも注目してほしい。なんにもないように見え

るところから生えてくるキノコはとても不思議な

生き物に感じられるだろう。キノコなどの菌類の

fl二活を感じとるのは難しいことだが、菌類も含め

て、生き物のIlt界をあらためて見直してみてはど

うだろう。上嬢や材木の巾など、身近で見えない

世界のイメージが変ってくるだろう。



奥吉野実習林に晴乳類の足跡を求めて

前　田　喜　四　雄

冬がどうせ寒いのなら、雪が降ったほうがよい。

雪は目の前の物を覆い消し去ってしまうだけでは

ない。逆に、今まで見えなかったものを我われに

見せてくれもする。

哺乳動物は我われヒトの仲間であり、何かしら

親しみがある。しかし、イヌやネコのようなペッ

トやウシやブタのような家畜を除くと、我われが

野外で野生哺乳動物を直接見かけることはめった

にない。そればかりか、それらの動物の住んでい

る気配を感じたり、形跡を見ることさえ珍しい。

我われの周辺に哺乳動物が住んでいないわけでは

ない。ほんの少し郊外にいけば、急速に少なくな

りつつあるとはいえ、イタチはもちろんのこと、

ノウサギ、リス、タヌキ、さらにはキツネもまだ

住んでいる。しかし、これらの動物が夜行性であっ

たり、木の茂みや草むらの中で行動するのでほと

んど人目につかないのである。

だが、野外や山に出かけた時に、ちょっと気を

つけていれば、いろいろな哺乳動物の痕跡を見つ

けることができるし、それらによって彼らの活動

のあとをうかがい知ることができる。それはぬか

るみについた足跡であったり、落としていった糞

であったり、餌を食べた時の動物独特の痕跡であっ

たり、体をこすりつけた時に残った数本の毛であっ

たりする。また、他の動物に襲われ食べ残された

毛や骨であることもある。もっとも痛ましいのは

車に轢かれて道に転がっている死体である。

しかし、やはりそれらの痕跡もよほど気をつけ

ていないと見落してしまうし、それらは決して多

くなく、頻繁に見かけるものではない。その点、

積雪があれば楽しくなる。動物が活動すると、か

ならず足跡が残るし、捕食した跡、仲間と遊びま

わった跡などいろいろな行動跡が行きの上に描か

れる。したがって、数時間前にそこで行なわれた

動物の行動をあれこれと恩い描くことができる。

雪は無限の空想を我われに与えてくれる。

12月17日昼すぎ、雪の降りしきる中、実習林に

着いた。途中の天辻峠では、チェーンがなければ

越えられないほどの積雪だった。それよりも標高

の低い大塔寮周辺でも、道路を除き、一面うっす

らと雪をかぶっていた。昼食もそうそうに、テン

の糞を探しに、赤谷を遡りだした。大塔寮の近く

でいくつかのテンの糞を見つけたが、上流に行く

にしたがって、積雪が多くなり、糞が雪の中に埋

れてしまっていた。それでも「テンはここで絶対

に糞をしているはずだ。」という動物的な勘でもっ

て雪をかきわけて、3個を探しだした。しかし、

それが限界だった。雪が深さを増し、手がかじか

んできた。実習林西にある国有林との境あたりで、

中型の大きさの鳥の足跡をたくさん見っけたが、

樺の推定はできなかった。

夕方、雪の少ない大塔寮周辺にネズミ捕獲のた

めのワナを急いで仕掛けた。雪が深くなってもワ

ナの設置場所がわかるように少し高い枝にテープ

をまいたのでよけいに時間がかかった。その時、

ノウサギの糞塊を1つ見つけた。

運がよかった。夜半になり雪が止んだ。夜から

明け方にかけて活動した動物たちの足跡がそっく

り残っているはずである。

写真1　ノウサギの足跡（進行方向は左）

翌朝、実習林の頂上をめざして山に登りだした。

大塔寮周辺（標高400m）ではほとんど雪が消え

ていた。標高が550mをすぎたあたりから、登山

道にも雪が残っているようになった。600mあた

りで、初めて足跡を見つけた。山側から出てきて、

少し登山道を士にむかい、今度は谷側に消えてい

た。一見するとノウサギの足跡（写真1）に似て
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いるが、指が5本であることから、テンとわかる。

テンは雪の上を通常シャクトリ虫のように走る

（写真2）が、疾走した時にこのような足跡（写

貞3）がつくものである。何か獲物を見つけて追っ

かけでもしたのであろう。時間があれば、このよ

うな足跡を追跡してみると面白い。うまく餌にあ

りつくことができたのであろうか？その獲物は何

だったのであろうか？興味はつきない。雪の上に

も血が飛び散っている狩り場にぶつかることもあ

る。テンの足跡はここより上の方にもいくつもあっ

た。

その少し上の方で、今度は異なる足跡を見つけ

た。4本の足の跡が「ハ」の字に見えるリスの足

跡である（写真4）。よく見ると、登山道上や周

辺の林の中のあちこちにたくさんあった。ニホン

リスは普通樹Lで、木の葉や小枝、木の実を食べ

る。木から他の木に移動する時もできるだけ空中

をジャンプして移り、あまり地面に下りない。木

どうLが離れている時にしかたなく地面を走って

移動する。地面のLは天敵が多いからである。し
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かるに、このリスの足跡の多さは何を物語るであ

ろうか。私は雪の上にこんなにも多くの足跡が集

中してついているのを初めて見た。樹Lよりも雪

の上に餌がたくさんあったとか、雪がうれしくて

その上をみんなで飛びはねて遊びまわったわけで

はあるまい。疑問が残った。いずれにしても演習

林にリスの個体数が多いということがいえるであ

ろう。喜ばしいことである。

車、
写真4　リスの足跡（進行方向は左）

リスの足跡にまじって、小さな足跡があった

（写真5）。足跡の中央に尾っぽを引きずったよう

な線がある。ネズミである。演習林内には、アカ

ネズミとヒメネズミと呼ばれる尾が長くてかわい

いノネズミが住んでいるはずである。このどちら

かの足跡であろう。

十坪平（標高680m）に指が二つに分れた蹄の

足跡があった。カモシカあるいはシカが考えられ

る。両者の糞は形やその量がやや異なるのでまだ

区別できるが、足跡はたいへんよく似ている。カ

モシカのそれがシカのよりもやや幅が広いという

違いだけである。ここのは何となく幅がやや広く



写真6　カモシカと思われる足跡

見え、カモシカの足跡のように思えた（写真6）。

800m付近に尾根道からはずれ、北斜面を横切る

登山道（トチノキ回廊）があるが、ここでは先の

よりは幅がやや狭いと思われる足跡があった。こ

れはシカのものであろうか（写真7）。

写貢7　シカと思われる足跡

この800mの斜面の道には、道に沿ってずっと

一直線に足跡が続いていた（写真8）。キツネで

ある。前足に後足がきっちりと重なり、しかも肩

1●l

tヾ　ニt

で無料

ヽ

写真8　真っすぐに続くキツネの足跡
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幅が狭いので、足跡はまっすぐに一直線につく、

イヌは一般的に前足と後足をっく位置がずれるの

であるが、私が知っている山で飼われているイヌ

はキツネのように前足に後足が電なる。ある人の

説によると、野生の動物は、天敵にそなえてなる

べく足跡を残さないように適応しているそうであ

る。となると、両で生活するようになると、イヌ

も歩き方を変えるのであろうか？

トチノキの大木（注目すべき樹木の項参照）の

ある付近で今までとは異なった足跡を見っけた

（写貞9）。3本指の跡が明瞭に残る烏のものであ

る。しかもかなり大型の鳥のようだ。キジかなあ、

キジがいるのかなあ、キジを食べたらおいしいだ

ろうなどと騒いでいたら、近くから2羽の烏が飛

び立って逃げていった。我われの会話が烏に聞こ

えたようだ。キジではなく、ヤマドリであった。

写真9　ヤマドリの足跡

さらに少し先に、雪がどかされ、下の落ち葉や

腐食層がかき回されている光景が目にはいった

（写貢10）。食べ物を求めて、雪の下の落ち葉や腐

食の中を掘り起こしたようである。よく見ると、

その周辺の斜面のあちこちに、このような採食跡

が見つかった。その面積は1r舶ゝら、大きいので

写真10　イノシシが雪のFから

餌を探した跡



4rぱくらいあった。イノシシであろうと想像でき

たが、クマのような他の動物もこのような痕跡を

残すことがある。J‾寧にその周辺を探し、やっと

明瞭な足跡を見つけた（写真11）。これはやはり

イノシシのしわざであった。

写真11イノシシの足跡

800mを越えると一段と雪が深くなってきた。

これ以上は、ちゃんとした備えをしていないと滑

落の危険が出てきたので、項士まで登ることを断

念し、ここでF山した。

キツネの足跡は大塔寮近くの赤谷川にもあった。

雪でぬれた河原の砂についていた。28日朝、ネズ

ミのわなの見回りに行く時に見っけた。前日の夕

方のわなかけ時にはなかった。夜、キツネが出て

きたのである。よく見ると、足跡は寮の方へむかっ

ている。おそらく、寮の周りでの餌探しをしたの

であろう。前回（12月9日）、私は寮の玄関わき

でキツネの糞を見つけている。もしかしたら、キ

ツネは毎晩の餌探しルートに、寮付近を含めてい

るのではないだろうか？夢が広がった。夕食に骨

つき肉を食べ、その骨を寮の裏においた。

翌朝、「しまった、やられた。」である。きれい

に、骨がなくなっていた。河原の足跡の所に行っ

てみた。寮の方へむかう新しい足跡が増えていた。

昨晩みんなで酒を飲みながら、テレビ映画を見て

いたのが悔やまれる。いやそれよりも、寮のテレ

ビが衛星放送しか映らないということを恨んだ。

普通の民放が映るテレビだったら、例え映画でも

かならず′宣伝があり、その時に暇つぶしにカーテ

ンごLに外を何回か覗いていたであろう。そして、

キツネを発見したはずである。

このようなことで、直接にはキツネを確認でき

なかった。しかし、寮の周辺にキツネが毎日のよ

うに来ることにはちがいないであろう。次回はテ
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レビ映向は絶対見ないぞ、酒は絶対に飲まないぞ、

カーテンごLにじっと外を観察するぞという囲い

1古Iい決心のもとに、実習林を後にしたのである。

今［ロ1の実習林子のま2泊3日であった。しかし、

雪のおかげで、哺乳動物に限っても、キツネ、テ

ン、リス、ノネズミ、シカ、カモシカ、イノシシ

と多種の足跡を見ることができた。さらに、今l［11

見つけた糞から、ノウサギとイタチも確認哺乳動

物に加えることができた。スキーもさることなが

ら、雪は楽しいものであり、豊かさを与えてくれ

る。

奥J＿吉野実習林にリスの生息個体数が多いらしい

ことを白こ述べた。これは、雪の1二についたリス

の足跡の多さからの推測であり、実際に何個体の

リスが実習林に生息しているかについては調査が

なく、全く不明である。

しかし、冬の足跡からだけではなく、登山道を

歩いていると、リスが運んだであろうクリのイガ

が木の根っこの上においてあったり（写貞12）、

また、林道上の落葉をかきわけ、地面に小さな穴

を掘り何かを探したか、あるいは埋めようとした

形跡（写真13）などを発見してリスの生息をうか



がい知ることができる。さらに、これはムササど

も同様なことを行ない、この動物が残したものと

区別はつかないのだが、巣に使用するために、ス

ギなどの皮を剥いだ跡も見られる（写真14）。

また、その巣を樹上に見かけることもある。言己

録をとり忘れて今となっては明確ではないが、確

か尾根道の標高750mあたりのスギの木に巣があっ

たのを1991年3月12日に見て、写真を撮った。し

かし、その後その巣を注意深く探しているのだが、

どこだったか見つけることができない。巣はかな

り末の高いところにあり、見にくい場所であった

ので、木に印をっけておくべきだった。

しかし、翌春4月26日に、今度は登山道槙高68

0mの「坪平で再びリスの巣を見っけた（写真15）。

この時はぬかりなく、すぐにデータを採った。巣

写真15　ウラジロガシに作られたリスの巣
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のある末はウラジロガシで胸高直径は20cmで、巣

は高さ4mのところにある末の股にあった。直径

40cmぐらいのまんじゅう型の巣であり、一番外側

は細い枝で囲まれているが、小の方はコケやスギ

の皮で覆われていた。横に出入口があり、その穴

の状況からすると、その時も使っているように思

われた。

リスは普通5～8月に子を産むので、おそらく

その後、そこで出産・保育が行なわれたのでしょ

う。いったい、そこで何匹のあかちゃんリスが／主

まれ育っていったか、それはいつだったのか、夏

にそこに行かなかったので、残念ながらそれを確

かめることはできなかった。いずれにしても、11

月22日にそこを訪れて巣を観察したところ、巣は

傷んでおりもう使用していないようだった。この

巣は低いところにあり、非常に観察しやすい場所

だったので、来年も使用してくれると嬉しいので

すがどうでしょうか。今年の7月の未に、実習林

を訪れたのですが、ここまで登らなかったことを

後悔する。

（自然と教育、第6号1993年2月より）



奥吉野実習林のクマ

実習林の最高地点である清水峰から、西へわず

か500mしか離れていない国有林でツキノワグマ

が見つけられた。1991年5月14日頃、営林署の作

業員の女性二人が山菜採りをしていて出合ったの

だそうです。上に向って歩いており、大きなクマ

だったとのことである。

本学に赴任した昨年の11月以来、私は実習林に

まだツキノワグマがいるのではないかと期待して

いた。なぜならば、3年l油こ実習林の西隣りの国

有林で、クマがオリで捕獲されたという話しを聞

いていたからである。そこで、実習林内でクマを

見たいと、行くたびにクマの痕跡を探した。痕跡

が見っかると、クマに会うための方法や方策が考

えられる。

痕跡で探しやすくよく目につくのは、「クマ棚」、

あるいは「円座」といわれるものであり、クマが

秋にドングリやブナのような木の実を木から落ち

る前に食べた跡である。実のなった木に登り太い

枝に腰を落着け、そして実のついた細い枝を中央

にたぐり寄せて折り尻のトに敷いて木の実を食べ

るので、枝が集められた様子が棚のように見える。

生の木を折るため、葉が枯れてもいっまでも枝か

ら落ちず、特に落葉した後の林でよく11だっので

ある。

しかし、努力にもかかかわらず、このような痕

跡は実習林内にまったく見られなかった。ブナや

ドングリは実の多く稔る年と不作の年がある。こ

の年は実習林内のこれらの実は不作だったのか、

あるいは、どこにでもたくさん実ったためわざわ

ざ演習林まで来なくても「分に餌を摂ることがで

きたのか、などとかってに想像して残念さをまざ

らわせていた矢先だった。このニュースに私は大

いに喜び、これならそのうち会えるぞと楽しみに

していた。

その後、日本動物植物専門学院京都校の学生た

ちが、実習林で実習をしていて、5月29日にワサ

ビ谷の800m付近で大きな足跡を見っけた。学生

たちはすぐにクマのものだと思った。私が前々lI
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に、「少し前に実習林のすぐそばにクマが出たの

で、運がいいと会えるかもしれない。めったにな

い機会だから、そのつもりで」という話しをした

ばかりだったのでそう信じたのであろう。京都に

帰ってからその足跡の写真を大型獣類の研究者に

見てもらったところ、「おそらくカモシカかシカ

のものであろう。足跡が大きいのは、前と後足が

少し離れた所を踏み、さらにそれがついているの

が斜面なので上がずれて大きくなったのであろう。」

とのことだったそうだ。

その直後、5月31日に県鳥獣保護係に「津川村

の神納川で大きなオスのクマがオリにかかったと

の連絡があった。実習林の尾根は西に伸びて伯母

子岳に連なるが、神納川はこの尾根の南を流れる

川である。この川のどのあたりでクマが捕れたか

知らないが、実習休から何「kmも離れているわけ

ではない。

そうすると、この捕獲されたクマが実習林のそ

ばで見られたクマと同じ個体である可能性も高い。

寂しい話しである。いずれにしても、3年間に最

低2頭も実習林周辺でクマが殺された。この辺り

には、実習林を除き、大木のたくさん生えている

所はまったくといっていいほどない。今や少し離

れた伯母子討周辺に原生林がわずかに残されてい

るにすぎない。それも現在どんどん伐採されつつ

ある。そうなると、クマの越冬場所どころか、秋

の重要な栄養源である木の実さえ不足する。そう

なると、この周辺のクマは絶滅、摘Tiという状況に

いるのではないだろうか。ますます寂しくなる。

実習林内には自然を残した林がかなりある。い

ろいろな木の実のなる様々な樹種がある。その中

には、ブナ、ミズナラ、トチノキなど多くの大木

があり、おそらくその中にはクマが越冬できる樹

渦があるはずである。しかし、周辺の林には大木

はまったくといっていいはどない。クマが餌や越

冬場所を求めて実習林に集って来ても不思議では

ない。いやそうあって欲しい。それよりも何より

も、まだ絶滅しないで頑張って欲しい。1両こ一つ



くらい、人が恐れるものがいた方がいいのではな

いか？

（自然と教育、第4号、1991年7月より）

続き－ついにクマの痕跡を発見

暖冬の口々であったのに、何でこんな目にぶつ

かるのか、「誰の行ないが悪いのだ！」、とついっ

いブツブツ言いたくなるような寒い日に大塔寮に

着いた。まだ昼間なのに寮の中は冷えきっていた。

ストーブの暖かみがいっまでも伝わってこなかっ

た。

1991年12月15日のことである。私の研究室から

3年生を含め8人、生物学の研究室から3人、あ

やめ池自然博物館から2人、フリーカメラマン、

在野のナチュラリスト各1人と15名の多きが実習

林を訪れた。卒論をかけている人とその手伝い以

外は、ツキノワグマの痕跡を探すこと、および前

回の大木調査の続きをすることになっていた。

この目の午後と翌日の午前中は標高800m付近

まで大木調査をし、その午後からからツキノワグ

マの痕跡を探しながら頂上付近まで登った。

演習林で見つけたツキノワグマの円座

始めのころはツキノワグマの痕跡の中でもっと

もよく口立っ「円座（クマ棚）」を探しながら登っ

た。大きくりっばなミズナラなどがあると特に熱

心に観察していった。というのは、今秋は天台が

原などでブナは不作でまったくないといっていい

はど結実しなかったことを知っていたからである。

時間はどんどん経過し、引き返さなければなら

ない時刻がせまってきた。しかし、あきらめかけ

た頃、頂上近くの標高1050m付近で、ついに見つ

けたのだった。大きくないブナの枝がみごとに折

られており、周りはすべて落葉しているのに、そ
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の枝だけには枯れ葉がまだっいていた（写真1）。

生のうちに枝が折られて枯れるために、葉柄の基

部に離層が形成されず糞が枯れても枝から離れな

いのである。枝の折れ目はまさに強い力で枝が曲

げ折られた様を示していた。この秋にクマがこの

木に登って枝を折ったのである。この辺りのブナ

も不作と思ってはいたが、となると実習林のブナ

は少しは実をっけたらしい。

そのブナは細い木であり、胸高直径は12cmしか

なかった。早速、幹を詳しく調べた。しかし、ク

マがこの木に登った時にできた真新しい明瞭な爪

跡は見つけることができなかった。よほどじょう

ずに木に登ったらしい。ついでに、その周辺の木

の幹を調べた。すると、かなりの数のブナにクマ

の爪跡があった（写真2）。しかし、いずれもこ

の秋のものではなく、古かった。ということは、

かつてはかなり頻繁にクマが実習林の中のブナの

実を食べていたことが推測される。

現在でもはたして、ドングリやブナがたくさん

実ればクマが何頭も集まってきてこれらの実を利

用するのであろうか。それともすでにこういう光

景は夢物語になってしまっているのであろうか？

いずれにしても、この秋は最低1頑はツキノワグ

マが実習林を訪れてくれたことに間違いはない。

しかし、山を下り、管理人の岸本さんに、この

11月末に実習林の近くでクマが捕獲されたことを

聞いた。寂しいかな、実習林を訪れたクマでない

ことを祈るしかない。

寒い口でも、いや寒い目だから頑張れば、今回

のようにクマの痕跡を見つけるという良いことが

あるのである。しかし、翌日からは少しずつ寒さ

が和らいできた。

（自然と教育、第5号、1992年2月より）



登　　山　　実　　習

一附属演習林野外実習体験記一一

はじめに

5月27日から2週間続けて、日本動物植物専門

学院の野外実習の引率として、奈良教育大学附属

演習林を訪れた。この学院にはいくつかのコース

が設けられており、今回は自然環境科と野生動物

科の2年牛が各5R問の実習をおこなった。この

学院の特色は、自然の中で動物や植物に触れ、そ

の体験を適して自然への理解や専門的知識を身に

つけることに主眼を置いている点である。このた

め、長野や北陸、西表島に野外実習施設があり、

その他にも芦／主や大台、白山などに、一遇問単位

の宿泊実習が随時組まれている。講師にとっては

講義が寸断され多少やりにくいのだが、学生はこ

れを至上の楽しみとしている。彼らは、個性豊か

で、いたって元気がよく、講義中も次々に質問が

飛び交う。ただ、自分の興味を持っていることし

か受け付けない者や、初めから植物は嫌いだと豪

語するものがいたりする。しかし私はこの学生達

の生き生きとした姿が気に入って、ここ数年来、

講師を引き受けている。例年は日帰り実習を数回

実施しているだけだが、今回、同じ学院で動物を

担当されている川遺美枝子先生と共に、初めて宿

泊実習を行うことになった。

行きのバスの中で

京都駅前にある学院を朗9時半に出発し、国道

24号線を適って、橿原から五条へ抜けた。大はしゃ

ぎをしていた学生達も、そのほとんどがいっの間

にか眠っている。折しも梅雨入り直後で、霧雨に

煙る山あいをバスは、曲がりくねりながら進んで

いく。ぼんやりと窓の外のスギ林を眺めているう

ちに、学生時代に連れていってもらった、大峰山

の植／上調査を思いだしていた。この調査は、私の

研究室が長年おこなっていたもので、教授以下全

てのメンバーが参加し、植物学教室からは村田源

先生や小山博滋先生が参加されて、まことににぎ

やかな調査であった。下北山村の前鬼に一泊した

後、頂上の深仙の宿（行者堂）に登り、ここをベー
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スに約－一一週間、ブナの林やウラジロモミの林の調

査をした。これは私にとって初めての登山調査で

あった。当時の私はいたって華李で、貸してもらっ

たキスリングが肩に食い込み、左右に振り回され

ながら登った。暖かい先輩の励ましにどうにか頂

上までたどり着いた。途中、次々出て来る新しい

植物を教えてもらいながらの登山はあえぎながら

もわくわくするものであった。食生活もカルチャー

ショックの連続で、それ以来何を食べてもあたら

ない自信を得た。夜はロウソクの灯の巾で車座に

なり、お酒を飲みながらこれまでの調香のエピソー

ドや今回の調査の計画などに花が咲いていた。こ

のときの情景は今でも鮮明に浮んでくる。ぐっす

りと寝込んでいる学生達の顔を見ながら、彼らに

も心に残る実習になれば何よりだと考えていた。

車は天ノ川を見おろす狭い両道を進み、いくつ

かのトンネルを抜ける。途中、一つ手前の橋を渡っ

たため、昨秋の台風災害による道路の復旧一二事に

出くわし、バスが立ち往生する一幕もあったが、

辛うじて切り抜けた。川原樋川に沿ってしばらく行

くと赤谷との出会いに赤い鉄橋が現れる。木立のト

に大塔賓も見えている。なかなか立派な宿舎である。

赤谷林道を行く

到着したのは、牛後3時頃であった。前田喜四

雄先生は玄関でシャーマントラップの準備をされ

ていた。寮の管理をされている岸本さんの出迎え

をうけ、利用に関する説明をうけた。前LH先生か

らは演習林の案内書を戴いた（案内書は、この日

が完成予定日で、私たちのために急遽用意された、

無地の表紙に、「1絵の部分の無いものであった。

利用者第一一号である）。遅い昼食をとり、足早に

赤谷川に出かけた。川原には砂利が一・両に敷き詰

められ、植物はなく、遠くに工事用の機械だけが

見える。様々な川原の植物を思い浮かべていただ

けにがっかりした。気を取りなおして、岸辺の植

物観察をしていると、前m先生かやってこられ、

上流を案内していただくことになった。川原づた



いでは砂防堰堤があって無理とのことで、赤谷林

道を行った。シデ類やフサザクラが多い様自ま京

都の責船の谷とよく似た印象を受ける。ただ、ウ

バメガシが点々と道沿いに生育しているのには奇

異な感じがした。この種は海岸近くに多く、内陸

部に分布しているのは岡屈寸近だけだと何かの木

で読んだ記憶がある。水系に沿ってタブなどが内

陸部に侵入している例はよくみるが、ウバメガシ

では初めてであった。林道沿いの崖には随所に小

さな沢がかかり、水の滴り落ちるところがあって、

イワタバコなども見られ、落胆気味の私を回復さ

せてくれた。ウツギに混じって、ガクウツギやコ

ガクウツギ、マルハウツギの白い花が印象的であっ

た。再び川原に降りて、ワサビ沢のFにいった。

この沢は伏流していて、渓流といえるものではなかっ

た。上流にはワサビの生育地があって、時折、赤谷

川の出会い付近で見つかるそうである。夕げの話題

にと少し捜したが、残念ながら、見つからなかった。

後日、この林道の終点まで車で案内していただ

いた。対岸の演習林に目をやると、谷沿いにはシ

デやサワグルミが多く中腹は薄縁のイヌブナに混

じってモミの濃緑の樹冠が映え、トチノキの白い

花が際だっている。演習林に接して赤谷国有林が

あるが、豊かな落葉広葉樹林は次々と皆伐され、

見るも哀れな景観を呈している。この林道は森林

を喰いっぶしながら更に奥へと伸びつつある。終

点には伐採と道路建設のための機械が置かれ、切

り出されたばかりの大経木が横たわっていた。演

習林がもし国有林だったら今頃はすっかり丸裸に

なっていただろう。

そはやき・・・…呪文のようなこの言葉

この野外実習を引き受けた動機の－一つに、『襲

速紀』の植物を見たかったことがある。呪文のよ

うなこの言柴は日本の植物区系に付けられた名前

であるが、この言葉を最初に聞いたのも大峰両調

査の時であった。紀伊両地には、京都では見かけ

ない植物が数多くあり、しかも、襲速紀要素とい

うなんとなく妖しげな名で呼ばれている。植物を

学びはじめた頃に聞いたため、一層謎めいた印象

をうけたこの植物群はその後もずっと私の植物地

理学への興味を駆り立てている。円本の植物区系

はいくつかに区分されているが、植生帯と－・致す

るものではない。後者が現存の気候要因に規定さ
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れているのに対し、前者は地史的、地質的影響を

色濃く受けていると考えられている。いずれにし

ても、R頃見ることのできない植物に出会えるの

は、何か心ときめくものがある。シロモジ、ギン

バイソウ、ヤハズアジサイ、ズイナ、ハガクレツ

リフネ、オオバクマヤナギ、ヒメシャラ、アサガ

ラ、コハクウンボク、ティショウソウ、テバコモ

ミジガサなどは演習林内で見られる襲速紀の代表

的な植物である。

登山実習

習目は2グループに分かれて行動した。1グルー

プは川道先生の指導で、大塔寮付近でテレメトリー

の実習をした。学／主をネズミに見立て、発信機を

付けて‥両Iに放し飼いにする。それを2箇所から

受信してその方角を求め、その交点を特定するも

のである。残念ながら、昼間は工事用のダンプや

トランシーノヾ一等の妨害で満足な結果は得られな

かった。もう1グループは私が担当し、演習林内

の植物観察と毎木調杏を行った。予定表の“登山〟

という奇妙なタイトルに多少困惑した。「山に白

力で登って実習をしたことが無いのでは？」「ど

こででもバスで出かけて実習をしているのではな

いのか？」という気がした。念のためトランシー

バーを携行し、定時交信をとることになった。

大塔寮の背後はスギとヒノキの植林地で、登山

道はこの急な斜面をつづら折りに登って行く。京

都の北山の植林地では植栽密度が高いためか林床

は薄暗く、シダ植物など数種が疎生することが多

いが、ここの下層植生は比較的よく発達し、多様

性も高い。ズイナの総状の白い花やコアジサイの

古い花が点々と咲いている。ユズリハ、サカキ、

アセビなどの常緑性樹木に混じって、アラカシ、

ウラジロガシ、ツクバネガシなどカシ類の椎樹が

多く、暖温帯上部の植生の特徴をよく表している。

植林地で下章刈がされていることが、かえって、

高木性樹種でも手にとり学べる大きさになってい

て、実習地には好都合である。標高500mのツク

バネガシの大木を越えてしばらく進むと尾根上に

2本のマツが寄り添うように生育している。赤い

樹皮で疎らに葉を付けているアカマツと、黒い樹

皮でやや短い柴を密に付けているゴヨウマツであ

る。良枝、短枝の説明や二葉松と五菜松の違いな

どを説明するにはもってこいの場所である（夫婦



松の地名は如何であろうか）。道は演習林界の尾

根沿いになり、標高600m付近にはホンシャクナ

ゲのまとまった群落があった。高さ3mほどで株

だち樹形をしている。花の最盛期は1～2週間前

らしく、僅かにピンク色の花が咲いていた（シャ

クナゲ尾根）。ここから標高680mの十坪平にかけ

て中間温帯の尾根の植ノ生が見られる。モミ、ツガ、

アカマツの針葉樹を高木優占種とし、これにイヌ

ブナ、タムシバを混生する。低木層にはホンシャ

クナゲやアセビが優rLiL、ミヤマシキミやアカミ

ノイヌツゲ、少数ではあるがヤマダルマも見られ

た。また、道は植林地の周辺部を通るが、随所に

モミやツガの巻き枯らしの処理（樹木を徐々に枯

死させるために、樹皮を環状に剥皮する）が施さ

れ、植林地の間伐処理と共に人と森との関わり方

を説明するのに役だった。

やっとl′1生地をみた

私の研究室は京都大学理学部植物園内にある。

ここには中国産の植物をはじめ、日本産のもので

もハナノキやユクノキ、ムクロジなどかなり珍し

いものが多く、その自生地を見たことのないもの

も多い。その中の一つにイイギりがある。十坪平

で、植物観察をしていたとき、学生の一人が尋ね

た。見ると白っぽい通直な幹に丸い大きな葉が付

いている。一瞬、何かわからなかったが、ふとイ

イギリの名が浮かんできた。この木は雌雄異株で

あって、雌株には秋に赤い実がなり、落葉の後も

遅くまで梢に残って美しいものである。実があれ

ばすぐにわかるのだが、この時は足で蹴って葉を

落として確かめた。やはりイイギリであった。白

生地を見た柄物がまた一つ増えた。

人と自然の関わり方

標高800m付近で尾根道と別れ、山腹を巻くト

チノキ回廊を進む。今までの植林地から一変して

明るい落葉広葉樹林へと変わる。沢筋にはトチノ

キの大木が、小尾根はモミが散生しているが、高

木の多くはイヌブナが占めている。ブナと同属の

この種は、ブナよりも低標高の中間温帯のメンバー

である。ブナより萌芽力が強く、伐採後、株立ち

樹形を作る傾向が強い　ム次林性の樹種である。但

し、京都あたりではこの巾問温帯の幅は狭く、イ

ヌブナもまとまった林分を造らず、低木萌芽状で、
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シデ類やコナラに混交していることが多い。この

ような立派なイヌブナ林を見たことはない。

道沿いには随所に凹地が見られる。最初は樹木

の風倒による根がえり跡かと思ったが、常に斜面

卜側が低く、炭焼き窯の跡であることがわかる。

普通、炭焼き窯は水場近くに設けられることが多

いが、このトチノキ回廊とシャクヤク沢のおかげ

でこのような斜面中腹にも作られたのであろう。

これも人と日然の関わりを説明するLで格好の材

料となった。

サンショウウオの観察

しばらく行くとシャクヤク沢に出会う。ここは

演習林内の最高地点の水場として利用されている。

第2週目には、サンショウウオの卵塊が観察でき

た。なんと大きなものかと思った。長さ10cmほど

の二日月形の薄い半透明の膜の中に婚化した幼生

が泳いでいる。手で掬って、水をはったビニール

袋に入れた。学生に手渡して観察させていると、

膜が破れたのか、幼生が外へ出てきた。外紙が見

え、ドンコのようである。学／i二の中に詳しい者が

いて、プチサンショウウオとのこと。写真を撮る

者や眺め透かす者もいて大騒ぎであった。

この出会いのすぐ先で道は2つに分かれている。

この分岐点には少し平坦面があって、後でベース・

サイトとして宿泊組が利用した。山頂付近の調査

時のベース・サイトとしては申し分なく、もう少

し整地してテント・サイトにするか、ログハウス

でもあれば大変百効なものになるだろう。

美しいミズナラ林

分岐点を右にとり、さらにトチノキ回廊を進む。

昨年作られたばかりの道は尾根を巻き、渦れ沢を

渡って、斜面をっづら折りに登っていく。終点の

標柱から先は、自力で境界の尾根を目指した。粘

度のある腐植質に富んだ黒い一上が滑り易く難渋す

る。ステップを切りながら、ようやく尾根に取り

付いた。この尾根は上郡に行くにしたがって、丸

尾根となり、やや不明瞭になる。小さな凹地には

イノシシのヌタ場があって、運が良ければ足跡を

見ることができる。幹折れして朽ちているモミの

大経木もあり、自然状態での林の移り変わりの一

端を見ることもできる。

少し進むと急に視界が広がる。美しいミズナラ



の林である。多くは径級20～30cmの単幹性のミズ

ナラで、密度が高く、通直である。ブナ林が伐採

された跡の二次林と考えられる。その折り残され

たミズナラの大木があり、大きく枝分かれして、

丸い樹冠を広げている。低木層の発達は悪く、林

床を覆ったミヤコザサも、シカやカモシカの食害

のため、丈は低く、薬も疎らで、一層この景観を

特異的なものにしている。ここにも数カ所テント

跡とおぼしき平坦面があり、水さえ持って上がれ

ばテント・サイトとして利用可能である。動物の

痕跡も多く、眺望も効き、夜間の動物観察にはもっ

てこいの場所である。

山頂にて

標高1186．5mの山頂はアセビが多く、レンゲツ

ツジなども見られるが、アカマツ、ネジキなどの

暖温帯のメンバーが生育し、あたかも人文字山の

中尾根の上にいるような錯覚を覚えた。本当に調

香地はあるのだろうかと少し不安になった。三角

点が無ければ見落としてしまいそうな山頂だ。せっ

かく来たのだから、3600　のパノラマが広がって

いればどんなにすばらしいことかと思った。刈り

払いなどで、視界を確保できないだろうか。頂上

からの道は一部倒木等に遮られていたりするが、

尾根づたいに降りれば間違うことは無い。

ブナ林調査

山頂より少し上った所の尾根沿いに小面積なが

らブナの林が残っている。高木は径級30～60cmの

ブナにミズナラを混じえている。亜高木層にヒメ

シャラの赤褐色の木肌が目だち、卜層にはコパウ

チワカェデが多い。尾根道に沿って食害が多く、

ササの密度と丈が低いため、林床植生の多様性は

高かった。今田はここに20×20mの方形区を設置

し、毎本調査を行った。学生達はこのような調査

は初めてで、慣れない手つきながらも熱中してい

た。太平洋側のブナ林は立木密度が低く、上方か

ら分岐した幹と大きな樹冠を持っものが多いが、

このブナ林は比較的すらりとした樹形をしている

のも特徴的である。日頃、平地の二次林をフィー

ルドにしている学／上達には、巨木の林立している

景観を目の当たりにして、心を動かされるものが

あったようだ。
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帰り道

帰路は尾根道から、シャクヤク沢へ降りた。途

中のいくつかの分岐には道標が必要と思われる。

この沢は急傾斜ではあるが、演習林にあっては少

し異なった景観を見せてくれる。その名のとおり

ヤマシャクヤクの大群落があるが、残念ながら、

花はどの株でも既に終わっていて、緑色の果実が

数個、茎の項部についていた。京都の北山にもあ

るが、遺際ではほとんどが採り尽くされている。

演習林だからこそ残りえたものであろう。中央部

を道が横切っているが群落のためには少し遠巻に

したはうがいいと思った。さらに沢を下って行く

とサワグルミの大株もあって、冷温昔の沢筋の雰

囲気が味わえる。時間不足でここでは十分な観察

が出来なかったが、またの機会の楽しみにとって

おくことにした。程なくトチノキ回廊に出た。学

生たちとアドバイザーはここで一一泊して夜の動物

の行動観察をすることになっていた。ツキノワグ

マに会いたいと大騒ぎである。私は宿舎で残りの

学生達に冷温帯ブナ林とこの演習林の柄物の話を

することになっていた。これさえなければ一緒に両に

泊まって体験出来たのにと、多少残念であった。

時間は午後5時を回っていた。学生達に見送ら

れて、一目散に由を降りた。懐中電灯を持って来

なかったのは誤算であった。

「坪平をへて植林地の急坂にさしかかったとき

に、帰りの遅い私を心配して迎えの学生が登って

きてくれた。思いも寄らなかっただけに、大変う

れしかった。宿舎に着いたときは5時半であった。

山岳マラソンよろしくかけ降りたのである。

重座になって

夕食後、植物について話をしたあと、お茶飲み

会となった。私の学生の時の宿泊実習では（どこ

の大学でもそうだと思うが）、夜は教官と学生と

が和やかに酒を酌み交わし、研究の話や、趣味の

事、はては日常生活に至るまで話に花が咲く。宿

泊実習のもっ意義の一つはここにあると私は信じ

ている。昼間汀を流して調査をしても、夜の冷え

たビールを思うと不思議ともう一頑張りできたも

のだ。そして、実習が終了する頃には教官も学生

も互に気心、をよく知った間柄となっている。決し

て私は呑兵衛ではないが、呑むことも実習のうち

と思い込んでいた。意外なことに動植学院では実



習期間中の学生の飲酒は禁じられている。内緒で

持参した酒をこっそり飲むことも多いという。彼

らは決して高校の修学旅行に来ているのではない。

学生達が少し気の毒になった。その夜はいっにな

く話が弾んでいたようだ。たまたま持ち込んだ標

本用のアルコールや間違って貰ったなぜか泡立ちの

よい麦のジュースはいつの問にか無くなっていた。

翌日も元気に登山

翌日も、再び学生を連れて登った。途中、山で

泊まった学生から調査用貝を受取り、項上手前の

ミズナラの林で調査をしたが、皆熱心に頑張って

いた。この目、川遺先生と私は京都に帰る予定で、

5時にタクシーが宿舎に迎えに来る手はずになっ

ていた。しかし、調査が終わり、シャクヤク沢で

学生達と別れたのが5時で、この日も一気に駆け

降りることになった。宿舎に着いて、急いで帰り

支度を済ませ送ってもらった。はじめは五条に出

るつもりをしていたが、京都に帰るのなら大和ド

市llの方がいいだろうとの運転手さんの勧めに従

うことにした。お陰様で、思いのほか早く京都に

帰ることが出来た。

学生の感想

帰ってから学生に感想を書いてもらった。その

うち、実習地に関するものをいくつか紹介する。

良かった点

＊植物の垂直分布が観察できた。

＊ブナ林がすばらしかった。

＊普段見ない動植物が見られた。

＊サル、シカ、ヤマセミやカワセミを口撃し、

テン、クマ、カモシカの痕跡を確認した。

＊大台ケ原よりも山にいる実感がした。

＊山の高さが丁度良かった。

＊立派な宿舎があった。

悪かった点

＊観察小屋がない。

＊最初の登りがきつかった。

＊赤谷が荒れていて悲しかった。

＊テレメトリーの実習が鉄橋や山や岩のために

うまくいかなかった。

ささやかな原机、

山に登って調香をすると言ったとき、『何で山
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のしまで行って調香をするのか？宿舎の横でやれ

ばいいのでは？』という学生がいた。調査に山歩

きはつきものだと思い込んでいた私にはショック

であった。人手の余り入っていない植生を調べる

には必然的にそのアプローチは難しくなる。交通

の便が悪いことが自然が残っていることにつなが

る場合も多い。頭でわかっていても、実際その場

に直面すると、この様な言葉が「1をっいてでるの

であろう。これは極端な例であるが、便利さ、手

軽さばかりが先行し、安易に調査が行われること

も多い。山の下から見上げて植生図を書いたとい

う話や、自動車に乗りながら調査をした話も聞い

た。この実習の目的には植物に関する知識を身に

つけることがある。しかしそれ以上に、自然と触

れ、自然を正しく理解するにはどうすればよいのか

ということを会得するのも大きなH的だろう。調査

地に車を乗りつけるのではなく、自分の足で登って

調査をする。調査地に行くまでに目を凝らしていれ

ばいろいろなことが見えてくる。この実習での体験

を通じて、学生達が少しでもその辺のことを理解し

てくれればこの実習は大成功だったと思っている。

おわりに

今回、この実習で初めてこの演習林に伺った。

下調べもせず、時間的余裕もなかったために、見

落としたことが多くある。しかし、不十分ながら

も実習地の良さに支えられ、学生の評判もすこぶ

る良く、『もっと早い機会（1年次）にこの実習

があれば良かったのにと……』言うものもいた。

（そうなれば、卒業研究のフィールドとして利用

する学生もいたかもしれない……。）来年伺うと

きには今回の経験をもとに、より充実した野外実

習を行うつもりでいる。そのときはあえて“登山

実習′′　のタイトルをっけようと考えている。

今回の野外実習に当たって、多人数の人体を許

可し、宿泊施設の提供をして下さった奈良教育大

学演習林に心から感謝する次第である。また、北

川尚史教授にはいろいろな手続きにご配慮いただ

いた。前田喜四雄助教授には現地に来ていただき、

指導していただいた。宿泊施設では岸本勇氏にお

世話になった。ここに厚くお礼を申し上げる。

（京都大学生態学研究センター）

（自然と教育、第5号、1992年2月より）



親子で一緒に自然を楽しもう（小3）
子ども達と実習林で過ごした夏休みの2日間

1．実習林の魅力

大学の実習林に足を運び始めたのは、今から約

10年前の大学在学中からである。

その頃はまだ木造で、ごえもん風呂を薪でわか

すのに煙が目に犯みたことをまず思い出す。台所

の流しの下に、マムシがとぐろを巻いていたこと

もあった。綱でおおわれた窓の端にはガやさまざ

まの昆虫の残骸が山のようにたまり、周りの環境

が豊かな昆虫相であることも容易に想像できた。

今は、大塔寮も立て替えられ、あまりにも近代

的になったが、7月に訪れたときには、鉄筋の建

物の裾のコンクリートの所にアオダイショウの脱

け殻があった。長さはゆうに2mはあった。脱け

殻の主もその横で、長々と横たわり、冷たいコン

クリートの上で気持ちよさそうに過ごしていたの

を邪魔したものである。

宿舎の周りですらこうであるからまだまだ周り

にいろんな生き物が普通に見られるすばらしい所

であるには違いない。そして、何よりもすごいの

は実習林が、そこから800mの標高差でどんとそ

びえ、豊かな森林、清らかな渓流と魅力ある自然

美を備えていることである。その中でいろんな生

き物がくらしている。少し急な斜面は、体力を要

するがそれも自然へのアプローチの仕方としてい

い条件になると思う。

この大塔寮、実習林という恵まれた大学環境を

附属小学校の子ども達にも大いに利用させたい、

そういう思いで、夏休みなどに学級行事の場とし

て何度か使わせていただいた。その度々、好評で

あった。

2．3年生は自然が大好き

現在、3年生を担任している。3年では、自分

の身の回り（生活台の）自然（植物や動物）を知

ることを大事にしたい。理科の学習は植物や動物

をとることから始めてきた。はじめはダンゴムシ

だけしか触れなかった子ども達も、いろんな生物

のくらしを学ぶ中で、いろんな生物がいろんなと
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ころで生きていることを知り、ヘビまで触れるよ

うになった子どもも出てきた。

学級で行事をするときは、地域の自然を知るこ

とを人事にしてきたが、10月は「秋の飛火野の自

然と親しもう」というめあてを子ども達が決める

ようになった。奈良公園のイズセンリョウ、レモ

ンエゴマなどの植物やゴホンダイコクコガネ、マ

ダラスズなどの動物探しを楽しんだ。2人の男の

子がゴホンダイコクコガネを見つけ、シカの糞を

食べる虫に、カブトムシよりすごい奴がいるんだ

と喜んでいた。シカの糞と一緒に大事にフィルム

ケースに入れ得意げにみんなに見せていた子ども

の表情が、今も思い出される。

6月には、親も巻き込んで、親子で「モリアオ

ガェルの産卵を見る会」をした。だれも来なけれ

ばひとりでも行くぞと思っていたが、滝のような

雨の夜に50人以上も集まった。池のように水びた

しの飛火野を通り、滝坂の道の近くの池で、5対

のモリアオガェルが産卵するのを見ることができ

た。池にはまったり、大騒ぎしたが、こんなどしゃ

ぶりの車でも、モリアオガェルの産卵のドラマが…

親子で語り合う姿があった。雨の夜の森林を体験

するだけでもよいと思っていたが。

子ども達のくらしの空洞化が問題視されている

が、中学年の活動的な時期、地域の自然に目を向

け、地域の自然を体を適して知ることは、子ども

達のくらしを豊かにする上で大きな意味をもって

いる。

3．親子で自然を楽しむ会をやろう

そんな取り組みの中で、学級のPTA実行委員

のお母さん（松本さん、両「1さん）が、夏休みに

親子で自然を楽しむ会をやろうと、声をかけてく

ださった。親主催でこのような企画をしたのは初

めてである。

夏休みだからふだんよりゆっくり自然の中で過

ごさせたい。子ども達がふだん経験している自然

もいいが、もっと豊かな自然を体験させたい。少



しオーノヾ－だが、人跡未踏の森林、渓流の中でゆっ

くり過ごさせたい。そして、そんな自然の中で親

子がともに過ごして自然を素材に行動や会話をう

んとふくらませたい。そんな思いから『親子で一

緒に自然を楽しもう』の計画が始まった。もちろ

ん、その思いを実現できる大学環境として私が10

年来利用してきた実習林を紹介する。利用にあたっ

ては、学生課の方にも相談にのっていただいた。

4．実習林に62名も大丈夫か

7月8日に案内を始めてもらい、その結果親

（父10人、母14人）24人、学級の子ども22人、兄

弟15人と担任の私の合計62人で行くことになった。

予想を超えた大所帯である。大塔寮の規模を考え

ると、どうして泊まるか（寝るスペースと食事）

が内容以前の課題になる。寝る問題は、幸い前出

先生が生活科で使われるテントを6棟使わせてい

ただけることとなり、これを子ども達22人の寝る

スペースとして確保できたことでなんとかなった。

大塔寮までの足の問題もある。今LロJは親f・でと

いうのが条件だったので、自家用車を13台連ねて

行くことにした。

5．滝のような雨の中を実習林めざして

7クラス親の会の行事、『親子で一緒に自然を

楽しもう』は、8月20日（封から21日仕）の一泊　二日

に行うこととなる。

大学の正門に集合。当日、11台の自動車が並ぶ。

実行委員のお母さんにやたら詳しい道路地図を配っ

てもらい、その通りに、6台ごとのグループで出

発。約1時間半で、吉野川を越えると滝のような

雨に襲われる。これは出だしを挫かれた思いだっ

たが、約3時間で大塔村に到着。雨宿りで大塔寮

で持ってきた弁当を広げることになった。当日は

53人だったが、さすがの研修室も狭く感じた。昼

食後はからっと晴れ上がり、その後2円間は天候

に恵まれることとなる。

スケジュールは、内容を欲張らないことを原則

にした。1日目の目下は、赤谷川での川遊びであ

る。夜には「夜の集い」と祢して、キャンプファ

イアと昆虫のライトトラップ（灯火採集）、星が

見えれば星空観察を予定する。2日目の目玉は、

実習林登山である。寝不足のfども達を想定して

シャクヤク沢が目標であった。
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6．実習林の自然に囲まれ2日間

一日目の川遊びは、川で泳ぐことができれば良

いと考えた。赤谷川では、石を並べて、川の流れ

を変えてダムを作り、子どもの太股辺りまでの深

さのプールを作った。これで活躍したのは他なら

ぬお父さんたちである。川をせきとめる、川で泳

ぐ‥水遊びは、延々と続いた。川の水は15℃ぐら

いである。唇を青くしながらも水から上がろうと

もしないで、いろんなことをした。定期的に休憩

はとったが、チビも達はパワフルである。

少し上流へ移動し、岩場の胸ぐらいの深さのと

ころで、私がいちばん下流に位置しながら、飛込

み合戦。ゴーグルで水中散歩をする子ども達。ア

メノウオが流れに逆らって泳ぐ姿を見っけたり、

カジカガェルのおたまじゃくしをとったりした。

川原では、青い美しい麹を広げて飛ぶカワラバッ

タを追いかけた。カジカガェルの親や色とりどり

のナガレヒキガエルもどんどん見つかった。カジ

カガェルの吸盤を爪につけたりした。意外とナガ

レヒキガェルは大人気であった。ただ、問題だっ

たのはアブである。やたら、襲ってくる。噛まれ

たらたいへんかゆい。子ども達も平均4～5箇所

写真1　川をせきとめて水遊び（赤谷川）

写真2　ナガレヒキガェルを嘘にのせて



やられていた。7月はまだアブも羽化していない

のか出会わなかったが、8月の川原はアブを想定

しておかないといけない。

夜の集いでは、急遽お願いして、実習林の岸本

さんに用意していただいた薪がありがたかった。

パチパチと燃えるスギやヒノキ、そのキャンプファ

イアの火を囲みゲームや花火と楽しく過ごす。

その間に、実習林の壁に自在（3mx4m）を

釣り、300Wの水銀灯で昆虫を集めておく。ヘビ

トンボ、スズメガ、シャクガ、シャチホコガ、ゴ

ミムシ、コガネムシ、アカアシクワガタ、ミヤマ

クワガタ・‥光に集まってきた昆虫を観察する。ガ

が多いのに子ども達もびっくり。ガにもいろんな

色があることを見つけていた。「なぜ、夜に飛ぶ

のに色がいるの？」の質問には閉口する。

肝だめLを赤谷林道でしたあと、いよいよ就寝

の時間になる。テントで初めて寝る子どもも多く

興奮は醒めない。1時間置きに見回りをするはめ

になる。10時ごろ夜空に星が見えはじめ、星空を

観察する。天の川、星座、そして、散在流星が10

個ほどみんなの見ている前で流れる。初めてみる

天の川、流れ星、感動のうずで余計に寝れなくす

る。

子ども達が寝静まったのが12時。毛有を蹴った

りしている子どもを見ながら5時まで見回りを続

けた。何と5時ともなると、子ども達も起き始め

る。私は、全然寝た気もしないまま2LH］を迎え

てしまった。

まずは、実習林の水源地を見に、朝の散歩であ

る。赤谷を林道添いに歩いた。谷に向かって大声

を出すと、やまびこがかえってくる。岩肌で花を

咲かせるイワタバコが美しかった。子ども達は、

水源地の谷の水を飲んで「うまい。」と大喜び。

サワガ二を見っけたりタテハの幼虫も発見する。

大塔寮にもどると、朝食をとり、おにぎりづく

り。自分の昼食は、食べたいだけ自分で作るとい

うのである。それとお茶をリュックにつめ、8：

51に登山開始。先頭を行く私かいちばん足が重い。

100m毎に立てた看板を見っける度に休憩を5分

とる。はじめの200m（600m）までにみんなのび

ていた。スギ林では、チッチゼミの鳴き声が「チッ

チッチッチッ」と淡々と響く。子どもがスギの幹

にカジカガェルのメスを見っける。アカマツのト

ではリスの食痕を探した。この時チッチゼミの終

令幼虫を見つけた女の子もいた。大事にビニール

袋に入れていた。ミズメの樹皮をめくって匂いを

嗅がせると、「サロンパスや。」と楽しむ。「坪平

（9：45）では、すでにぐったりである。

そこからはみんな無言であった。「先生まだ。」

だけがたまに聞こえてくる。800mのベンチ（10：

10）で休憩。お母さんが配ってくれた飴で疲れを

いやす。

トチノキlロ1廊では、登り坂も終わり、元気を取

り戻す。イヌブナやブナの広葉樹の明るい森林を

楽しみながら行けるようになった。伝言ゲームの

ように、自然の発見が伝わってくる。蝋紬上のよ

うなギンリョウソウ。「これ、スミレ」と言って

いた。人肌が美しいヒメシャう、シカの足跡、ト

チノキは「モチモチの末」と知ると「これが国語

で出てきたの。」、「おぼけの末や。」とつぶやきが

もれる。

10：40にシャクヤク沢に出る。ここで谷の水を

飲んでから昼食。5分もしないうちに沢の探険が

始まった。トは滝になっているので下に行かない

ように注意しておく。サワガこ、サンショウウオ

を発見。サンショウウオは取り逃がしたため種類

はわからないが流水の中にいた。さわやかな沢の

風の中で、ゆっくりと過ごした。

12時に卜uJする。途中、ヘビ騒動。一匹は取り

逃がす。坂を下るヘビの速いこと。やっとの思い

でとらえたヘビは小型で、側面に点線のあるヒバ

カリだった。このヘビは実習林では初記録になる。

「そのヘビ、さわりたい。」可愛いヘビはしばらく

子ども達に弄ばれた。卜山中に、あの捕まえてビ

ニール袋に入っていたチッチゼミの幼虫が羽化す

る。蝋細工のようなこのセミは、透明の麹をすっ

かり伸ばし切っていた。この日本でいちばん小さ

いセミが、袋の中で無事に」引ヒしたことは感動的

であった。

7．取り組みを終えて

このように、渓流、森林という実習林の自然の

中で子ども達は、親とともに自然を楽しむことが

できた。

3年生の子ども達にとって、自分たちのくらし

を見通すことはまだ難しい。だから自然との接点

を最優先し、くらしは大人側が見通すということ

にしたことが良かった。
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参加してくださった親の中には、幸いいろんな

業を持っておられる方がいて、大いに援けていた

だいた。大勢の食事の計画、調理は学校給食調理

員のお母さんが、食事の材料の手配は食料品店の

経営のお母さんが、病気・怪我のことは医者のお

父さん・お母さんが、キャンプファイアは図書館

の司書のお母さんが、登山で怪我をした子を運ぶ

のは中学校体育の先／Lのお父さんが、ビデオを取っ

てくださるお父さん、カメラを取ってくださるお

母さんなどスタップにも恵まれていた。子ども達

の影の力として至る所で親の協力がなければでき

なかったことが多かったと思う。

子ども達の「夏休みのとっておきの話（感想）」

に、川で見たおたまじゃくし、きれいな水、川の

水が冷たかったこと、流れ星を見たこと、天の川

を見たこと、テントで寝たこと、800mはしんと

がったこと、ワサビがはえていたこと…が綴られ

ていた。初めて体験したこともある。また来年も

という声も生かしていきたい。

実習林を小学校で利用するには問題点もある。

教師とfども達だけでは、食事の世話は困難であ

る。食事等の応接体制がほしい。そうなると、部

屋が狭いなど施設面での今後の充実を期待したい

ところが出てくる。今は学級単位が限界であるが

学年で行くことができれば、毎年、4年生で行なっ

ている宿泊の集いの場としては新しい取り組みの

内容が作れるのではないかと恩う。子どもの自然

離れが叫ばれる昨今、父母とともに自然と触れ合

う機会が作れたことはうれしいことである。

学校周辺では体験できない実習林の豊かな自然

を、理科教育を軸に小学校でもっと活用できるよ

うにしたいと思う。

写貞3　やっとの思いで到着したシャクヤク沢

（榎高800m）にて
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奈良実習園の作物
－その教材性を中心に－

向　山　玉　雄・田　中　棟　－

この実習園で学ぶ学生は、将来、小・中・高の

教師をめざしているものが大部分である。どの段

階の学校に勤めるにしても、作物（植物）を育て

ることと無関係というわけにはいかない。学級閲

や窓下花壇を子どもといっしょに耕すとき、生活

科や理科の授業での栽培活動、社会科で日本の農

業を教える時、技術・家庭科での栽培や食物を学

習する時など、直接・間接に係わってくる。さら

に全教科がかかわる「環境学習」にも、実習園は

絶好の教材を提供する場でもある。だから，教育

学部が実習園を持っ意味は大きい。さらに、農業・

食料が大きく問題になっている昨今、水田と畑の

広がる農の風景は、農業問題や環境問題を考える

恰好の場を提供してくれる。

ここでは、実習園で栽培している主な作物とそ

の教育的利用の意味を紹介する。

□【稲】空前の大凶作とコメの輸入のダブルパ

ンチで、今年はどコメに対する関心が高

まった年はない。しかし、大学生でもコメのなる

末としての稲をまともに見たことがない人もいる。

実習園に最初にやって来た学生は、広がる水田を

見ながら、はじめて稲・米について総合的な学習をす

る。稲・米を考えることは、日本人の生活を考えるこ

とであり、文化を考える事であり、農業問題を考える

ことであり、環境問題を考えることであることを知

る。今日本人にとって米とは何か、田んぼの広がる

風景はどんな意味をもっか等を考える糸口をつかむ。

稲作りについてのすべての作業を体験すること

はできないが、間柄えや稲刈りの実習をする。そ

の間は毎週生長する稲の様子を観ていくことにな

る。植えたときは2・3本でも収穫期になると数

十本に分けつする。一本の苗から多いときは数千

粒も穫れる、白い花が咲く、受粉は午前中に行わ

れる等、稲という植物に理解を深めていく。

田植え機、コンバイン、一通りの機械も揃って

いる。また、収穫した籾を精米する機械も備えて
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田植え機械の説明を聞く学生たち

いるので、稲っくりから米になるまでの全過程を

体験することが出来る。

生産している主な品種はアスカミノリとヒノヒ

カリであるが、その他品種別栽培田には次のよう

な品種を見本（採種）栽培している。

農林8号、農林22号、農林17号、農林18号、農

林29号、藤坂5号、タチカラ、シラヌィ、セン

ダン、ホウヨク、トワダ、トヨサト、アメリカ

産ドーン、フイリッピン産IR－24

【古代米一赤米と黒米】

江戸時代までは日本でも相当栽培されていた赤

米や窯米を栽培している。これは1986年から栽培

し続けているもので、シコクビエと共に「古代作

物園」を構成する。

赤米は現在多く栽培されている稲に比較して、

草丈が高く1m以上になる。出穂すると褐色をお

び、多くは亡が長いので見て分かる。籾は普通の

稲よりも色が濃く、赤身をおびているが、玄米に

すると普通米と区別がつかないものもある。

赤米はどんな土地でも良く育ち、籾の生命力も

強い。また神事に利用され今口まで伝えられてい

ることから、古代米は赤米であろうと言われてい

るが、当時赤米だけが栽培されていたかどうかは定

かでない。江戸時代赤米は年貢にならなかったとい

われているし、明治以降、米が政府の管理下におか

れてからは、赤米が混じったものは評価が低かった

ので、急速に栽培されなくなったと言われている。



岡山県総社市国司神社赤米－長亡，籾・玄米共に赤み

対馬豆酸多久嘘神社赤米－長だ，籾・玄米共に赤み

種子島赤米－長亡，籾・玄米共に赤み

種子島宝満神社赤米－長已　籾は殆ど赤み無いが玄米には赤み

入唐米－長粒、インディカ系，亡がほとんどない．籾・玄米共赤み

・窯米－中国西安窯米（もち）－インディカ系，長粒，亡無し，玄米黒色

淡山神社黒米（もち）－－ジャポニカ系，籾は暗褐灰色，玄米は色なし

・香り米－ジャポニカ系，香り，籾赤み、玄米は色無し
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【シコクビェ】

明治期までは約10万町歩の作付けがあったとさ

れる「稗」はイネ科ヒエ属であるが、シコクビェ

はヒエ属でなく原型は野生のオヒシバ（チカラシ

バ）とされ、漢字では「竜爪稗」と書く。

稲作以前に食べていたのではないかと言われて

いる古代作物の一種で、環境への適応性が高く、

長期保存がきくということで昔は広く栽培されて

いたようだが、現在では山間部で僅かに栽培され

ている。ネパールの高地では現在も栽培されてい

る。（福田・山本『コメ食の民族誌』中公新書）。

粥やパンとして食用にされたりビールの原料とし

て使われているという。

【麦】

冬の麦踏みが農村風景だったのは昭和の初期ま

でで、今はまったく見られなくなった。従って、

麦を知らない学生も多い。実習園では見本程度の

栽培であるが、小麦粉を使って手打ちうどんつく

り等の実習も行っているので、それに結び付けて

教材にしている。

大麦としては、6条大麦、2条大麦を、小麦と

しては、農林601人農林72号の　二種類を栽培して

いる。

【綿】

アオイ科の繊維作物で一年生草本。日本では昭

和初期までは盛んに栽培されたが、今は殆ど栽培

されなくなっている。しかし、綿は衣料を中心に

我々の生活の中には深く浸透している。

したがって、教材としての綿は重要な教育的価

値をもっている。花の美しさ、色が変化していく

様子、コットンボールの中から白い綿がはじける

ところは興味が持てる。綿の栽培の後「綿繰り機」

等を自作して、繊維をとり、糸から布までの作業

を教材化した学生もいる。

最近は小・中学校で綿を栽培する先生も増えて

きて、時々ある種子の需要に答えている。

実習園で栽培している品種

・陸地綿（Stovir）

・アジア綿（農林3号）

・茶綿

・アジア綿（義県綿）

・陸地綿（Missiel）



学生の作った糸紡ぎ機

【コンニャク】

サトイモ科の多年生草本の糊料作物に分類され

る。インドネシアあたりが原産で、わが国には仏

教伝来と深い関係があるといわれるくらい栽培歴

は古い。経済作物として普及するようになったの

は江戸時代からである。健康食品ブームにのって、

最近また注目されてきた作物である。

実習園では、花壇の一角に植えられていて、6

月になってやっと芽を出す発芽の遅い作物である。

発芽時は竹の子のように円錐形をしているが、や

がて開菓し、一枚の葉のみですごす。4年で花芽

つつけ、翌春開花して一生をおわる。

教育大の学生でコンニャクの木を見たことのあ

る人は少なく、なかには、コンニャクの原料が植

物の球茎であることを知らない人がいて、学生た

ちは大変興味をもっ。
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【ソバ】

作物の分類からいうと「禾穀類」であるが、植物

学上はタデ科で、イネ科の作物などと比較すると形

態等著しく違う。ソバは日本人にとっては愛好者の

多い作物であるが、冷涼な山間部での栽培が多いの

と、年々作付け面積が減ってきているので、見たこ

とのある学生は少ない。本園でも学生が卒論のテー

マにして栽培しているが、土地が肥沃なのと暑さの

ために時期を選ばないと栽培が難しい。収穫のあと

製粉し、ソバを打って食べるところまでやると魅力

的な教材になる。本学では小型の製粉機で製粉して

いる。粉になって出てくる状態により、ふすまの混

じり貝合が色を決めいて、ほんとうの蕎麦粉は真っ

白なことを知ったりして驚いている。

【オオツノゴマ】

ツノゴマ科で中南米原産。大型の哺乳類に付着

して種子を分散させる。若い果実は食用にする。

1988年より栽培している。

オオツノゴマ



【ヘビウリ】

インド原産。薄緑に濃い緑のしま模様が少し入っ

た細長い実。長さが1m以上になる。太いもので

直径5cm、とぐろを巻いて本当のへどのように見

える。見かけは良くないが若い果実を食用にする。

1988年より栽培している。

ヘビウリ　熟すと赤くなる

【サツマイモ】

学生の実習用として、また、幼稚園・保育園の

いも掘に人気がある。主たる品種は「鳴門金時」。

サツマイモは、中国から琉球をへて薩摩の国に

伝えられたことから薩摩芋の名がついたこと、青

木昆陽が幕府に進言し、小石川養生所（植物園）

で育て広め、幾度かの飢饉を救った話など、講義

でなくサツマイモ畑の前で話せるのがよい。

【巨大カボチャ】

アトランチック・ジャイアント。イベント用の

巨大カボチャ。多数の品種がある。お化けカボチャ

ともいわれ、重さ43kgもあるのが収穫できた。

43kgあった巨大カボチャ

【ジャガイモ】

大学の授業が始まる4月には、すでに青々と木

が繁っているので、植えつけの実習には間に合わ
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ないが、生育の過程を観察していく。ナスやトマ

トの第一花房が見られる頃ジャガイモの花が満開

になるので、「ナス科」の花として比較する。気

象条件が良ければ「農林一号」という品種は「実」

をっけるので、これが見られる時は教材としての

ジャガイモの世界がひときわ広がる。

トマトの幼巣に似たジャガイモの果実

【トウモロコシ】

雌花と雄花が違うこと、雌花であるたくさんの

毛が一粒一粒につながっていることを観察すると

学生はびっくりする。収穫してすぐに食べられる

のも教材としては欠かせない。

【藍】

タデ科の一年生草本で、秋、花梗を出し紅色の

小花を穂状につけるが、葉茎を染色に利用する。

本学実習園では、家庭科の染色の研究用に栽培

している。

【落花生】

黄色い花が終わると、子房柄を伸ばして土中で

実をつける過程を観察し落花生の意味を知ったり、

菜が睡眠運動をすることなど興味深い教材として

栽培する。



実習園の疏栽

果菜類として、キュウリ、トマ

ト、ナスを並べて栽培する。花

芽の付き万の法則を比較しなが

ら観察できる。トマトの花はすべて同じ方向に咲

いて着花すること、ナスの花は雌しべが雄しべよ

りも長く立派でないと着果が良くないこと、キュ

ウリは花芽形成の後の環境により雌雄どちらにな

るか決まることなど、おどろきながら学ぶ学生が

多い。

その他、タマネギ、アスパラガスなど栽培して

いる。

約7アールに梨、桃、梅、柿を数本ずつ

教材用として栽培している。

キノコ類

【ヒラタケ】

原木の種類は多く、一般に材質が

柔らかく、雑木類が適当。種菌の最

適期は、秋10月～翌春5月までに植付けたものは、

秋10月～11月から茸が発生する。園では1986年か

ら栽培している。

密集して発生するヒラタケ

【シイタケ】

原木の種類は一般に材質が硬いもの。クヌギ材

が最もよいが、コナラ、クリなどにも発生する。

種菌の最適期は2月～4月まで。翌年の秋から収

穫できる。

革花瓶

学校で多く教材に利用されるアサガ

オや風船カズラ等を実習用に鉢栽培し

ているが、他に宿根、球根、一・一．年

草を多く栽培している。また、バラ、ボタン、シャ
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クヤクなど、日本人の好む伝統的な花木類等も栽

培している。

奈良実習園には0．7aの温室及び0．9a

パンライトハウスをもっている。

ハウスは主として果菜類の育苗に利用

されている。ナス、トマト、キュウリ、カボチャ、

ピーマン、トウガラシなど、毎年3，000本近い苗

を育て、地域の人々に分けている。良市として評

判が高く、毎年当日は朝早くから列ができる。

温室は自動スプリンクラーなどの設備を備えて

いる。経費節減のため、冬の暖房は5℃を卜回ら

ない範囲で行っているので、高温を必要とする熱

帯植物は栽培していない。

シャコバサボテン、ホンコンカポック、カトレ

ア、シンビジウム、デンドロビウム、サンセベリア、

アナナス、ペコニア、インドゴム、ブーゲンビリアな

ど、約100品種の園芸植物を栽培している。

＊　　＊　　＊　　＊　　＊

この実習園で作物を育てる態度は、それぞれの

作物の持っている性質・特性を最大限に生かした

育て方をすることである。先ず、作物の生態・性

質を研究する。その生態に合わせた手入れをして

いく。自然的栽培の典型的な方法を学んでいる。

この栽培法では、環境教育の視点が自然な形で学

んでいける。

作物を育てること／それは作物と向き合うこと

作物を手入れすること／それは作物とつき合うこと

作物を収穫すること／それは自然の恵みを感ずること

自然を感ずること／それは地球環境を考えること

作物を育てること／それは環境教育の原点



奈良実習園の動物

実習園は教育大学構内より700m南にあり、構

内ともども大和盆地の北東部に位置する。

現在の自然環境は前項より明らかなように、い

わゆる普通の作物を作る出畑の他に、小さな樹木

園や園芸植物園、水生植物を育てる池があり、小

さいながら温室もある。

地形的には高円山と鉢伏のLhの間を流れて平地

部に出てくる岩井川の扇状地の中央部にあたる。

したがって、東から西に向かって少しずっ下る傾

斜地にあり、周囲にはだんだん田畑が広がってい

る。南端にはその岩井川が流れており、西側には

ため池が接している。また、二次林からなる‥L麓

からは、500mぐらい離れている。

このような環境は基本的には大学構内と同じで

あろう。異なる点は大学の近くには高円山の他、

照真樹の原始林からなる春日山が存在すること、

大学構内は住宅地が周りを取り岡んでいることぐ

らいであろう。したがって、実習園で見られる動

物は、大学構内におけるように調査が進んでいな

いが、ほとんど同じようなものであろうと思われ

る。そこで、ここでは大学構内で調べられた動物

調香の結果をふまえて、推定を交えながら実習園

に生息する、あるいは／主息するであろう動物を紹

介する。

大型であり、我われの仲間である晒乳動物から

みると、まずタヌキがあげられる。大学構内への
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前　田　喜四雄

出没状況、実習園の周辺の環境からすると、おそ

らく時々はタヌキも出入りしていることが推定さ

れる。続いてイタチの仲間であるが、これは何回

も目撃されており、建物に侵入した個体を捕獲し

て調べたことがある。大和高原に生息するホンド

イタチとは異なり、チョウセンイタチであった。

一方、大学構内にはテンが生息しているが、これ

はどちらかというと、奈良公園を中心にして生息

域を広げているようである。したがって、シカと

もどもここまで来ることはない。あるいは今のと

ころないようである。ノウサギはたまに来ている

可能性はある。

小型の晒乳動物として、モグラがいる。これは

コウベモグラという種である。また、この仲間で

あり、小型で真っ黒の体毛をもっヒミズという小

型モグラも確認されている。ネズミの仲間では草

食であり、畑の野菜も食べるバクネズミというノ

ネズミが／L息しているが、今のところ個体数は多

くなく、被害はみられない。大学構内や周辺には

アブラコウモリが夕方から夜にかけて飛翔し昆虫

類を捕食しており、実習園でもこのコウモリが夜

に昆虫類を捕り、昆虫類の個体数調節に一役かっ

ているはずであるが、まだ確認されていない。

鳥類については、大学構内でもよく調べられて

おらず、現在のところ40種が確認されているだけ

である。実習園ではキジ、ケリ、モズ、ヒノヾリが



営巣していたという観察があるだけであるが、普

通の里山の種は生息しているはずであり、今後の

調査によって大学構内と同じくらいの種が確認さ

れるであろう。

爬虫類は大学構内からアオダイショウ、シマヘ

ビ、ヤマカガシ、ヒノヾカリ、ヤモリ、カナヘビ、

トカゲが知られているので、実習園もまったく同

じ、あるいはさらにジムグリなどの動物がいるも

のと考えられる。なお、ここは南に川や西にため

池があるため、カメの仲間が時々園内にも侵入す

るものと思われるが、今のところ情報はない。

両生類はトノサマガェル、ヌマガェル、ウシガ

エル、ニホンアマがェルが確認されているが、他

にもシュレーゲルアマガェルなどが生息している

可能性がある。

魚類は南端の境界になっている岩井川で、カワ

ムツとヨシノポリが見っかっているが、他にもド

ンコ、ドジョウ、フナなどがいるはずである。

無脊椎動物は多種多様の動物がいるはずであり、

これから調べてリストを作らねばならない。した

がって、ここでは大学構内での調査から一部を取

り上げる。

鳴く虫はキリギリスの仲間ではキリギリスを始

アブラゼミのぬけ穀

め、ウマオィ、ヒメギス、クサキリなど9種、コ

オロギの仲間ではスズムシ、マツムシ、カンタン、

カネタタキ、エンマコオロギ、ツヅレサセコオロ

ギ、アオマツムシなど15種、合計24種が4月の初

めから11月の終わりごろまで構内で鳴いているこ

とが知られる。
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チョウ類はアゲハチョウ科6種、シロチョウ科

5種、ヒカゲチョウ科5種、タテハチョウ科11種、

テングチョウ科1種、マグラチョウ科1種、シジ

ミチョウ科7種、セセリチョウ科4種、合計40種

が構内から知られている。

トンボ類は断片的に集まった情報によれば、オ

ニヤンマ、クロスジギンヤンマなどなじみのヤン

マ類の他、カトリヤンマ、ヤブヤンマ、また、もっ

とも身近なトンボであるシオカラトンボを始め、

飛びかたがすばやくてなかなか捕まらなかったコ

シアキトンボ、チョウのようにひらひら飛ぶチョ

ウトンボ、いわゆる赤とんぼの仲間であるアキア

カネやノシメトンボ、ホソミオツネントンボなど、

合計14種が構内から確認されている。なお、この

中に含まれているバネビロエゾトンボは奈良県か

らの初記録であった。一方、実習園からは水生植

物の池の周りからアジアイトトンボとアオモンイ

トトンボが知られるだけであるが、南に岩井川、

東にため池があるので、少なくとも構内と同じく

らい、あるいはもっと多くのトンボが生息してい

ることが考えられる。

セミ類はアブラゼミ、クマゼミ、ニイニイゼミ、

ヒグラシ、ツクックホウシ、ミンミンゼミの鳴き

声が構内で聞き取られている。

アリ類は我われの周辺に普通に生息する中型の

クロヤマアリ、小型のやや色のうすい種であるト

ビイロシワアリ、大型のクロオオアリなど、16種

が構内から知られている。



大学本部構内と奈良実習園の珍しい植物

北　川　尚　史

ヤセウツボ　Orobancheminor（ハマウツボ科）

この奇妙な名前の植物は成長に必要な養分をす

べて宿Lに頼っている、いわゆる仝寄生植物であ

る。自らは光合成を行わず、葉緑素を欠き、柔は

退化している。主としてマメ科の植物に寄／主する

が、とくにアカツメクサ（レッド・クローバー）

を好む。青々したアカツメクサの間に棒を立てた

ように生えている姿はいかにも異様であり、一見、

生きた植物とは思えない。

ヤセウツボは帰化植物であり、欧米に広く分布

し、牧草地に多いが、日本ではごく稀である。昭

和12年にはじめて関東から報告されて以来、日本

における既知の産地はまだごく少数である。関西

での既知の産地は長らく本学構内だけであったが、

最近、その近傍（高「lmi周遊道路と大和郡山市）

で見っかっている。おそらく、本学の植物体の種

子がなんらかの手段で散布して分布域を広げたの

であろう。関東の既知の産地（数か所）と奈良と

の中間地域からはほとんど記録がないないので、

関東のものと奈良のものとは異なるルートで外国

から別々に入ったと思われる。

敷

遜

愚

遼

溜

晋

温

漸

儲

甜

膵

朝

風

区ロ　ヤセウツボ

高さ、約30cm、葉が退化し、枝も出さない。

花をっけている。（画：豊田　好美）
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本学では私が赴任した昭和38年にすでに生えて

いた。おそらく、戦後、現在の本学の敷地を米軍

が接収していた時代に、外国からの物資に紛れて

種子が入りこんで発芽し、キャンプ［ノ加こ定着した

のであろう。旧校舎の体育研究室の周辺（現在の

音楽棟の付近）に多かったが、新校舎の建設工事

により、その部分の群落はほとんど消失した。現

在、講堂の建っている場所の付近にも、かっては、

かなり多く生えていたが現在は見当たらない。し

かし、現在も本学構l軸こ広く分布しており、特に、

図書館の周辺、講義棟の南、山1日ホールの西、附

属幼稚園などに多く見られる。

ウマノスズクサ　Aristolochia dcbilis（ウマ

ノスズクサ科）

教育1二学センターから技術棟にかけて、北側の

上手にウマノスズクサが点々と生えている。多年

／主の蔓植物で、同じ十手に多いセイタカアワダチ

ソウやススキに絡んで成長するが、冬には地上部

が枯れる。果実が割れて、ぶら上がり、馬の首に

つける鈴のような形になるのでその名がある。

ウマノスズクサ属の植物は世界に広く分有し、

その奇妙な受粉の方法が古くからよく知られてい

る。花はラッノヾ状の特異な形状をなしているため、

ヨーロッパでは、この属の植物を「オランダ人の

パイプ」と呼ぶ。その花はハエを引きつけて受粉

を行なう。、、ラッパ〟　の人目から奥に入ったハエ

は、途中の筒状の部分に卜向きの硬い毛が生えて

いるため、いったん入ると出られず、花の基部の

ふくらみの部分に捕らえられる。

ところで、ウマノスズクサ属の花では、雌しべ

は雄しべよりも先に熟す。したがって、もし捕ら

えられたハエが別の花の花粉を体に付けていれば、

狭い場所でもがくので他家受粉が確実に起こる。

受粉が終わっても、ハエは雄しべが熟すまで中

に閉じ込められる。雄しべの動が割れて、ハエが

花粉まみれになった時点で筒部の毛が萎れる。そ

して、ハエはようやく解放されて、その花から逃



げ出す。体に多量の花粉を付けたハエはふたたび

別の花に捕らえられて、そこでまた受粉が起こる。

ウマノスズクサはジャコウアゲハというチョウ

の食草である。そのため、この植物の上をジャコ

ウアゲハが飛ぶ。ウマノスズクサは比較的小さく

て口立たない植物であるが、その上に舞うジャコ

ウアゲハによってその存在が分かる。ウマノスズ

クサを見つけるためには、ジャコウアゲハを探す

のが手っ取り早いのである。

ナラヤ工ザクラ　Prunusleveilleana cv

Nara－Zakura（バラ科）

平安時代に「いにLへの奈良の都の八重桜けふ

九重に匂ひぬるかな」と歌われ、古くから知られ

ている奈良八重桜が、数多くあるヤエザクラの中

のどれであるかば長らく疑問であった。東京帝同

大学の教授で、サクラ研究の第一人者、二好学は

大止11年の春に奈良を訪れ、奈良市雄司町の知足

院に彼自身がいまだ見たことのない、可憐な花を

つけたヤエザクラを見っけた。古文献などを参照

してそのサクラこそ、古くから知られている奈良

八重桜であると結論し、古代の桜という意味の

Prunusantiquaという学名の新種を発表した。

また、知足院のその木は三好の発案で大正12年に

回の天然紀念物に指定された。その後、このサク

ラに対して、さまざまな学名が提唱されているか、

最近は、一般に、カスミザクラの園芸品種と見な

し、上記のものを使う。なお、このサクラは本学

の前身の奈良師範学校の校庭にもあったが、その

木は現在も県庁東側の駐車場の　一角に健在である。

ナラヤエザクラ（ナラノヤエザクラ）はソメイ

ヨシノに約1か月後れて、ゴールデンウィークの

頃に満開となる。通常の里桜系のヤエザクラと異

なり、花が小さく（花径は約2．2cIn）、花弁は少な

い（平均で約30枚）ので清楚な印象を受ける。秋

の紅葉も見事であり、奈良付近では他のどのサク

ラよりも鮮やかな、滴るような緋色に染まる。通

常のヤエザクラと異なり、かなりよく結実するの

で種子で殖やすことが可能であるが、あいにく、

その実生の大部分は親と異なる形質を示す。挿し

木も難しく、親と同じものをっくるために、通常、

接ぎ木によって増殖される（最近、特定の植物ホ

ルモンを含む培地に冬芽を培養することによって、

試験管の中で多数の幼植物を得るバイオテクノロ
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ジーの技術が奈良県林業試験場で開発された）。

ナラヤエザクラは奈良の県花に選ばれ、現在は

かなり普及し、奈良公園一帯にも多数植えられて

いる。本学でも、学生会館の周辺、美術棟の北側、

理科1号棟の南側、附属小学校の北側の上手（約

20本）などに生えている。特に、学生会館の北側

の1本は佐野藤右衛Plj氏から譲り受けたもので、

知足院の名木の枝をオオシマザクラに接ぎ木をし

た由緒正しいものであると故平田善文先生から伺っ

たことがある。なお、佐野氏は京都の著名な園芸

家で、親子二代にわたって、全国からサクラの品

種を蒐集し、サクラの系統保存で顕著な功績をあ

げた。佐野座右衛門氏は196川三に『桜』という豪

華な図譜を出版した。

カツラ　Cercidiphyllumjaponicum（かノラ科）

理科1号棟の南側（私の研究室の窓際）に1本

のカツラ（梓）が生えている。私が1973年5月14

日に兵庫県宍粟郡波賀町音水（オンズイ）の国有

林で採った芽生えを捕えたものである。21年を経

て、すでにかなりの大木になり、これまでに何度

も枝を払ったが、それでも枝先は3階の屋上に達

する勢いであり、1994年6月現在、樹幹の根元の

周囲は124cm、胸高直径（長径）は30cm、その周

囲は93cmである。カツラは雌雄異株であるが、ま

だ花をっけないので、その雌雄は分からない。落

葉性であるため、夏にはL」陰をつくるが、冬には

日差しを遮らず、窓際に植えるのに恰好の樹木で

ある。もっとも、成長がはやく大木になるためで

あろう、「カツラを屋敷に植えるな」という言い

伝えが各地にある。

カツラは一般の樹木と異なり、梢だけでなく、

太い枝からも毎年、新しい柴が出る性質があり、

無数の小さな丸い葉がこんもりとした樹冠をっく

る。早春に小さな飴色の葉が次第に展開する様子

は、いかにも可愛らしく、秋の黄柴もまた実に美

しい。元来、温帯林を構成する樹木で、冷涼の地

に多い。カツラの木の下を掘れば水が湧き出ると

いわれるほど、水を好む樹木であり、通常、深山

幽谷に野生する。西日本の市街地で見かけること

は稀である。

カツラは、類縁関係のはっきりしない、系統的

に孤立した原始的な被子植物であり、学術的にも

たいへん貴重である。カツラ科はカツラ属のみか



らなり、カツラ属はわずかに2種を合み、カツラ

とヒロバカツラの2種が日本に産し、カツラの変

種が中国に分布している。つまり、1科1属2種

から構成される、第三紀起源の古い植物群であり、

極東に遺存分存しているのである。

形態学仁畑こも面白く、仮輔分枝、良枝と短枝な

どの教材として適切であり、私は授業のデモント

レーション用にしばしばこのカツラの枝を伐り取っ

て教室へ持って行く。また、その材は均質である

ため実用価値が高く、家冥、将棋盤・碁盤、仏像

などの用材となる。柴は乾燥すると、よい香りが

するので、粉にして抹香をっくる。

ヤマブシタケIlerleiurnerinaceum（サンゴ

バリタケ科）

通常のキノコと見かけはまったく異なり、傘と

柄が分化せず、大きな塊状で（大きなものでは人

の頭ほどになる）、表面に無数の柔らかい針状の

毛をそなえる。そのため、ハリセンボンともいい、

中国では根痛（猿の頭の意）という。はじめは白

色、のちに黄色みを帯びる。

食用になるが、肉がよくしまって内部まで充実

しているので、食べごたえがある。煮っけや吸い

物にしてもよいが、さっと茹でて、酢の物にした

り、わさび醤油で食べると美味である。

ナう、カシなどの広葉樹の立木に生えるが、本

学では附属図書館の北側に植わっている2本のシ

ラカシに毎年、晩秋に発生する（大学祭のころに

収穫できる）。なお、このシラカシは橿原市の天

香具山から運んできた由緒正しい樹木であるとい

う（故平田善文先生の話）。しかし、上地が合わ

ないのであろうか、2本ともに成長が悪く、樹幹

の芯の部分が腐朽し、その部分にヤマブシタケが

発生するのである。

l奈良実習園」

ウオトリギ　Grewia biflora（シナノキ科）

自然環境教育センター奈良実習園の花木園に植

わっている。6月卜刊から7月にかけて花が咲く。

ウオトリギはシナノキ科の潅木で、朝鮮・中国原産

の植物である。実習園のウオトリギは1974年に京都

教育大学から苗木をもらってきて植えたものである。

87

ウオトリギは日本では稀に栽培される珍しい樹

木で、一般の図鑑類には載っていない。葉は左右

が少し非相称で、ちょっとェノキの柴に似ている

が、裏面に星状毛が密生している（表面にも葉脈

の沿って星状毛が少し生えている）。花弁がごく

小さくて目立たないので、がく片が一見、花弁の

ように見える。かく片は5枚で、表側が「つ緑色、

裏が淡緑色である。花弁は小さく、5枚で、基部

がふくれて内側にたっぷりと蜜を蓄えている。雄

しべは黄色く、多数（100本以上）が1本の雌し

べの回りに集まって、よく日立っ。

カンレンポク　eamptoOIPeaaC－umlnata（ヌ

マミズキ科）

中国の中南部原産の落葉高木。中国では街路樹

や公園木として植栽される。しかし、日本では稀

に植物園で見かけるが、一般にはほとんど値えら

れていない。本学では実習園の花木園に1本、植

えられている。成長がよく、毎年、花が咲き、実

がなる。この木は1974年に京都教育大学から苗木

を譲ってもらったものである。

花は単性（雌雄が別）で、それぞれが多数集まっ

て、球状の花序をなす。果実も多数集まって、金

平糖状の面白い形となる。成熟すると個々の果実

はばらばらになり、風に乗って飛散する。カンプ

トテシンというアルカロイドを合有し、制癌作用

があり、中国では、根や果実を各種の癌の薬とし

て用いるという。

カンレンボク（早蓮木）は中国の昔の木草書に

図2　カンレンポクの枝

集合架をっけている。（面・豊口1好美）



出ている古い名前であり、現代の中国名は喜樹で

ある。そのため、この木は、その名にちなみ、喜

寿の祝いに贈ると喜ばれるという。

シシンラン　Lysionotus pauciflorus（イワ

タバコ科）

実習園の温室にシシン．ランを育てている。蘭と

いう名がついているが、ラン科ではなく、イワタ

バコ科の珍しい着生植物である。吉野郡上北山村

中橡の水分神社境内に自生するシシンランの群落

は国の天然記念物に指定されている。

1987年10月24日に奈良県土木部道路建設課の職

員で上北山村に在住の大庭鎮顕氏の来訪を受けた。

氏は学生時代からシシンランの生態を研究してお

り、この珍しい植物についてたいへん詳しい。氏

の話によると、上」ヒ両村小谷（河合の北西の谷）

のアカガシに多数のシシンランが着生していたが、

そのアカガシが、一週間前の台風で倒れたという

（10月16日の夜’陶、ら翌日の午前中にかけて奈良

市内でも強い風が吹き、本学でも文科棟の北側の

1本のポプラが倒れた）。倒れたアカがシに着生

していたシシンランは、そのままでは枯死するの

で、なんとか大学で育ててほしいと持ってきたの

である。果実を付けた立派な標本なので、その一

部は押し葉標本にして、大学の標本室と大阪市立

自然史博物館に収納した。残りは実習園へ持って

行き、技官の「l伸棟一氏に託して、温室で育てて

もらうことにした。本来は着生植物なので鉢植え

では難しく、1994年6月現在、ほとんど消えてし

まい、わずかに数個体の倭小な植物体が残ってい

る。

シシンランは近畿地方から四国、九州、奄美大

島に分布する、ごく稀な植物である。天然記念物

に指定された上北山村は当初、この植物の分布の

北限地と見なされていた。しかし、その後、京都

府などでも発見されている。指定地の水分神社境

内の群落は大切にされているが、勢いが悪く、現

在、ごく少数の個体が残っているにすぎない。

赤米　Oryzasativa（イネ科）

赤米は古代の作物である。すでに天平時代のtl！

文書に赤米の記事が出ており、また、近年、平城

宮跡などから、赤米と書かれた木簡が出土してい

る。したがって、奈良時代にはかなりの規模で栽

培されていたと見なされる。しかし、その後、人々

の嗜好は白米に移り、赤米はアズキを入れて炊く

「赤飯」として名残りを止めるに至った。そして、

ジャポニカ型（米粒の短い型）の赤米の品種は、

ごく最近まで、鹿児島県種子島の宝満神社、長崎

県対馬の多久頭魂（たくずたま）神社、および岡

山県総社市の国司神社の三つの神社に細々と伝承

され、神事用にわずかに栽培されているにすぎな

かった。

ところが、最近の古代史ブームに乗って、赤米

への関心が高まり、各地で栽培が試みられている。

奈良市内にも、天平時代の料理を再現し、赤米な

どを「古代食」として売り出しているホテルがあ

る。また、赤米から酒をっくる試みも行われてい

る。

現在、各地で栽培されている赤米はL記の神社

から逸出したもの、あるいは近年に外国から入っ

たものである。実習園では、上記の二神社の赤米

を入手して、1986年から栽培している。

古くから継承されてきたと見なされる、L記の

三神社の赤米はいずれも、丈が高く、施肥を行う

と1．5m以Lにもなり、成熟までに倒伏すること

が多い（最近、栽培されている普通の稲は、倒伏

しないように、できるだけ丈の低くする方向に改

良されてきた品種である）。また、その穂に長い

亡が存在することも朗著な特徴である。

写真1　赤米

長崎県対馬に伝わる占占種を実習園で栽培したもの。

シコクビ工　Eleusinecoracana（イネ科）

ヒエ（稗）という名がついているが、ヒエ属

（Echinochloa）ではなく、雑草のオヒシバ（Eleu

sineindica）に近縁の原始的な作物である。以

前は、シコクビェはインドが原産であり、オヒシ
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バに由来する栽培柄物であるとみなし、オヒシバ

の亜種または変種として扱うことが多かった。し

かし、近年、シコクビェとその近縁種の細胞遺伝

学的研究が進み、それらの問の類縁関係がかなり

明確になってきた。そして、その研究によって、

シコクビ工はオヒシバに由来したのではなく、ア

フリカ産の　Eleusineafricanaから生じた栽培

植物であるという見解が有力になった。

アフリカ原産のシコクビェがいっどのような経

路でわが国に伝来したかについては不明である。

この作物について、日本では古い記録がなく、現

在のところ考古学的資料も得られていない。しか

し、さまざまな状況証拠に基づいて、稲作以前の

縄文時代に焼畑農業の作物として利用していたと

推定する専門家もいる。

シコクビ工は現在でもインドやアフリカでは大

規模に栽培されているが、日本では少数の山間僻

地にわずかに残っているにすぎない。さいわい、

吉野郡大塔村篠原の数軒の農家が種継ぎ用に細々

と栽培を続けているいるので、実習園では1986年

に同地の和泉安恭氏から種子を入手し、以来、同

園の「古代作物固」で栽培している。この珍しい

シコクビェの栽培法については、かつての附属農

場・演習林の広報誌『自然と教育』第1号に田中

棟一一氏が書いている。

シコクビ工は通常の穀物と異なり、収穫後、良

い年月を経ても、品質が劣化しないという特性を

もっているので凶r目こ備える保存用の作物として

適当である。

シシンデン　B10ta Orientalis var．ericoides

（ヒノキ科）

奈良実習園にシシンデン（紫忌殿）という、た

いへん珍しい裸子植物が植わっている。高さが50

cInほどの小さな木である。スギの木の下の日陰に

／主えているためか、あまり元気がなく、1994年6

月27円現在、枝の一部は枯れている。この木は以

前に奈良市の村上種苗店から入手したものだが、

それ以上、詳しいことは分からない。

シシンデンはめったにない園芸植物であり、た

いていの図鑑類は扱っていない。最近、出版され

た『園芸植物大辞典』（小学館）にも載っていな

い。『牧野新H本植物図鑑』（北隆館）には載って

おり、「極めてまれに栽培されている常緑の針葉
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低木、性質が弱く育てにくい」と説明されている。

シシンデンはかつてヒノキの園芸品種と見なさ

れていたが、牧野富太郎が研究して、この植物が

既知の属とは異なると考えて、Shishindeniaと

いう新属を記載し、その学名にS．ericoidesを当

てた。現在はコノテガシワの変種と見なされてい

るが、見かけはヒノキやコノテガシワとずいぶん

異なっている。奈良実習園のこの貴重なシシンデ

ンが枯れないことを願っている。

マッハラン　Psilotumnudum（マッハラン科）

実習園の温室で栽培しているマツノヾランは原始

的なシダ植物であり、系統的に重要な位置を占め、

教材として貴重な植物である。この種は世界の熱

図3　マツノヾラン

実習園の温室内で栽培しているもの。胞子嚢を

つけている。高さ約15cm。（画：豊田　好美）

音から亜熱帯にかけて広く分布し、日本では関東

以南の太平洋沿岸地域に成育している。本州では

既知の産地で次第に失われている。相国や九州の

南部でもかなり稀であるが、屋久島にはやや普通

に産し、通常、樹幹に着生する。奈良県では、戦

前に春日山から記録されたことがあるが、その後、

春日山では見っかっておらず、絶滅したと見なさ

れている（数年前に、意外にも、大学に近い、高

畑の民家の石垣に野生している個体が発見された）。

栽培は比較的容易であり、江戸時代にはさまざ

まな園芸品種がつくられ、盆栽として鉢植えにさ

れた。緑色の軸だけからなる、きわめて単純な形



態のマッハランは、盆栽の素材としての極致であ

り、その道の奥義をきわめた玄人が好む傾向があ

る。

実習園で栽培しているマッハランは1986年に京

大理学部植物学教室から教材用として貫ってきた

ものである。最初の1年間は成長が悪かったが、

現在は元気に育ち、胞子嚢をつけている個体もあ

る。これは、もともと屋久島産の野生のものを植

えたのであり、珍しい園芸品種ではないので盆戯

としての価値は乏しい。

マッハランは通常の植物と異なって、植物体は

茎だけからなり、椴も葉も分化していない。文字

通り“根も柴もない”種物なのである。茎は直立

する地上茎と旬包する地下茎からなり、どちらも

二又分枝を行う（茎は二つ‾‾∴つに分かれるので主

軸と枝の関係ができない）。この植物は古生代の

下部デボン紀（4億数千万年前）の地層から発掘

されるライニア（Rhynia）という百名な化石植

物によく似ており、現生のすべての維管束植物

（シダ植物と種子植物）の中で最も原始的と見な

されている。
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大学構内の四季

動植物の季節的な移り変わりは年によってかな

り異なっている。さらに、同一年でも個体問に多

少とも変異がある。以下には過去の記録を勘案し

て標準的なデータを記した。

春（3月～5月）

肌寒い早春の3月上旬には構内の大部分の落葉

樹はまだ芽が出さず東条としているが、ウメやツ

バキやアセビが花を咲かせている。附属小学校の

グランドの東北に植わっている3本のカンザクラ

（寒桜）がソメイヨシノに3週間はど先立って3

月の10日過ぎから咲き始める。各所の1二手にはツ

クシが出ている。生物学教室南側のアンズやスモ

モ、附属幼椎園のユスラウメが咲き始めるのもこ

の頃である。シダレヤナギが芽をふいて、その枝

がかすかに萌蓑色を帯びる。いわゆる柳煙である。

そして、学内のあちこちに植わっているジンチョ

ウゲの花が廿い香りを漂わせる。

附属小学校のグラウンドの西側に植わっている

一一一重咲きのキョウチクトウの花はよく結実するが、

鉛筆を判り小さくしたような形の果実がこの季

節に縦裂する。そして、たくさんの長毛をそなえ

た種子が風に吹き飛ばされて散布する。スギの花

写頁1　吉備塚のクヌギ
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粉が散り始めるのもこの頃であり、花粉症の人た

ちにとってしばらく辛い季節が続く。

草は樹木に比して季節の訪れが早く、ナズナ、

ハコベ、ホトケノザ、オドリコソウ、オオイヌノ

フグリ、キュウリグサ、ノゲシ、タンポポ（セイ

ヨウタンポポ、カンサイタンポポ）など、多くの

春の雑草は3月上旬にはすでに花を咲かせている

（これらの植物の花は2月の項で述べたように、

少数ながら冬から咲いている）。

3月の半ばには、クヌギの雄花序が伸長して目

立ち、葉芽も伸び出して、梢が飴色を帯びてくる。

クヌギのように、風媒性の落葉樹の多くは葉が出

るl軸こ花が咲き、まだ柴の繁らない風通しのよい

時期に花粉が飛ぶ仕組みになっている。

3月トー旬になると、ユキヤナギが煙るような小

さな白い花を咲かせる。ハクモクレンの大きなlつ

い花が、ビロードのように柔らかい毛の密生した

包葉を脱ぎ捨て、一一一斉に北の方角に反って咲く。

レンギョウ（シナレンギョウ）の黄色い花が群がっ

て、こぼれるように咲く。サクラ（ソメイヨシノ、

ヤマザクラ）が咲き始めるのもこの季節である。

すこし遅れてモモの花が咲く。

ヒヨドリは年巾、構内で見かけるが、とくに冬

から春にかけて目立ち、この季節にはツバキやア

ンズやサクラの蜜を吸う。かなり大きいこの鳥は蜜

を吸うというより花を食い荒らすといった感がある。

4月に入り、陽春の季節を迎えると、構内の植

物は急速に賑やかになる。サクラ（ソメイヨシノ）

が満開になるのは入学式の前後である。ヤマザク

ラもほぼ同時に満開になる。附属小学校（養護学

級）の北側などに生えている古木はヤマザクラで

ある。ヤマザクラはソメイヨシノに比して花が疎

らで、花の時期に赤みを帯びた葉が出るので、両

者の識別は容易である。ソメイヨシノは附属小学

校グラウンド東側の緩やかな斜面に生えたものが

いちばん優美である。ここには樹幹にウメノキゴ

ケが生えて古色を帯びた、いかにも貫線のある老

木が多い。天気がよければ、この場所の万柴の桜



写真2　　大学構内の4種のサクラ標本

左上　　ソメイヨシノ

左下　　カンザクラ

の下で幾組もの花見の宴が開かれるであろう。大

講義室の南の、建物に囲まれた狭い空間にも、ソ

メイヨシノの見事な老木が立っている。

ソメイヨシノの満開時は年によってかなり大き

く異なっている。私は、生物学教室の北側に生え

ている特定の1本を基準にして毎年の記録をとっ

ている。それによれば、学内のソメイヨシノの満

開の時期は、4月5～6日（1988年）、4月13～1

4日（1989年）、4月3～4日（1990年）、4月8

～9日（1991年）、4月4～6日（1992年）、4月

14～15日（1993年）、4月8～10日（1994年）で
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右上　　ヤマザクラ

右下　　ナラノヤエザクラ

あった。

ソメイヨシノやヤマザクラから少し遅れてオオ

シマザクラの花が咲く。オオシマザクラは附属図

書館の玄関の付近や講義棟前の広場などに植わっ

ている。花が大きく純白で、葉が緑色で赤みを帯

びないので容易に識別できる。オオシマザクラは

本来、野生種であるので、よく結実し、たくさん

のさくらんぼができる。正門の近くに植わってい

るヤエペニシダレ（八重紅枝垂れ）が咲くのもこ

の季節であり、ソメイヨシノの満開時から1週間

はど後に満開になる。このシダレサクラはまだ若



いが、近年、枝振りがよくなり、将来が楽しみな

木である。

4月の中旬にはクスノキが新芽を出し、古い葉

が落ち始める。クスノキは常緑樹であるが、新し

い葉が出揃ってから、古い柴が一斉に落ちる性質

がある。ナノハナやダイコンの花が咲く畑にはモ

ンキチョウやモンシロチョウが舞う。朝早く大学

に来れば、ウグイスの鳴き声を聞けるのもこの季

節である。図書館の裏のモクレン（シモクレン）

の花が咲く。

エノキの花が咲くのも4月中旬である。この季

節にはエノキの菓はまだ目だたず、小さな花が無

数に咲き、遠目にも樹冠全体がもやもやと霞んだ

ように黄色っぽく見える。黄砂の現象が見られる

のは春のこの季節に多い。中国大陸の奥地から遥々

と運ばれてきた黄土の微粒子によって、空がかす

かに藁色みを帯び、春日山や高円山が霞んで見える。

ソメイヨシノに約半月遅れて、4月中旬から下

旬にかけて八重咲きのサトザクラが大きな重たい

花を卜向きに咲く。この季節に大学構内で咲くサ

トザクラにはカンザン（関山）とフゲンゾウ（普

賢象）の2品種がある。前者は枝が上を向き、後

者は枝がたわんで下を向く傾向があり、前者の花

は後者に比して色が濃いので、両者の区別は容易

である。これらのサトザクラの花の雌しべは小さ

な緑色の藁の形をしており、被子植物の雌しべ

（心皮）は盛が変形したものであることを証明す

る絶好の教材である。

奈良付近の一重咲きのサクラでは、開花はカス

ミザクラがいちばん遅く、この季節（4月下旬）

に咲く。このサクラの花は小さく、疎らに咲いて、

淋しい印象である。また、花の季節には、すでに

葉が大きく展開しているので、あまりHだたない。

カスミザクラは学／l÷会館（山田ホール）に西側に

かなり大きな木がある（附属図書館の玄関前にも

小さな木が植わっている）。附属図書館裏のハナ

ミズキ（アメリカヤマボウシ）が白い花を咲かせ

るのもこの頃である。

上記2種のサトザクラにまた10日ばかり遅れて、

4月下旬から5月上旬にかけてナラヤエザクラが

咲く。この名桜は構内のあちこちに植えられてい

るが、いずれも小木である（ナラヤエザクラにつ

いては86ページを参照のこと）。

4月の下旬には、構内の各所で生け垣として植

わっているツツジ（ヒラドツツジ）が咲き始め、

5月の上旬まで咲き続ける。吉備塚のクヌギが受

粉を終えて、おびただしい数の雄花序が落ちるの

もこの季節である。クロマツの新芽（古くから、

これを「松の緑」という）が伸び出し、雄花が熟

し、花粉が風に吹かれて煙のように散る。

5月は新緑の季節である。落葉樹が葉を展開し

て、みずみずしい青葉におおわれる。常緑樹も新

しい葉を出す。高円山の落葉樹のクヌギやコナラ

の新緑は浅い緑色で、春日山の常緑樹は鬱然とし

た新緑であり、両者は遠目にも鮮やかなコントラ

ストを示す。高円山のモウソウチクが色槌せて、

いわゆる「竹の秋」の情景を示す。春日山の照菓

樹のもくもくとした新緑の中で、黄金色に輝いて

見える部分はシイ（コジイ）の雄の花序（花の集

まり）である。構内でも図書館の北側に生えてい

る3本のシイ（コジイ）の大木が盛大に花を咲か

せ、その雄花の生臭い匂いが漂う。

写貞3　附属図書館北側のコジイ

守衛室の東側の藤棚に絡んだ2本のフジの老木

が花を咲かせるのも4ノ汗句から5月L旬にかけ

てである。このフジは奈良市内でも珍しいほどの

大木であり、たいへん貴重なものである。フジは

吉備塚のそばの、」ヒ隣の合同庁舎との境のフェン

スにも絡んでいる。このフジは自然に生えてきた

まだ若い木であるが、盛大に花を咲かせる。藤棚

は附属幼稚園内にもある。

5月上旬から帰化植物のバルジオンが咲き始め

る。この植物は20年近く前に本学に侵入し、その
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後、急速に殖えて最近は構内各所に広がっており、

学外でもごく普通の植物になった。他の帰化植物

のマッハウンランやナガミノヒナゲシが咲くのも

この頃である。奇妙な寄生植物のヤセウツボが出

るのもこの季節である（ヤセウツボに関しては85

ページを参照のこと）。

5月十二句には、附属小学校のグラウンド南側に

生えているニセアカシアの大木（胸高直径約25cm）

が花を咲かせる（この場所にかつて2本生えてい

たが、1本は枯れた）。フジの花房のような花序

がたくさん垂れ下がって咲き、強い香りを放つ。

大学のグラウンド南側に生えているキリ（胸高直

径25cmはど）もよく目だっ、大きな紫色の花を咲

かせる。

5月中旬から下旬にかけて、ごく短い期間に文

科棟北側（中庭）の3本のポプラと1本のシダレ

ヤナギの種子が飛ぶ。中国ではポプラを楊、ヤナ

ギを柳というが、両者は互いにごく近縁の柄物で

ある。両者ともに小さな種子が長い絹糸のような

毛に包まれて、風に吹かれて空に漂う。その風情

は人々のJL、をとらるようであり、中国では楊と柳

の種子を包む毛を「柳架（りゅうじょ）」と呼び、

漢詩などによく詠まれる。この時期、理科1号棟

の北側に生えているユリノキの花が咲く。このユ

リノキは20年ほど前に植えたもので、そばの3階

の屋r二をはるかに越える大きさになっている。こ

の樹冠に毎年、1，000個以上の花が咲く。花はか

なり大きく美しいが、花弁が淡黄色で、高い枝に

咲くので、葉に隠れて口だたない。

5月下旬になると、雑草が生い茂り、とくに、

イヌムギ、カモジグサ、イチゴッナギ、ナガバグ

サ、ヒエガェリなど、たくさんのイネ科の植物が

穂を出す。山田ホールの東側の松林の林床にかっ

て一面にミヤコグサの黄色い花が咲いたが、今春、

この場所を整備し、芝生にしてしまった。ミヤコ

グサは附属図書館の周辺にも点々と生えており、

この季節に黄色い花を咲かせる。

生物学教室の南側および附属幼稚園の遊び場に

生えているビックリグミが、5月卜句から6月上

旬にかけて熟す。ビックリグミはナツグミの栽培

品種であり、果実が大きく、食用や観賞用として

庭によく植えられている。完熟すると甘くて美味

であり、真っ赤に熟したその実は美しい。

夏（6～8月）

6月に入り、l」差しが強くなると植物たちの成

長はますます肝臓となる。春から咲いていたバル

ジオンが終わってヒメジョオンに代わる（互いに

近縁な両種は季節的にすみ分けている）。ヒメジョ

オンは乾燥に強く、長期の日照りにも耐えて、こ

の季節から秋まで咲き続ける。6月にはニワゼキ

ショウやノアザミが咲き、ヤブガラシが勢いよく

伸びだして、樹木に絡みついてくる。キョウチク

トウの花も咲き、暑い日差しを受けて、秋の終わ

りまで咲き続ける。

毎年、5月卜旬ないし6月上旬からからしばら

くの期間、日暮れになると吉備塚のクヌギの梢で

アオバズクが、ホッホ一、ホッホーと鳴く。サツ

キが咲くのは、ヒラドツツジから1か月遅れで5

月ド句から7月上旬にかけてである。サツキは従

来から学内のあちこちに植えられていたが、今年

（1994年）、キャンパスの整備にともなって生協食

堂付近、教育資料館、情報処理センターなどの付

近にもたくさん植えられた。6月上旬にはセンダ

ン（オウチ、樗ともいう）が淡い紫色の群がった

花を咲かせる（センダンはプールと附属幼稚園と

の間の土手に生えている）。梅雨どきの雨に打た

れてタイサンボクの白い大きな花が次々に咲く。

アジサイやガクアジサイが咲くのも梅雨のこの季

節である。

写真4　附属小学校体育館入口のイブキ

6月F旬から7月下旬にかけて、芝生の問や土

手に、ネジバナが螺旋状に配列した可憐な花を咲

かせる。ネジバナは構内に自生する唯一のラン科

植物で、モジズリという名で古くから歌に詠まれ

ている植物である。構内各所に成育するが、とく
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に事務棟の前の芝生、附属図書館から講義棟の間

の周辺、附属幼稚園に多い。

7月上旬には職員会館の北側（隣りの合同庁舎

との境）に植えられているトウネズミモチが盛大

に花を咲かせる（トウネズミモチは学生会館の西

側、講義棟前の広場にも植わっている）。その白

い小さな花は群がって、遠目には泡だっように見

える。この樹木は日本原産のネズミモチにごく近

縁の種であるが、成長がよく、悪も茎も大きくな

るので、公園などに植栽され、また最近は各地の

高速道路などのグリーンベルトなどに植えられて

いる。サルスベリは、百日紅の別名のように、夏

の炎暑をものともせず、この頃から秋の終わりま

での長い間、咲き続ける。サルスベリは駐車場の

閲の緑地、学生会館（L五旧ホール）の西側にかな

り大きな木が生えている。小さな木はあちこちにあ

る。梅雨の季節にはまたネムノキの繊細な花が咲く。

7月にはクチナシが花盛りであり、オオスカシ

バがやってきて要の裏に産卵する。ナンキンハゼ

の雄花が目立ってくる。プールの側の溝にガマ

（蒲）が穂を出す。盛夏を迎え、大学の構内は喧

しい蝉時雨の季節になる。クマゼミとアブラゼミ

が鳴きはじめ、とくに午前中に鳴くクマゼミの大

合唱はすさまじく、いかにも暑さを増長する感が

ある。7月卜旬からはツクツクボウシとヒグラシ

が鳴くが、ヒグラシの鳴き声は淋しい印象で、苛

烈な夏の退潮を告げるような趣がある。

雑草の草いきれが激しく、8月上旬にはオヒシ

バ、メヒシバ、エノコログサ、シマスズメノヒエ、

ツユクサ、イノコズチ、イヌタデ、アカザ、キツ

ネノマゴ、ブタクサ、オオアレチノギクなどが生

い茂る。ツツジやイヌツゲに絡んだコヒルガオが

アサガオを小さくしたような可憐な花を咲かせる。

この頃から樹上でアオマツムシが鳴き始める。

アオマツムシは中国原産の帰化種で、在来のマツ

ムシと異なり樹上に生息する。ほとんど樹種を選

ばないようであり、夜になると構内のいたるとこ

ろで日射、ている。畑に植わっているジンジャー

（シュクシャ）がこの季節から秋まで香りのよい

花を咲かせ、夕刻にはオオスカシバやホウジャク

（蜂雀）が長い吻を延ばして蜜を吸いにくる。

秋（9月～11月）

9月上旬にはフヨウ（芙蓉）が花盛りとなる。
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フヨウは構内のあちこちにあるが、特に大講義室

の南側のものが見事である。畑のオミナエシは花

盛りで、その異様な匂いに引かれるのであろう、

多くのハナムダリなどの昆虫がやってくる。

9月中旬、ヒガンバナが咲き始める。ヒガンバ

ナはキャンパスを囲むフェンス沿いや附属幼稚園

の西側の1二手などにたくさん生えている。ヒガン

バナの開花時期は年による変動が小さく、名前の

通り、毎年、彼岸の頃に花盛りである。

10月上旬から中旬にかけて、キンモクセイが匂

う。香りでその存在が分かり、ふだんは目立たな

いこの木が、学生会館入l上　生協食堂入日、守衛

室横、附属小学校玄関脇、その他、構l加こも案外

に多いことに気付く。ウスバツバメという、蝶の

ように優雅に舞う蛾が、サクラの周辺でたくさん

見かけるのはキンモクセイの匂う季節である。

この季節にはまた、吉備塚のクヌギかたくさん

の大きなどんぐり（果実）を落とし、秋の到来を

実感させる。アラカシやシラカシのどんぐりも同

様である。

10月の上旬になると、他の樹木に先立って、ナ

ンキンハゼが紅葉し始める。附属幼稚園ではアキ

グミが枝もたわわに小さな赤い実をつける。10月

下旬には、イチョウの葉が黄色く色づき始め、雌

木の卜つこは銀杏が落ちる。イチョウは学内にかな

り多いが、附属小学校北側の口一二階段」の近く

の雌木がいちばん大きい。ポプラやケヤキの葉も

この季節に藁色くなり、落ち始める。

セイタカアワダチソウもこの頃が花盛りである。

この帰化植物はひところの勢いはなくなったが、

まだグランドの東側、生協食堂の東側、プールの

周辺の上手をはじめ、各所に繁茂している。春日

大社の境内あたりからであろうか、夜のしじまを

切り裂くように、シカの鋭い鳴き声が聞こえ、秋

の深まりを感じさせるのも、毎年10月の卜旬から

1日1の上旬にかけてである。ナンキンハゼの紅葉

は早く、10月の上旬から色づきはじめ、10月下旬

から11月上旬にかけてたけなわとなる。ナンキン

ハゼは本来は植栽された樹木であるが、奈良市内

では野生化しており、有性生殖によって自然に繁

殖しているため、遺伝的に不均質であり、紅葉に

時期も個体によってかなり異なる。

11月上旬にはサザンカが咲き始める。クロガネ

モチの実が赤くなる。イチョウが黄葉がたけなわ



となる。ハナミズキの葉も赤くなり始める。これ

らに少し後れて、11月中旬には各種のサクラが紅

葉するが特にナラノヤエザクラの紅葉が鮮やかで

美しい。図書館の北側のシラカシにヤマブシタケ

という珍しいキノコが発生し、大きく成長するの

は毎年、大学祭の頃である（ヤマブシタケについ

ては87ページを参照）。

写貞5　果実をつけたフウの枝

11月下旬になると、ユリノキ、カツラ、ケヤキ

はすでにほとんど落柴しているが、サクラの紅斐

はまだ少し残っており、カエデ（イロバモミジ）

とドウダンツツジは盛りを迎える。サクラではと

くにナラヤエザクラの紅葉が美しく、11月上・中

旬に滴るような真紅に色づく。クスノキの実が窯

熟し、トウネズミモチが枝が垂れるほどにたわわ

に黒紫色の実をっけるのもこの季節である（クス

ノキはその後、2月末頃まで良い期間にわたって

順次に窯熟する）。

大学のすばらしい借景をなす春日山には照葉樹

が優占するが、かなり多くの落葉樹も生えている。

11月下旬から12月の始めにかけて、遠目に、濃緑

色の常緑樹の問に赤や茶や責の色彩が日立っ。赤

はカエデ（イロバカエデやウリバグカエデ）の紅

葉であり、浅い黄色はムクロジやコシアブラ、黄

褐色は主としてケヤキの黄柴である。

冬（12月～2月）

12月に入って寒さを迎えると、害虫の駆除のた

めに、マツの樹幹のこも（薦）巻きが行われる。
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クヌギの葉は茶色になるが、まだしばらく枝を離

れない。この季節には構内の落葉樹はほとんど落

莫しているが、クヌギ、アキニレ、カエデ、フウ

などがまだ葉を付けている。とくにフウは、美し

く紅葉したのちも落葉せず、春近くまで、枝に枯

れ糞を付けている。なお、フウは中国語の楓を音

読みにした名前であるが、カエデとはまったく異

なる植物である。

12月上旬から中旬にかけての、短期間に、クヌ

ギの葉が急に落ちる。センダンの果実は長い果柄

の先に黄色く熟し、青空に映えて美しい。この頃

にムクドリの群れがやってきて春まで、地上で餌

をあさり、樹上で騒がしく鳴く。

12月の上・中旬の季節に、高円山が一年中でもっ

とも華やかな山容を見せる。大学構内から遠目に

濃い緑色に見える樹木の大部分は尾根筋に多いア

カマツと、落柴樹の間に生えるソヨゴである。山

麓部に多いスギやモウソウチクも緑色であるが、

色調が異なっている。高円山にはクヌギも多いが、

この時期にはすでに柴は褐色となっているか、す

でに落ちている。そのため、クヌギ林は大学構内

からは淡い褐色ないし灰色に見える。しかし、コ

ナラは他の落葉樹に後れて紅葉の盛りを迎える。

写真6　若草山を望む



写真8　春日山を望む

コナラの紅葉はカエデのような鮮やかな赤色には

ならないが、緋色から黄色までのさまざまな階調

をなして、山腹を華やかに彩る。同じ時期に、春

日山の落葉樹はすでにほとんど落柴し、遠目には、

カエデの梢の色であろう、かすかに赤みを帯びて

煙ったように見える。

学内で12月に花を咲かせている樹木はヤツデと

ビワとサザンカである（月末にはロウバイも咲き

始める）。冬でも、穏やかな暖かい昼間には、そ

れらの花にハチやハナアブがやってきて蜜を吸う。

12月には、春の雑草の多くがすでに芽を出してい

る。スズメノカタビラは一部、すでに穂がでてい

る。佃には、ナノハナやキンセンカやソラマメの

花が咲き始める。

12月からら1月にかけてナンキンハゼの果実が

はぜて、白い種子が口立っが、ムクドリ、ヒヨド

リ、キジバトなどがやってきて啄み、やがてなく

なってしまう。メジロの噛りが聞こえるのもこの

頃から春までである。

附属図書館の玄関の近くに植わっているウメは

早咲きで、毎年、1月中旬の大学入試センター試

験の頃に咲き始める。このウメは、故上田敏見先

生（心理学）が退官に当たって寄椚されたもので

あり、寒い季節に白い清楚な花を咲かせる。1月

下旬にはオドリコソウ、オオイヌフグリ、ナズナ、

オランダミミナグす、ハコベなど春の花が早々と

咲き始める。ハルノノゲシ、キュウリグサ、ムラ

サキサギゴケ、クネッケバナなども咲く。アキニ

レの翼のある果実が風に吹かれて舞い飛び、附属

小学校の体育館の西側に／l三えているロウバイが蝋

細工のような淡黄色の花を咲かせ、辺りによい香

りを放っ。落葉したプラタナス（スズカケノキ）

の梢にピンポン玉はどの大きさの実（集合果）が

たくさんぶら下がる。

2月上・中旬にジンチョウゲやアセどの蕾が膨

らむ。ツバキも咲き始める。2月下旬にはウメが

満開となり、土手にはツクシが出始める。いまや、

春の到来は間近である。
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大学構内の動物案内
－ぜひ観察してほしい動物－

セキツイ動物　VERTEBRATA

両生類　AMPHIBIA

両生類には、イモリ・サンショウウオとカエル

の仲間がいる。本来の両生類の姿は、イモリ・サ

ンショウウオの仲間を想像したはうがよい。カエ

ルの仲間は、新しいタイプの両生類で、後肢を著

しく発達させ、敏捷性を増した。両生類というが、

水陸両用ではない。

乾燥に弱い羊膜を持たない卵を産むため、種族

維持の場面では、水に離れることができなかった。

水巾産卵が基本である。モリアオガェルのような

樹上産卵を実現したものもいるが、幼生は水中生

活者である。

本土産の両生類は、前肢の指が4本、後肢5本

である。カエルの場合、オスが鳴くので耳が発達

した。口の後に丸い鼓膜がはっきりと見える。

学内には、ニホンアマガェル（アマガェル科）、

シュレーゲルアオガェル（アオガェル科）、ヌマ

ガェル、トノサマガェル、ウシガェル（アカガェ

ル科）の3科5種が生息することが確かめられて

いる。外周の水路、図書館北側の水路、付属小学

校の東側のソメイヨシノのトの湿地帯、付属小学

校の教材園の飼育水槽の申、そして周辺の草地が

主なすみかである。

シュレーゲルアオガエル（アオガエル科）

Rhacophorusschlegelii

学内では、付属小学校の北庭の水路、学生会館

前の自転車置場の東側の溝で、オスが鳴いている

のをここ数年聞いている。

5月ごろ「カカッ、カカカカッ」と甲高い声を

響かせる。モリアオガェルとよく似た鳴き方であ

るが、モリアオガェルのオスの体長が7cmもある

のに比べると、シュレーゲルアオガェルはわずか

に3cm内外である。普通、他の畦などに穴を掘っ

て5月的産卵する。最近、南紀寺付近の田んぼで

もよく鳴声を聞くようになった。
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井　上　龍　一

トノサマガエル（アカガ工ル科）

RananlgrOmaCulata

図書館の」ヒ側、理科棟との問の凹地にトノサマ

ガェルのかなり大型のものがいる。

トノサマガェルは、ダルマガェルやトウキョウ

ダルマガェルとともに、トノサマガェル種群とい

われ、この辺りでは、ダルマガェルとトノサマガ

エルが同様に分布している。ダルマガェルは奈良盆

地においてはさほど多くなく、学内では見かけない。

また、トノサマガェルは背中線が入るが、ダル

マガェルには見られないので、この両種の見分け

は簡単である。

オス・メスの区別は、体色で用意に見分けられる。

オスは普通、背面の地の色が緑色である（写貢）。

写貞1トノサマガェル♂

爬虫類　REPTILIA

アオダイショウ、シマヘビ、ヤマカガシ（ヘビ

科）へど類3樺とニホンカナヘビ、ニホントカゲ、

ニホンヤモリのトカゲ類3種、クサガメ、イシガ

メ、アカミミガメのカメ類3種が生息する。

トカゲ（トカゲ科）

Eumeceslatiscutatus

章むらを中心に、石垣やブロックの隙間などに

見かける種である。普通、ニホンカナへどの方が

よく見かけるので「トカゲ」といえば、そちらを



言っていることが多い。トカゲはわずかに見られ

るにすぎない。カナヘビとの違いは、体の鱗がほ

ぼ同形で、つややかな輝きを持っということであ

る。幼体は瑠璃色の線が入り美しい（写貢）。

写真2　トカゲ

アカミミガメ（カメ科）

TrachenlySSCrlPta

「ミドリがメ」として親しまれるカメである。

アメリカからの帰化種として、あちこちの池沼で

見かけるようになった。ほとんどがペットとして

餌われたものが放されて大きくなったものと思わ

れる。付属小学校の泉水には2頭のアカミミガメ

がいっいている。子ども達が学校に持ち込んだも

のを放したものである。現在、金魚などを食べて

生きている。　アカミミガメというのは日の後に

朱色の明瞭な帯があるからそう呼ばれている。「1

本席のクサガメやイシガメのように、稜が見られ

ない平滑な甲羅である。

鳥類　AVES

春「1両を背景に、山地性のものから平地に普通

に見られるものまで幅広く、20科35種が確かめら

れた。

この中には、アトリなど渡りの時期に群れをな

して学内を一時的に通過したものも含まれている。

渡りの時期にはまだまだ、多様な種が見っかる可

能性が強い。

ほとんどが付近からの移入種であるが、そのう

ち、本来広い草原で営巣が見られるヒバリをはじ

め、ムクドリ、スズメ、エナガ、ハシブトガラス、

ヒヨドリ、キジバトの7種が繁殖しているのを確認
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した。四季を通じて見られる種は以下の15種である。

ハシブトガラス、ハシボソガラス、ムクドリ、ヒヨ

ドリ、キジバト、ドハト、エナガ、ヒバリ、スズメ、

メジロ、セグロセキレイ、モズ、イカル、コサギ、

コゲラ。

ムクドリ（ムクドリ科）

Sturnus cineraceus

スズメ、ドハトとならんで、都市烏の代表であ

る。ムクドリしか見られない環境は、かなり悪い

環境だといわれている。

秋になると大集団で行動し、各地で見られ「ム

クのねぐら」が見られる。学内では、付属小学校

の新館3階の養正館の換気扇の中に毎年、ドハト

と交替に5月頃巣を作っている。巣にダニが発生

し、そのダニが台所を占拠し、大騒ぎになった。

戯色い境と、背中の白が目立っ。

エナガ（ェナガ科）

Aegithaloscaudatus

ll木産の野鳥の中では小型種であるが、羽がふく

らみ、尾が長いので実際よりも大きく見える。落葉

広葉樹林を好み、「ピィッ、ピィッ、ピィッ…」と鳴

きながら木から末へ群れをなして移動する。学内で

も、ヒナが巣から落ちてきたのを拾ってきた付属小

学校の児童もいる。どうやら繁殖もしているらしい。

写真3　児童が見っけたエナガのひな

ヒバリ（ヒバリ科）

Alauda arvensis

広い草原や田園地帯で、普通に見られる種であ

る。オスのさえずりが美しく、鳴きながら空高く

昇っていく姿はヒバリらしい。巣の場所がわから



ないように巣から離れた場所に着陸し、土の色と

変わらぬ保護色、巣までの長い歩みで巣の位置を

わからないようにしている。

学内では美術棟の南側のコメツブツメクサの中

に巣を見つけることができた。巣には4つのウズ

ラの卵ふうの細かい柄の卵があった。この巣を発

見することができたのは、たまたま近くを通った

とき、外敵を巣から放そうとするディスプレイを

しているメスに出会ったからである。巣から放そ

うすることを逆手にとれば、巣があることを教え

ているようなのである。このような習性は、草原

や川原など地上に営巣する小型の鳥類、例えばチ

ドリなどにも見られる。

写真4　ヒバリの巣と卵

フクロウ（フクロウ科）

Strix uralensis

初夏（6月頃）、口が沈み、空が青黒くなった

時間帯から、どこからともなく子連れでやってく

るのが、フクロウである。

付属幼稚園から付属小学校にかけて、また付属

小学校の体育館西側の道路沿い、生協食堂前など

が観察のポイントになる。

しかし、最近、学内環境が整備されたためか、

照明が多くて生協前の塚も破壊された。そのため

か局所的にしか見かけなくなった。

夜に活動する烏といえば、他にアオバズク（フ

クロウ科）（これは夏鳥で、学内でも見られる。

後述。）やヨタカ（ヨタカ科）・・・（これも夏鳥で

大学東側の大和高原でよく見かける烏である。）

ゴイサギ（サギ科）がいるが、だれしもがすぐ恩

い出す鳥は、やはりフクロウだろう。そのフクロ

ウが春口山山系だけでなく、学内でも初夏によく
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見られるのである。

フクロウは九州以北の森林にすむ、カラス大

（全長500mm）の留鳥である。

感が大きく、ずんぐりした形で、贅は幅広くふ

わふわと軽くはばたいて飛ぶ大型の鳥である。

鳴き声は、「ゴロスケホッホー」とか「ゴホッ

ゴホッホッポッ」とか聞こえる。この声を「ぼろ

着て奉公」と聞きなす。学内では、幼鳥の鳴き声

をよく聞くことができる。成鳥とは違って高い声

でネコのような声である。

図1　7クロウの飛翔図

フクロウ科の烏はワシタカ科の鳥とともに、猛

禽類と呼んでいる。ネズミやウサギなども捕食す

るからである。かれらは暗やみでもよく見える高

性能の眼をもち、他の鳥と違って、人の眼のよう

に前面についているので、獲物までの距離が正確

に測れる利点がある。

しかし、後方が見えない。だが、うまくできた

もので首を1800　も回転させることができる。

また、耳はとてもよく、ネズミなどの小動物の

たてる音をも聞きのがさない。獲物に気づかれな

いように飛ぶときも全く羽音をたてない。

他に学内ではフクロウ科の夏鳥で、アオバズクと

いうハトより少し小さい鳥もこの時期に見られる

（5月ごろから）。よく鳴く烏で鳴き声は「ホッホッ。

ホッホッ。」と2声ずっの繰り返し。フクロウに比べ

ると随分小さいので簡単に区別できるだろう。

哨乳類　MAMMALIA

学内の哺乳類は、10種以上いるものと患われる。

コウベモグラ、アブラコウモリ、エビナガコウモ

リ、ドブネズミ、アカネズミ、チョウセンイタチ、

ホンドタヌキ、ホンシュウジカに野性化したイヌ、

ネコが加わる。前田研のヤギ、ヒツジ（一時的に

学内でリハビリで飼育されている）の家畜、付属



幼稚園のテンジクネズミなどの飼育動物を加える

とさらに多くなる。

コウベモグラ（モグラ科）

Mogerakobeae

理科の農場で死体が発見されている。日本に一

番後に、朝鮮半島から入り込んできた大型のモグラ

である。アズマモグラを駆逐しながら東進している。

現在、その最前線は岐阜県の伊那谷付近である。

奈良盆地で見っかるモグラはほとんどコウベモ

グラであるといってよい。コウベモグラは、あな

の直径は60mmに達する。1年で成獣になるので、

12月ごろに調べると他の種と聞違えることがない

ほど大きい。5m以上の豊かなI二壌を必要として

いるため、盆地周辺の山地との境にアズマモグラ

との競合点があるものと思われる。

アブラコウモリ（ヒナコウモリ科）

PiplStrellusabramus

夕方になると飛ぶ姿を見ることができる人家稜

のコウモリである。「イエコウモリ」とは、家に

棲むこのコウモリのことを言っている。コウモリ

は、この他、ねぐらの場所によって人家棲、森林

稜と洞穴稜の仲間に分けられる。

アブラコウモリは、通気孔や瓦のトから屋根裏

に侵入して生活したり、板塀の隙「制こまで入り込

む。I二場のスレートのトも格好のすみかになって

いる例もある。大和高田市の浮孔小学校では、体

育館に棲みついて数音頭も棲みついて困った例が

ある。学内で、繁殖しているかどうかは確かめら

れていない。

コウモリ自身、何も人に害を与えないし、一日に

カなどの昆虫を約300匹は食べている有害昆虫の数

の歯Il二め役になっている。しかし、群れをっくって

定住するので、糞がっもり（糞害）、6月頃の分娩

時期に子どもの鳴声（騒音）の被害をよく聞く。

人のくらしが豊かになるにつれ、彼らの生活環

境もより暖かいくらしが保障されるようになって

おり、最近では都市周辺の代表的な噛乳類になっ

ている。街灯の周りに集まる小型の昆虫捕まえて

とらえる姿は奈良市でも普通に見られるようになっ

てきた。

学内では、付属小学校のコの字型の校舎の内外

を周回して飛ぶ姿をよく見かける。泉水もあり格
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好の餌場になっているのであろう。

前田研究室にあるバットディレクター（周波数

を下げて聞くことができる機器）で、飛ぶアブラ

コウモリに向けてみた。40キロヘルツのモードで

「チョッチョッチョッチョッ」とスピーカーから

聞こえてきた。

「バードウオッチング」が流行っているが、コ

ウモリの会もできたことであるから、「バットヒ

ヤリング」も広めたいものである。

コウモリは、夜の間中活動しているわけではな

い。夕方2時間ぐらいで一旦帰巣するらしい。

ホンシュウジカ（シカ科）

CervusnlPPOn

大学構内には、ホンシュウジカが時折、入って

くる。学内のシバや木の葉を食べる姿を見かける

が、草刈りに貢献してくれる。奈良教育大学や奈

良女子大学だけにしか見られない奈良らしい光景

である。

オスジカが入ってくることが多い。あぶれジカ

であろう。シカは母系社会である。

シカには、大型のダニ類が耳元などに寄生する

ことがある。付属小学校の玄関のゴヨウマツはシ

カがダニとりで体をこすり付けるため、すでに何

回も折られてしまった。枝ぶりのよい高さ1mは

どの高価なマツだけにくやまれてならない。その

証拠に無残な姿のマツの樹下にダニの死体が散乱

していた。

シカは、大型の草食獣である。学内の植物でス

イセン、ナンキンハゼ、イラクサ、シダ類は食べ

ないが、栽培植物は好んでよく食べる。そのため

に、付属小学校の教材園・学級園ともにフェンス

をはりめぐらし、シカの食害を防いでいる。小学

校の運動場を暴走したオスジカが、小学1年／上を

突き飛ばす事件も起こっており、予どもがいると

きは安全への配慮が必要である。

ホンドタヌキ（イヌ科）

Nyetereutes procyonoides

晒乳類の中で溜め糞をする習性を持っものは幾

らか知られている。

アナグマ、ホンドタヌキなどがそれである。学

内を調査中、その潜め糞の場所を職員会館北側で

発見した。あたりは独特の臭いで充満していて、



直径50cmほどの糞の両があった（写真）。付近の

足跡から、ホンドタヌキのものであることを確認

した。その後、各所で溜め糞現場が発見されてい

る。学内の環境整備で、その後の状況については

つかめていない。

ホンドタヌキは雑食性で、歯は基本的に肉食獣

の型だが、植物質のものをよく食べる。特にカキ

やアケビのような甘みのあるものを好むらしい。

初めの確認は11月ごろで、糞を見ると、カキの

種子が多く含まれていて、カキノキの実を食べて

いたことがわかる。なお、付近にカキノキがない

か探したところ、職員テニスコート西側の通用門

の横にあった。種子の形も同じで、ここのものを

食べたものと推測できる。

また、職員会館」ヒ側の軒トの乾燥した1二の上に

はホンドタヌキの足跡が多く見られ、ここで砂浴

びなどをしているようである。

ホンドタヌキの足跡はジグザクについている。

そして、後肢が外股になっているので後肢の足跡

は前肢の外側になるのが特徴。

最近、学内でもその姿をよく見かけるようになっ

たと聞く。図書館周辺が、一つのポイントである。

学内での死体の発見も続いている。タヌキの巣づ

くりなど積極的なタヌキよせの取り組みがされた

が、学内での繁殖は確認されていない。

無セキツイ動物

昆虫類INSECTA

チョウ日　LEPIDOPTEERA

アオスジアゲハ（クスノキ）、キアゲハ（ニン
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ジンなどのセリ科）、ナミアゲハ（ミカンなどの

柑橘類）、ジャコウアゲハ（ウマノスズクサ）、ベ

ニシジミ（スイバ）、モンシロチョウ（アブラナ

科）、ゴマダラチョウ（ェノキ）などチョウによっ

て幼虫の食べる植物の種が決まっていることが多

い。食草といっている。

学l軸こはこれらの食草が見られ、そこでの繁殖

を確認している。

ゴマダラチョウ（タテハチョウ科）

HestinaJaPOnica

ゴマダラチョウは国蝶のオオムラサキと同じタ

テハチョウ科で、幼虫もよく似た格好で区別しに

くい。おまけに食草も同じェノキである。

大学構l知こはエノキがあちこちに見られ、それ

ぞれでその幼虫を確認したが、すべてゴマダラチョ

ウであった。

幼虫はエノキの薬を食べて、エノキの葉が落ち

だす11月中旬ごろから、椒ぎわに移動し、重なっ

た落葉下で越冬する。エノキが二股に分かれてい

る間に落ち込んだ落莫のり」でもよく幼虫が見つか

る。

幼虫の体色はそれがいる柴の色とよく似ていて

柴が緑色のころは緑色、落葉して茶色になった柴

のときには灰褐色になることで身を守っている。

ジャコウアゲハ（アゲハチョウ科）

Byasaalcinous

技術棟の北側のフェンス沿いに、ウマノスズク

サが成育しており、これを食草にしているジャコ

ウアゲハの成虫の姿を春から夏にかけてよく見か

ける。

成虫は褐色を帯びた黒色が♀、真っ黒が♂超の

写真6　ジャコウアゲハの卵（丸山撮影）



裏面の弦月紋は赤色である。体側に赤色の毛があ

るのが特徴である。

♀は、ウマノスズクサの芽生えはじめた5月頃

にウマノスズクサが群生する技術棟北側の上手に

乱舞し、ウマノスズクサの葉を見つけ山しその菜

の裏に朱色の卵を産み付ける。一枚の葉の裏に「

数個産み付けていることもある。飼育の結果、1

週間程で卵が酵化し、幼虫はウマノスズクサの柴

を食べて大きくなる。幼虫はギザギサの背面で、

黒褐色で中程に白の帯が通る。2週間程で輌化し

1週間後羽化した。桶は越冬時にも見られるので、

二化以上するものと思われる。桶は、5月にはセ

イタカアワダチソウやススキの菜や茎、冬には技

術棟の壁やスレートの屋根のトなどに見られるよ

うになる。一見して、ウミウシのような奇妙な形

で鮮やかな色である。この桶をオキクムシという

所もある。

写貞7　ジャコウアゲハの幼虫（丸山撮影）

最近、草刈で食草が切られるためか、めっきり

桶化数が減った。1990年越冬した桶は、10数個体

である。ウマノスズクサは、この辺りでは末津川

河川敷、JR桜井線沿いなどでもよく見られる。

写貢8　ジャコウアゲハの成虫♀（丸山撮影）
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ジャコウアゲハが乱舞する姿をいっまでも残した

いものである。

トンボ目　ODONATA

学内のトンボには、秋口、よく校舎内に入りこ

み、蛍光灯にどリビリ超音を立てて騒がしいのが

カトリヤンマ、6月ごろから悠然と学内を周回す

るオニヤンマ、校舎の2階以上の高さをヒラヒラ

飛ぶ、麹が黒くて口立っチョウトンボ、「ボント

ンボ」と言われ、プールや学内各所の広場を去票い、

1上まること知らずのウスバキトンボなど、トンボ

科、ヤマトンポ科、オニヤンマ科、ヤンマ科、イ

トトンボ科のトンボ数十種が見られる。

チョウトンボ（トンボ科）

RhyothemisfuliglnOSa

7月になると、付属小学校の玄関から、大プー

ルにかけて、数個体のチョウトンボを見かけるよ

うになる。

チョウトンボは、一般に水草の多い、平地や、

丘陵地の池沼に生息している。6月上旬から7月

巾旬までにほとんどが羽化をする。　後麹が大き

く発達し、ヒラヒラと滑空するように飛翔する姿

を見ることが多いが、地上では概して少し高く飛

び、時々、高い木の梢に止まっているのを見る。

セミ日　HEMIPTERA

94年は、6月中旬からニイニイゼミ、7月上旬

にアブラゼミ、クマゼミ、8月中旬にツクックホ

ウシが鳴き始める。毎年の気候によって鳴き始め

は違っている。暖かい年ほど早く鳴くようで、93

年のような冷夏では、ニイニイゼミすら7月中旬

に入らないと鳴かなかったこともある。時折、4

川こハルゼミ、8月にミンミンゼミが学内で鳴い

ているのも見かける。学内のクマセミにマーキン

グをして、放したところ、4時間後に学外のみの

り保育園（北へ100m）で再捕獲した。学外のセ

ミとの交流について調べてみたい。

コウチュウ目　COLEOPTERA

オオヒラタシデムシ（シデムシ科）

Eusilphajaponica

学内の草地を排御している姿をよく見かける乎



たくて黒いシデムシである。腐肉食で、生ゴミな

どを食べて生きている。幼虫は、紡錐状で姿はま

さしく三葉虫である。

タマムシ（タマムシ科）

Chrysochroafulgidissima

「タマムシ」は“珠虫・玉虫〝　という漢字が当

てはまる。宝石はど美しい昆虫が「タマムシ」で

ある。金緑色をベースに、赤紫のすじがあり、金

属光沢を呈している体はその名の通りの昆虫だと

言える。

図2　タマムシ

その「タマムシ」が付属小学校に結構たくさん

いる。あまり人目につかないので、見落としがち

であるが、それほど珍しい種ではなく、学内でも

結構見られる。

タマムシ（成虫）はエノキ・ケヤキなどの末の

薬を食べている。特にエノキを好むようである。

タマムシの食べ物が植物の葉であることは糞の

色を見ればわかる。緑色で紡垂状である。

成虫は、エノキ・ケヤキ・サクラなどの木に卵

を産みつけ、幼虫はその木の材を食べる。

付属小学校の新館の東側のエノキは、ちょうど

校舎の3Fの窓から手を伸ばせば届くところにあ

る。3Fの高さがちょうどェノキの樹冠のあたり
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で、その辺りをタマムシがよく飛んでいるわけで

観察地点としては申し分ない。エノキの高い梢の

近くをくるくる回って、太陽の光に輝いている姿

は夏を思わせるひとつ風物詩である。

実際にオス・メスのどちらがきているのかを調

べるために窓越しに捕虫網を伸ばし、それでも届

かなかったので、柄をテープで3本継ぎにして捕

まえてみた。

タマムシは甲虫目の昆虫で、体を堅くすること

で身を守っているので、前週は体を守るために使

われ、飛ぶための超は後超の2枚だけである。こ

れは甲虫の普通の特徴であるが、飛ぶのはあまり

上手ではない。だから、捕虫網さえあれば簡単に

捕まえることができる。

オスとメスはばっと見ただけでは区別はつかな

い。よく、別種のウバクマムシをメスだと思って

いる人がいるが、茶色いのがメスと言うわけでは

ない。オス・メスの違いは、腹の先を見ると分か

る（図参照）。また、目はオスのはうがとび出で

いる。

タマムシは古くから人々に良く知られていたよ

うである。法降寺にある「玉虫厨子」には4500匹

のタマムシの麹が使われて（推定）装飾に用いら

れ、タンスに入れておくと衣類がふえるなどと幸

せを呼ぶ昆虫としても親しまれている。反面幼虫

は、木材に穿孔するので害虫として嫌われている。

日本でタマムシ科は、200種近く記録されてい

る。

図3　タマムシの雌雄　左がオス、右がメス



タ　ヌキとノ　イ　ヌ

奈良教育大学内にタヌキ、もちろん野生の、が

頻繁に出没することは知る人ぞ知る有名な話であ

る。ある場合には夜（タヌキのとってであって、

人の昼間のこと）を教育大学内で明かしているこ

とも知られている。しかし、学生や先生方がタヌ

キにだまされたという話は聞かない。

こうなれば、かわいいタヌキのこと、「私も見

てみたい！」と思うのも不恩議なことではない。

さらにもっとかわいらしいと推測される子ダヌキ

となると、なおさらである。

そこである先生は授業「f一日こ好奇心旺盛な女子学

／Lを扇動する。タヌキを最近頻繁に見かけたとい

う話をした後、「タヌキが学内に常駐しないのは、

寝ぐらになる穴や巣穴がないからである。きみた

ちがタヌキの好む隠れ家になる穴を作ってあげる

と、きっと常駐するようになるし、そこで出産も

するよ。そうすると、親ダヌキももっと頻繁に見

られるし、予ダヌキも見られるようになる。かわ

いいよ！場所は理科棟と図書館の間のちょっと小

山になっている所がいいな。あそこだと、何回も

タヌキが見られた場所のすぐそばだし、図書館の

巾から見られるからね。」という貝合に、とても

親切そうだが、本当はこの先！1二が一番見たいのを

棚に上げていて、調子だけはすこぶるいい。

さて、その先生の扇動に本当にのってしまった

のか、はたまた扇動にのせられたふりをしている

だけかはしらないが、Ⅹ－d a yがきた。力持ち

の男子学生の助っ人も混じって、3グループに分

れてアドバイスを受けた場所に思い思いの深さや

形の穴を掘った。形に妙にこだわったグループも

あった。けっこう暑い日で汗をかきかき、やっと

仕上げた。私たちの穴に先に入るにちがいない、

あるいは入って欲しいと粘いながら。

それからの毎日の見回りはわくわくだった。タ

ヌキが入ったら、入口に足跡が残るし、簡単にわ

かるよということであった。しかし、3日たって

も5日たっても一向にタヌキが入った形跡はなかっ

た。ついに件の先生日く。穴の前においしい餌を
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前　田　喜四雄

置いたらどうかな。ポテトチップなんか匂いが強

いからちょうどいいんじゃないとか何とか。しか

し、それでも反応はなかった。餌にはアリが来て

いるだけであった。学／‾トも思い出したように見て

いたが、それも忘れられてしまった。あれから半

年以Lが経過した。それらの人工タヌキ穴は相変

わらず使われていないようである。どうも結果は

先生が学生をばかしたようである。

教育大学の学生のl軸こは、5「ロ1も6lロIもタヌキ

を見る機会に恵まれた人もいる。しかし、私はま

だ一度も学内でタヌキを見たことはない。

タヌキの研究をしている私の友人はこんなこと

を言っている。タヌキに合う人と合わない人がい

る。私は合わないタイプの人だそうである。タヌ

キはけっこう好奇心が旺盛であり、のんびりした

気持ちでゆったり歩いたりしていると、それが人

と気がついてもじっと立ちILまってその人を見て

いるのだそうである。一方、せかせか歩いたり、

手などをサッとすばやく動かしたりすると、それ

だけで姿を消してしまうそうである。私は惟格が

せかせかタイプだから、タヌキにお口にかかれな

いのだそうである。

さて、このように教育大学内ではしばしば話題

になるタヌキであるが、これについて最近大事件

が続いた。

10月半ばの朝、校内でタヌキの死体が発見され

た。立派な雌個体であった。外傷は全く見当たら



ず死因は不明である。私の推測では、このところ

大学内のグランドを中心にのさばっている野犬に

よる嘆殺であると恩われる。これだと、解剖すれ

ば簡単に解明できるが、その日は解剖して死因を

調べる時間がなく、そのまま冷凍庫に保管された。

写真2　人学構内で発見されたタヌキの死体

一日おいて翌々日の朝、また大学構内でタヌキ

の死体が発見された。これも雌の成体であり、口

から若干血が出ているだけで、外からは外傷が分

からなかった。おそらくこれも野犬による岐殺だ

ろうと思われた。3日で2個体のタヌキの死体が

学内で発見されるという大事件である。いくらタ

ヌキに好かれている大学だからといって、これで

はタヌキの方もおちおち大学構内を散歩Lに来な

くなってしまうにちがいない。ちゃんとした原因

を調べて対処しなければならない。しかし、時間

がすぐにはとれなくて、これも冷凍庫にしまわれ

た。

数日たって、元気のよい生物科の学生がこれら

のタヌキを解剖して死因を解明し、標本化してく

れた。皮膚のトは内出血だらけであり、あちこち

に明瞭に歯跡がついていた。足のつけねがくだか

れているのも兄い出された。やはり想像した通り、

野天による嘆殺であった。

運動系のクラブ活動が終わり、暗くなった頃か

ら、私は一人で、あるいは友人と過に2～3回グ

ランドでジョギングをしている。すると、決まっ

て野犬がグランドに姿を現わす。しかも、我われ

に向かってしつこく吠えて、迫ってくるのである。

単独の時もあるが、多くの場合2～4匹と複数な

のである。野人の方はこちらがよく見えているら

しいが、こちらは暗闇でほとんど相手の姿が見え

ない。我われがもし少しでも後に引こうものなら、

どっと攻め入ってくる。一方、野犬の吠え声をも
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のともせず、こちらが複数であるか、あるいは棒

などの武器をもっている時に強気で追いかけると、

うるさく吠え立てながらではあるが、グランドの

外に逃げる。様子が分かってからは、予め棒切れ

などを用意してジョギングに臨むが、慣れないう

ちは突然吠え立てられて、ジョギング意欲を失っ

たり、早々とそれを切り口ヂたこともあった。こ

のような目にあった学生も何人もいることだろう。

タヌキにとっても、私にとっても、いずれにし

ても憎き野犬である。そこで、元気のよさそうな

私の研究室の学生に野犬狩をそそのかした。彼は

早速私の研究室にあるネコ捕り箱わなをグランド

の隅に数度仕掛けた。しかし、結果は人口がかっ

てに落ちて餌は「flについていた、朝行ってみると

わなのそばに野犬が寝そべっていた、餌はとられ

てわなの入口は締っているがおりの中に何も入っ

ていなかった等々であった。また、敵を知らねば

ということで、夜に野人の観察をLに、グランド

に行ったところ、数人で行ったにもかかわらぜ、

追いかけられて逃げ帰ったこともあったそうであ

る。野犬は賢く、かなりの難物であり、やはり一

筋縄では学生の手におえないようである。

そうこうする内に、第3の犠牲者がでた。タヌ

キの第2の事件から4日後、校内で今度はネコが

死んでいるのが見つかった。外傷は一見したとこ

ろ不明であり、おそらくこれも野天の仕業と恩わ

れた。それから2週間後にも、やはり校内で別の

ネコの死体が発見された。野人による犠牲は止まっ

ていない。

それにしても、野犬とは何だろうか？かって、

人は大型獣の狩などに利用するため、あるいは非

常食として、野生のイヌ科動物を飼い慣らして現

在の家畜（あるいはペット）である「イヌ」を作

りhげた。かっての人の生活で食料に余裕があっ

たわけでなく、イヌもペットというものでなく、

実際上の役にたたねば処分されてしまうという厳

しい状況におかれていた。それがやがて、富める

一部の特権階級のなぐさみものとしてのペットに

なり、ついに現在では一般大衆のいわゆるペット

にまでになった。

ペットとしてのイヌは従順で大人しく愛らしく、

可愛がられている。しかし、ペットも所詮、生き

物である。立派に繁殖し、自然に増殖する性質を



本質的にもっている。

これを正めるには人の知的、および金銭的努力

が必要である。努力を怠ると、望まないのにペッ

トが増えてしまう。そこで、新しい飼い主を探す

が、かならずLもうまく見っかる場合ばかりでは

ない。努力を怠った責任を自分で取らねばならな

い。しかし、このような人に限ってどこまでも無

責任である。いいわけはただ「かわいそう」とい

う言葉だけである。何が「かわいそう」なのか、

ペットとは何か、自分の努力を怠った無責任さほ

どうするのか、など全く考えていない。結局は白

分で殺す、保険所に持って行くなどの処分をしな

いで、どこかに放したり、置き去りにしてしまう。

放置されたペットが後々どうなるかは考えない。

ただ、いい人に拾ってもらえることを祈るだけで

ある。このような経過のもとに、野天ができあが

る。

それにしても、現在の人々のペットや家畜、ま

た野生動物に対するいっときの「かわいそう」と

いう感情が、いかにいろいろなところに悪影響を

及ぼしていることか。最近、目の前で動物を殺し

て食べるということを全くと言っていいはど見か

けなくなった。一昔前までは、お客が来ると、ニ

ワトリをっぶして料理して食べるということは当

たり前であった。また、ウサギも食べるために飼っ

ていたこともあった。そこには「かわいそう」と

いう感情は入っても、それを超越する何かがあっ

た。

また、かっては皮を剥ぎ、内臓をぬいただけの

丸のままのブタを吊り　上げたり、丸のままのニワ

トリを肉屋で売っているのを見かけることも多かっ

た。しかし、最近ではすでに元の姿が想像できな

いぐらいに小さく切られ、」一寧にラップで包装さ

れた「お肉」として売られているのを見かけるの

がほとんどである。だから、小さく切られていな

い、元の姿が想像できる丸のままの動物を見かけ

ると、ただ気持ちが悪いという感情が先走る。ま

してや、自分で手をくだして動物を殺して食べる

などというのはどこの回のできごとか、というこ

とになる。

いわゆる高級な「お肉」は好きなくせに、それ

が白分の日に入るまでにどのような過程を経て、

このような「お肉」になるのかということには全

く無頓着なのである。そのような人に限って得て

して、動物を殺すのがただ「かわいそう」であり、

その死体は「気持ち悪い」という事を言うのであ

る。このような傾向の人が若い世代の中に増えて

いることに危慎を覚える。

こんな話を聞いたことがある。ある菜食主義者

は、「私は肉食をしないわけでない。自分で動物

を殺して、その動物を殺す心の痛みを白らのもの

として感じられる場合は、その内を食べるのであ

る。無責任に誰が殺したか分からない、その動物

を殺す痛みが全く自分のものとして分からないよ

うな肉は食べたくないのであり、菜食主義に甘ん

じているのはそのような理由である。」と。

（自然と教育、第7号、1994年1月より）
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